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第一話 ◎「殺人とは何か？」



　序章　　夏げ至しの殺人



　夜や須す礼らいありすの殺人を知ったのは、ちょうど夏至の日の翌日。

　授業をサボって大学病院に行って――その帰り道でのことだった。

　俺おれはケータイを耳に当てたまま、ため息をつく。

「へぇ」

『へぇって、葦あし人と！　――へぇって!!』

　スピーカーの向こうで山やま咲ざき片かた理りが、興奮したように大声をあげた。

『だってオマエ、同級生だろ？』

「まあ……うん……。……っていうか、クラス一緒だ」

『こっちがビックリだよ！』

「……………………いや別に。……そんな不思議なことでもないだろ。そもそも殺人事件が起こらないっていうのは社会ルールであって物理法則じゃない」

『何だそれ？　っていうかオマエ、本当に関心ないの？』

「うん、全くない」

　うるさい上級生はわざとらしく息をついた。スピーカーの音がビリビリ割れる。

『じゃあ話題を変えよう。実は私にもついにモテ期が来たらし――』

　即、切った。

　――この女の言うことは、下世話でくだらなくなかったことがないから恐ろしい。

　俺おれはマンションへの帰り道を歩きながら、ケータイに表示された着信履歴を見る。

　片かた理りからかかってきた電話が、今日だけで二十件だ。

　十九回無視して二十回目に出て、結果アイツのした話が殺人事件とモテ期の話だった。

　おまけにまたケータイがブルブル震えだす。

　俺は慌あわてず騒がず、そのままそれをポケットに突っこんだ。人間関係は距離感が大事だ。

　代わりに高い高い青空を見上げる。

　今日は、梅つ雨ゆの合間の晴れの日だった。

　初夏のまぶしい太陽に照らされた街路を、強い風が吹き抜けていく。

　それに逆らって青々とした並木の下を歩きながら俺は――しかし気がつけば考えていた。

　――クラスメイトが起こしたという、殺人について。



　事件があったのは昨日の放課後、委員会活動をしている最中のことだったらしい。

　殺されたのは一年Ｇ組の石いさ灰かい貴たか子こという女子生徒。

　犯人は夜や須す礼らいありすだ。

　下校時間まぎわの薄暗い教室で、彼女は突然、被害者を刺し殺した。

　血まみれのナイフを手にしばらく微笑ほほえんでいた夜須礼ありすは、突然それを振りかざして他の委員たちを追い払い、凶器を持ったまま学校から逃亡している。

　そのまま夜須礼ありすはまだ捕まっておらず、さらに殺人の動機も分かっていない。そもそも殺した方も殺された方も、面識がほぼなかったらしい。

　ただ犯人の夜須礼ありすには、元から黒い噂うわさがいくつもあった。

　何でも事件の前後に消息不明になっている生徒が他にも数人いて、その全員が夜須礼ありすに関係する人物だったというのだ。

　――俺はそんなこと聞いたこともないが、まあ情報通の山やま咲ざき片かた理りがそうだと言うのなら、そうなんだろう。

　とにかく夜須礼ありすが、実はヤバい奴やつだったのは確からしい。

　いや。

『実は』などとわざわざ言うのは、クラスメイトの俺が普段の彼女に持っている感想は、だいぶ異なったものだったからだ。

　まず夜須礼ありすは、優等生で学級委員長だった。

　俺たちのＡ組はいわゆる進学クラスなのだが、夜須礼ありすはその中でもトップレベルの成績だった。

　要するに彼女は相当に頭がいい生徒で、それも『学校の勉強ができる』ってレベルでおさまる話ですらなかった。夜や須す礼らいありすは中学時代に科学部だったそうなのだが、その時の発表だかが評価されて、高校の入学式早々、どこかの薬学学会の奨励賞をもらっていた。

　で、そんな夜須礼ありすは高校では部活をやめて、委員会活動一本に専念していた。

　ちょうど今は、文化祭と並行してやる『芸術祭』実現のために、新しい委員会を独自に立ちあげたところだったはずだ。

　これは具体的には、十一月に三日間かけて行われる文化祭に芸術祭二日間を追加して、一週間を丸々『文化・芸術祭週間』にしてしまおうという計画だった。彼女はそれを実現するため委員会を作り、その委員長でもあったわけだ。

　だがもちろん、彼女がそこまでするのは、彼女なりの野心があってのことだった。

　ここ六ろく道どう辻つじ町は、長野県のド田舎いなかの何もない町だ。

　しかし水がきれいで特殊な高原植物を栽培できたので、明治時代に京きよう宮みや製せい薬やくの研究所と薬科大学が創つくられた。

　そして戦後、世界的薬品メーカーとなった京宮製薬は薬科大学をさらに発展させて、医学部と大学病院を造り、つけ足すように総合大学――そして俺おれが通う私立六道辻高校や付属中、付属小と、教育機関を充実させていったわけだ。

　まあそういう環境にあって、夜須礼ありすは名門である京きよう宮みや薬やつ科か大だい学がくに進学し、超一流企業である京宮製薬に就職することを目指していた。

　京宮製薬のお膝ひざ元もとであるこの町でそれを目指すのは、有利なことも多い反面、学生時代の内申書が全て就職試験に反映されるという、なかなかシビアな一面もある。

　だから夜須礼ありすは内申書に磨きをかけ、自分がトップエリートだと証明するため、委員長もやるし、自身の手による独自の行事開催も目もく論ろんでいたわけだ。

　だがなかなかどうして、人生ってのはちゃんとうまくいかないようにできている。

　夜須礼ありすはそんな大事な委員会活動の真っ最中に、同じ委員の一人だった石いさ灰かい貴たか子こを殺してしまったわけだ。こらえきれず本性を晒さらしてしまった。

　そうなるとこれまで必死に隠していた悪い噂うわさも、次々と出てくることになる。

　――そしていま考えると確かに、夜須礼ありすはよく分からないところのある奴やつだった。

　まず俺が思い出すのは、夜須礼ありすのピンと伸びた指先だった。

　俺たちのクラスで彼女ほど立ち振る舞いが完かん璧ぺきな奴はいなかったように思う。

　だがそれはいま思えば、実は『演技力』のようなものだ。

　だから彼女が本当はどんな人間だったのか、俺は全く知らない。

　完成度が高すぎて、クラスメイトに埋もれたまま全く印象を残さない優等生。

　それが俺にとっての夜須礼ありすだった。

「そんな奴が、人を殺した……」

　――いや殺せた、のか。

　もちろん俺は、殺人自体は不思議なことでも何でもないと思っていた。これは山やま咲ざき片かた理りにも言った通りだ。

　例えば戦争が政治の一局面であるように、殺人は人間関係の一つの結果でしかない。

　そして同時に人間は、時に酷ひどく簡単に死ぬものだ。

　例えば、俺おれがここで息をするのをたった数分やめただけで、俺は死ぬ。

　俺の人生が終わるという俺自身にとってはなかなか画期的な出来事が、わずか数分で、俺自身の手によって引きおこすことができる可能性があるわけだ。

　だが実際には、そうはならない。

　なぜなら息苦しさを耐えて窒ちつ息そく死するようなバカバカしい能力は、俺にはないからだ。

　そう。

　能力がないのだ。

　人を殺すというのも、これと同じことなのではないかと、俺は思う。

　つまり俺が夜や須す礼らいありすと違って、まだ人を殺していないのは、人を殺せる『能力』がないという、ただそれだけのことなのだ。

　しかしそれは、俺が正しい人間だからではない。

　ではこの決定的な差は何によるものなのか？

　――少なくとも体力の問題でないことは確かだった。

　刃物や鈍器を用意すれば、十六歳男子である俺が人を殺すことは多分、そんなに難しくない。

　でも俺はやらないだろう。

　なぜだ？

「いや、なぜ、できない……？」

　気がつくと必死で考えている。

　――そしていつの間にか、ついさっきまでいた大学病院の、脅迫じみた消毒液の匂においが鼻の奥に甦よみがえってきていた。

　もしかして俺が久く遠おん颯そう真まを殺せないのは、資質に欠けるからなのか？

　……もちろん、そんなことはあってはならないことだった。

　俺は一生かけて、アイツに償つぐなわなければならない。

　だがこれは、本当に償いなのか？

　間にあわなかった俺の、身勝手な自己弁護なのではないのか？

　あの最低限に狭くてベッドしかない――俺しか見舞いに行けないあの部屋から、久遠颯真はもう解放されるべきなんじゃないのか？

「馬ば鹿かみたいだな……」

　視線を落とす。

　全てが虚むなしい白昼夢でしかない。

　俺には友人である颯真を殺す度胸がなく、その事実を変えられる要因はない。

　俺は殺人者・夜須礼ありすにはなれないのだし、夜須礼ありすの世界が俺のそれと交わることもないだろう。

　――彼女はもういないのだ。

　そのことに俺おれはなぜか、奇妙な確信があった。

　だから俺は変わらない。

　一生、人を殺す能力を得ることなどできない。

　だから颯そう真まを殺すことはない。

　それで何も問題はないはずだった。

　道に沿ったコンクリート造りの水田用水路の先に、チョコレート色のマンションが見えてくる。

　俺の部屋があるこの十一階建ての建物は、晴れているクセに妙に澱よどんできた空の下で、シンとしていた。

　いや実際、無人なのだろう。今日は木曜平日で、学校なら昼休みが終わったばかりの時間だ。普通だったら家にいるヤツなんていない。

　俺はマンション敷地の門をくぐり、共同郵便受けのポストを開く。

　中には大学病院からの封筒が一枚入っていた。

　俺はそれをクシャクシャに丸めてポケットに突っこむと、自転車置き場の横を通りすぎ、反対側のズボンのポケットからオートロックのためのカード式キーを取りだした。

　そこでふと、考えこんで立ち止まる。

　――今の動作の間に、何か妙な違和感を感じた。

　俺は再び郵便受けのところまで引き返し、次に自転車置き場の前へ行く。

　その密集して置かれた自転車の裏側に何かがあった――誰だれか人が倒れている。

「まさか――」

　思わず言葉が口をついて出た。

　ソイツが着ているのは、俺たちの高校の女子制服だった。

　急いで自転車をのけ、グッタリとしたその女子を助け起こし顔を覗のぞきこんだところで、俺は軽く息を呑のんだ。

　夜や須す礼らいありすだったのだ。衰弱し、気を失っている。

「――」

　もちろんこの状況で俺が取るべき本来の行動は、警察と救急車を両方呼ぶことだったのだろう。

　しかし俺は。

　――俺たちが誰にも見つかっていないか、まず周囲を見回した。



    

  
    
      

　第一章　夜や須す礼らいありすという人間



　夜須礼ありすを抱えた俺おれは、誰だれにも出くわさないよう心で祈りながら、マンション三階の一番奥――俺の部屋に彼女を運びこんだ。

　玄関のフチに靴を引っかけて脱ぎ、意識のない彼女の靴も脱がせ、ダイニングキッチンを通って寝室に向かう。何とかその体をベッドに横たえる。

　シーツが彼女にまとわりついた土で汚れたが、まあ今は気にしない。

　倒れていた夜須礼ありすは、カバンなどの所持品を持っていなかった。それは運ぶ前に確認した。スカートのポケットにも薄い財布しか入っていない。

　――つまり彼女が持ったままだという凶器はない。おそらく邪魔になって、隠すなり捨てるなりしたのだろう。

　だからひとまず目を覚ましても、俺の身に危険はない。

　――そう一つ一つ確認しながらも、まだ何だか信じられない思いだった。

　結いあげて団子にした髪。

　適度にすいてある前髪と、太めに整えられた眉まゆ。

　その下で閉じられた、特徴的なツリ目。

　間違いなく夜須礼ありすだった。

　俺は――まるで宝物でも拾ったかのように、心が躍おどるのを抑えることができなかった。

　幸い彼女の呼吸は安定している。どこかにケガを負っている様子もない。

　意識を失って気絶しているのは、どうも心身の疲労と体温低下による貧血が原因のようだった。

　六月とはいえここ六ろく道どう辻つじ町は山から風が下りてくる土地なので、朝夕は肌寒い日もまだ多い。それを半はん袖そでの制服で野宿などすれば、こういうことにもなるだろう。

　俺は掛け布団をかけてやると、思いきってエアコンの暖房を入れた。

「あとは――」

　ひとまず俺は風ふ呂ろ場ばに行って、洗面器に熱湯を入れ、タオルを取って戻ってくる。顔のまわりだけでも拭ふいてやった方がいいだろう。

　一いつ旦たん掛け布団を腹のところまでめくって折り返すと、学校指定のネクタイをゆるめて外し、ベッドサイドに置いてやる。さらに制服のベストを脱がせ、首元まできっちり閉まったブラウスの胸元も開けた。

　熱湯に浸して強く絞ったタオルで、まず土つち埃ぼこりだらけの顔を拭いてやり、続いて耳の裏・首のまわりから胸元までを、やや強めにしっかりぬぐってやる。

　その最中、ふと俺は彼女のブラウスの胸ポケットに手帳が入っていることに気がついた。

　チェックし忘れていたが、もちろんただの手帳だった。引っぱりだしてみると驚いたことに、学校指定の学生手帳だ。

「こんなの使う奴やついたのか……」

　表紙をめくって、さらに驚く。

　そこには夏休みをまたいで秋に向けた芸術祭実現までのスケジュールが、ビッシリ隙すき間まなく書かれていた。そしてその合間合間に、『貴』という字が一週置きぐらいで書かれている。

「……何だ？」

　俺おれはしばらく考えてみたが――まあ分かるわけもない。

　とにかく彼女――夜や須す礼らいありすは、緻ち密みつに計画を立てたい性分らしい。それだけ理解して、手帳を彼女の胸ポケットに戻す。もとより曲面に乏しい胸に、手帳は難なく収まった。

　俺はそのことにちょっと苦笑し、掛け布団を戻してやる。

　そこで、シーツの上へ多量に落ちた土の汚れに気がついた。

　制服が元々濃い色なのであまり気づかなかったが、思ったよりも汚れていたらしい。

　俺は身を屈かがめると、シーツの上から床へと土を払う。

　しかし妙にザラつくその土はなかなか落ちず、そのくせ細かく砕けると、俺の手のひらにベッタリとひっついた。

　その汚れた手を見て、俺はこの赤黒いものの正体に気がついた。

　乾燥して乾いた大量の血だったのだ。おそらくは殺された石いさ灰かい貴たか子この返り血だろう。

　――もちろん別に俺だって、今さら血を見て大騒ぎをするほど神経が細いつもりはない。

　ただそれでも、これがもう死んだ人間の一部だったもの――つまりは死体の欠片かけらなのだと考えると、背筋がザワザワとしてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　そうして俺おれは一体どれぐらい、その状態で思考停止していたのか。

　ハッと気づいて視線を上げる。

　いつの間にかパッチリと目を見開き、俺を凝視する夜や須す礼らいありすの顔がそこにあった。

　その表情が一気に危険な色を帯び、俺を睨にらむようにしかめられる。

「待て、話を――」

　しかし夜須礼ありすは無言のまま、大きく開けられた胸元をかき抱き、それと入れ違いに布団の中から強烈な蹴けりが飛んでくる。

　ストッキングに包まれたしなやかな足の曲線――その足底で思いきり蹴飛ばされた俺は、背後にあった棚に背骨からぶつかった。

「――っづ！」

　その場で膝ひざをついた俺に、ベッドから飛び起きた夜須礼ありすは、駄目押しのもう一蹴りを食らわせる。

　まるで悪夢の中の出来事のように、全てが静かだった。

　彼女が蹴りつける音と、俺が呻うめく声以外、何の物音もしない。

　夜須礼ありすは俺にキッツイ蹴りを何度も何度も食らわせながら、しかし徹底して無言だった。

　やがて彼女は床に崩れ落ちた俺の背中を踏んづけ、右腕をねじり上げる。その一連の流れは容赦もなければためらいもなく、さらに言うならそつがなかった。おそらく武術か何かやっているのだろう。

　俺が全く抵抗できないでいるうちに、ベッドサイドに置いた彼女自身のネクタイで、思いきり両手首を縛しばりあげられてしまう。

「…………話……聞けって！」

　痛みに唸うなる俺の言葉に、夜須礼ありすは初めて息をつき――忌いま々いましそうな声で呟つぶやいた。

「今は何日の……何時？」

「６月23日だ。14時ぐらい……だろ？」

　俺が部屋の壁時計を確認すると、彼女もそれを振りかえり、そしてゾッとするような目で俺を見おろして言った。

「…………そう。ありがとう、クラスメイトの悠ゆう木き葦あし人とクン」

　――ひとまず俺が誰だれなのかは、認識してくれているわけだ。

　ちょっとだけ安あん堵どした次の瞬間しかし、夜須礼ありすはいきなり俺の腰に腕を回し、ズボンのベルトを外し始めた。

「な、おい……冗談だろ――！」

　何なんだよ！　――と思う間もなく、背中へ膝を叩たたきこまれた。

　咳せきこむばかりで体に力が入らないでいるうちに、夜須礼ありすは強奪したベルトで俺の足首をグルグル巻きにし、最後にバックルで思いきり締めあげる。

　そうして完全に身動きできなくなった俺おれを残して、彼女は部屋中の窓のカーテンを全て閉じ、玄関扉の鍵かぎを閉めた。

　さらに戻ってくる時に、玄関口に置いてあったガムテープを持ってくる。

　そのテープで、あっという間に俺の口を塞ふさいだ。

「待てっ、……！　…………！」

　すぐに何の声もあげられなくなる。

　じたばたともがくばかりの俺の様子を見届けた夜や須す礼らいありすは、そんな俺をほったらかしたまま部屋の奥へと姿を消した。



　しばらくすると、風ふ呂ろの方からシャワーの水音が聞こえはじめる。

　俺はちょっと脱力してしまった。

　そういうところは、普通に女子なわけだ。

　しかし。

　――危険は覚悟してたんだが。

　これはちょっと、酷ひどいことになった。

　ただ幸いなことに、実は手首を縛しばるネクタイの結び目に指の先が何とか届く。夜須礼ありすには気づかれないように、うまく手のひらで隠しきることができた。

　俺は結び目の輪っかがある部分を探りだし、それは崩さないようにしながら、今度はネクタイの端をたぐり寄せて――引っぱる。

　結び目は徐々に、スルスルとほどけていった。しかし。

　――？　あれ？

　完全に解けるはずだった結び目は、奇妙な形の固結びに変わってしまい、さらにきつく手首に食いこむ。

　――ちょっと待てよ！

　往生際悪くジタバタしてみる。しかしもはやどうにもならなかった。

　そしてシャワーの水音は早々に止やんだかと思うと、夜須礼ありすが戻ってくる。

　彼女は俺の買い置きのＴシャツを勝手におろして素肌の上に着ていた。下は下着のままというなかなかの格好だ。

　サイズの合わない俺のＴシャツは、彼女の湯上がりの汗でしっとりと肌に貼はりついていた。ブラはつけていないようで、体をひねるたびに彼女のスレンダーな体のライン――生まれたままの夜須礼ありすの姿が、現れては消える。

　普段は結っているところしか見たことのない髪も、今は解いていた。思ったよりも長い髪が、まだ湯に濡ぬれて輝いている。

　首にかけたタオルでその髪を拭ふきながら、彼女はまずは調理場キツチンへと向かった。

　ガチャガチャと容器の鳴るうるさい音がしばらく響く。

　床に転がされた俺の位置からは何が起こっているのかは見えないが――どうやら冷蔵庫を勝手に漁あさっているらしい。

　ミネラルウォーターだか牛乳だかをガブガブ飲み、今度はさらにキッチンをドタンバタンとひっくり返しはじめた。

　やがて一通り調理場を荒らし終えた彼女は、ようやくこっちへ戻ってくる。

　俺おれの横向きの視界の中を、意外と肉づきのいい太ふと股ももがやって来るのが見えた。

　――ただまあ当面の問題は、その手に持っている長く尖とがった牛ぎゆう刀とう庖ぼう丁ちようの方だ。

　夜や須す礼らいありすは俺の前で立ち止まると、調理場から持ってきたそのデカい庖丁を、俺の目の前の床に「バン!!」と突き立てた。

　……何しやがるんだコイツ。

　口を塞ふさがれた俺が夜須礼ありすを睨にらみあげると、彼女はしばらくジッと俺を見おろして、やがてようやく喋しやべりはじめた。

「……大声を出したりしないって約束できるかしら？　悠ゆう木き葦あし人とクン」

　その声はまだ調子が出ないというような、疲れて掠かすれたものだった。

　俺が素直に頷うなずくと、彼女は俺の口に貼はったガムテープを乱暴に剥はがす。

「……丁寧にやれって」

　床に転がったまま文句を言う俺に、夜須礼ありすは青白い顔のまま聞いた。

「食べ物はどこ？」

「は？　――いやお前、さっき調理場や冷蔵庫とか、さんざん漁ってただろ？」

「ブロッコリーやピーマンを生で囓かじるのは無理があるわ」

　なぜか夜須礼ありすは断定的に言う。

「……いや適当に茹ゆでて、マヨネーズでもつけて食えばいいだろ？」

「そういうのじゃなくて。すぐ食べられるもの…………缶詰でもパンでも、何でもいいから。そういったのは、どこにあるの？」

「これだけ野菜や肉の物価が安い田舎いなかに住んでるのに、何で缶詰なんか買うんだ？　パンも毎朝、すぐそこの旧市場で買った方が安くてうまいし。……ああ、米ならあるぞ？」

「炊飯器が見あたらないわ」

「釜かまでも鍋なべでも好きなの使えばいいし」

「……」

「あと調理場に、ボウルに入った鶏とりが一羽あっただろ？　あれなら出かける前に下準備をすませてあるから――」

「――そういうののことを言ってるんじゃないわよ！　分からないの!?」

　そう言われても、な……。

　料理が全くできないのか。それとも別の事情でもあるのか。

　とにかく夜須礼ありすは苛いら立だっていた。

　――ただまあ、小遣いやるから菓子パン買ってこいよ、というわけにもいかない。

　何しろ事件のことは町の大ニュースで、田舎の情報網はハンパない。

　店での買い物どころか、まともな食糧の確保すら、彼女にとってはかなり難しいだろう。

　そして実際――どうも事件のあった昨日から、何も食べていない様子に見える。

　で、空腹も限界というところまで来て、この状況だ。そりゃキレもする。

「……とりあえずお前の方に用事がないんだったら、時間なんていくらでもあるんだから、一回ぐらいごはんの釜かま炊だきにチャレンジしてみたらどうだ？　縛しばられたままの俺おれには、そういう風にしか言えないな」

「……時間がいくらでもあるって何？」

「え？　いやだって、俺はお前を匿かくまったことを誰だれにも知らせてないし――」

「…………匿う？　……どうしてあなたが、殺人犯の私を匿う必要があるの？」

　夜や須す礼らいありすは――しっとり濡ぬれて垂れた前髪の向こうから、危険な色を浮かべた目で俺を睨にらんでくる。なぜか彼女の中で、急に緊張が高まっていく。

　――しかしこの反応は相手の立場で考えてみれば、すぐに納得がいくことだった。

　要するに夜須礼ありす本人にとっては、自分の置かれている状況の方こそが、全くの謎なぞなのだ。そして彼女はその弱みを俺に気づかれないようにしながら、何とか情報を引き出したいらしい。

「……なぜ黙っているの？　質問に答えて。あなたがどうして私を匿う必要があるの？」

　声が鋭い。妙に切羽詰まった、断固とした口調だった。

　――だから俺は、逆に一歩踏みこむチャンスだと思った。

　こんな状況ではあるが、俺の目的をこの場で直接、話してみることにする。

　たぶんお互い、それが一番手っ取り早い。

「俺はお前にどうしても聞きたいことがあった。だから助けた」

「……聞きたいこと？」

「ああ。……人を殺すってどういうことなんだ？　なぜお前は人を殺した？　どうやったら殺せるようになる？　――俺はそれをお前に聞きたかった。だから助けた」

　夜須礼ありすはしばらくの間、無言だった。

「…………どうしてそんなことが知りたいの？」

「俺も、これから殺したい人間がいる」

　答えた俺に夜須礼ありすは、見おろしたまま悠然と微笑ほほえんだ。

「じゃあ教えてあげるわ。――こういうことよ」

　不吉で不穏な声とともに、彼女は素足で思いきり俺の横っ面を踏みつけた。

「何を――ちゃんと答えろよ――」

　しかし彼女はさらに足に力を入れ、容赦なく体重までかけてきた。そうしておいて、クスクス笑いはじめる。

「――やめろ！」

　しかし夜須礼ありすはその声を聞くと、本気で全体重を足の裏にかけた。その悪ふざけのような暴力にしかし、俺は両手両足を縛られたままでどうすることもできない。

　頭の骨が軋きしみ、もう意味のない声しか出なかった。口が動かせない。

　――まさか本気で踏みつぶす気か？

　だが、そうなのだ。こんな簡単に人間は死ぬ。こんなつまらない方法で。

　そしてそれこそが、俺おれのような平和ボケした凡人に欠けている感覚なのだ。

　やっとこのことに気がついた途端、俺の本能はどうしようもなく恐れ、後悔し始める。

　だが今さらこんな状態でもがいてみたところで、どうすることもできない。

　湿った柔らかな足裏の肉の実感が、体温の温かさが、俺の感覚の全てをどんどん埋めつくしていく。その重みだけでいともたやすく俺の全てを終わらせようとしている。

　――だが抵抗しようと一度は思った俺は、やっと理解した。

　つまりこれこそが人間を殺せる破は綻たんした人間――殺人者・夜や須す礼らいありすの解答なのだと。

　久く遠おん颯そう真まを殺したい俺が、死ねばいい。

　それで全ての問題は解決する。――これは確かに真理だった。

　鈍い痛みと嘔おう吐と感が重なって、変な水っぽい味のする唾だ液えきが口の中を埋めつくす。

　舌が勝手にせり出してきて、口の中を塞ふさいでしまう。息ができない。

　耳の鼓こ膜まくのすぐそばで、顎あご骨ぼねが『みしり』と鳴る音がした。

　砕ける――その瞬間を俺は全身で恐れ、そして、待ちわびた。

　しかし、俺の全てを柔らかく押しつぶそうとしていた温ぬるい体の重さが、ふっと消える。

　――？

　窒ちつ息そくしそうになっていた俺は、まずゼエゼエと肩で息をする。

　頭ず蓋がい骨こつ全体の痛みはなかなか消えず、脂あぶ汗らあせをかいた全身の感覚は、死への怯おびえで痺しびれたまま戻らない。

　しかしそんなことお構いなしに、俺は夜須礼ありすを見上げた。

　彼女は自分の体を両腕で抱え、俺を見おろしたままうっとりとした声で言う。

「その顔が見たいのよ」

　――何が…………？

　俺の問いかけるような視線に、夜須礼ありすは独り言のような優しい声で囁ささやいた。

「……全ての殺人は相手を完全支配したいという衝動に端を発し、『その方法が最適であるから』という頭脳判断によって実行される。あとはどれだけ本人が、冷静であったかの差でしかない」

　妖よう艶えんな姿で薄笑みを浮かべた夜須礼ありすは、気味悪い口調のまま続ける。

「でも愚おろかな人間がいる。――人を殺すのにコツがあって、それを知れば自分もできると考える愚かな人間がいる」

「それはお前にとって……『頭にくること』ってわけだ……」

　まだ一言一言、顎を動かすのが痛い。しかしちゃんと言葉にはなった。

　俺の問いかけに夜須礼ありすは、首を傾かしげるとゆっくりと微笑ほほえんだ。

「そんなことはないわ。だってどのみちあなたは、今日のうちに死ぬしかないもの」

「……どういう意味だ――結局、俺おれを殺すってことか？」

「ええ、当然でしょ。だってあなたを解放することは、私にとってリスクが高すぎるもの。つまり殺人者の判断というのは、そういうことよ。運がなかったわね、悠ゆう木き君」

　恐ろしい表情を浮かべ、さげすむように彼女は告げる。

　――だが俺は混乱していた。

　殺人者・夜や須す礼らいありすは何か、土台のつじつまがあっていない。

　そんな呆ぼう然ぜんとしている俺の気分を叩たたき壊こわすように突然、玄関のチャイムが鳴った。

　夜須礼ありすは鋭い目で玄関をふり向き、続いて俺に静かにしているよう、威圧的に見おろして睨にらむ。

　しかしそのあいだにも二度、三度と玄関チャイムが鳴らされた。

「……誰だれなの？」

　夜須礼ありすは床に刺さっている牛ぎゆう刀とう庖ぼう丁ちようを引き抜き、俺に突きつける。

　だが俺は首を横に振った。本当に誰も来る予定はないし、そもそも誰かをこの部屋に招いたことがない。

　一方、そうしている間にもついに、チャイムの偏へん執しゆう的な連打が始まった。――こっちもこっちでどうかしている。部屋に甲かん高だかい電子音が続けざまに鳴り響く。

　とにかく相手は帰る気なんてないらしい。

「このままだと、他の部屋の住人にこの部屋の異常がばれてしまうわ。――うまく追い返してくれる、悠ゆう木き葦あし人とクン？」

　俺は首筋の下に当てられた牛刀庖丁を見て、夜須礼ありすに目をやる。

「どうしろってんだ？」

「足だけ自由にしてあげるから、インターフォンに出て、うまくごまかして」

「…………へえ。殺されるのが分かっていて、俺がお前の言う通りにするとでも？」

「ええ。私はあなたをいますぐにだって殺してもいいけれど、あなたはそうではない。だから一歩でも死から逃れるため、何の解決策もないまま、私の命令に従う。そして最後まで何も思いつけないまま、結局殺されてしまう。――そうでしょう？　悠木葦人クン」

「…………そうだな」

　夜須礼ありすは俺の返答を鼻で笑って、足首を縛しばっていたベルトを外した。

　俺は自由になった足で、何とか起きあがろうとする。しかし散々ボコられたせいもあって、ふらついてひっくり返ってしまう。体のバランスを取って立つことができない。

　そのあいだにも玄関チャイムは、休むことなく鳴り続けていた。

　焦じれたように夜須礼ありすは、俺の手首を縛ったネクタイも乱暴に庖丁で切断した。

　俺は床に手をついて、ようやく立ちあがることができた。

　だがすぐに夜須礼ありすが、俺の顎あご下したに庖丁の切っ先を突きつけてくる。

「早く行って」

「……」

　彼女の揺らぐことのない視線から目を逸そらし、俺おれはよろけた足取りで玄関脇わきのインターフォンに向かった。

　その後ろから夜や須す礼らいありすが、庖ほう丁ちようを突きつけたままついてくる。

　俺はそれを横目で一いつ旦たん確認して――ようやくインターフォンを取った。

「……はい」

　返ってきたのは聞いたことのない、金切り声のおばさんの声だった。

「やっぱり居留守だったのね！　あのねぇ、学生さん！　このマンションにはケーブルテレビが入ってるんだから、ちゃんと契約してお金払ってもらわなきゃダメって、不動産屋さんから聞いたで――」

「うちテレビないんで、免除してもらってます」

　答えて即、切った。

　ため息をついて、背後の夜須礼ありすを振りかえる。

　牛ぎゆう刀とう庖ぼう丁ちようの切っ先を突きつけた彼女の強気な目が、俺と目があった途端、一瞬泳いだ。

　あまりのスピード解決に、ここから俺をどうするべきか決められないのだろう。もう一回手足縛しばられろってのも、間抜けな話だ。

　――それにしても、こう普通に立ってみると彼女は、教室での印象以上に小さかった。

　俺は男子でも背が高い方だが、それでも頭のテッペンを見おろせるって相当だ。

　こんなのに俺は、手も足も出ずボコボコにされてしまったわけだ。

「……なんだかな」

　俺は首を振ると、足を引きずりながら調理場キツチンの方へ向かった。

「待ちなさい。勝手な行動は慎んで」

　背後から夜須礼ありすが、苛いら立だった声で言う。しかし。

「メシ作るだけだ。――俺も腹減ったし」

　答えながら俺は……調理場の惨さん状じようを見て額ひたいを押さえた。

　きれいに積んでおいたはずの料理本や調理道具が、荒らされまくってグチャグチャになってしまっている。

「……どうしてこうなる？」

　ただ夜須礼ありすにも言った鶏とり肉にくの一羽丸々は、出かける前に塩もみして金属ボウルに入ったままの状態で無事残っている。

　それを確認して、とりあえず必要な片づけをしているうちに、夜須礼ありすの方は調理場キツチンと食堂室ダイニングを区切るカウンターの端にやって来た。そこを塞ふさぐように、壁にもたれかかる。――俺がおかしなことをしないよう、そうやって見張るつもりらしい。

　俺は無視して片づけを終えると、清潔な布ふ巾きんを棚から取りだす。

　鶏肉の方はまな板の上に載せ、表面に浮きあがっていた水分を丁寧に布巾で拭ふき、大おお鍋なべの中に静かに入れた。

　さらに散らかった小分け袋の中からコンブ、長ネギ、ショウガ、にんにく、椎しい茸たけ、干しエビを探して入れ、最後に鍋なべへ水をはる。

　この相当に重くなった鍋をコンロまで移動すると、火をつけた。

　食器棚からアク取り用のオタマを取りだし、これをコンロの脇わきに置く。

　次は大鍋が沸ふつ騰とうするまでの時間を使って、米の方の準備に取りかかった。

　下の戸棚から土鍋を取りだすと、米を入れてそのまま研ぐ。

　――そんな感じでテキパキ働く俺おれの様子に、夜や須す礼らいありすが小さく笑いながら言った。

「――これから殺されるって分かっていて、その相手に料理を作るってどんな気分？」

　これも俺は無視した。

　その反応が期待通りだったという風に、彼女は「クスっ」と大きめの笑い声をたてる。

「あの子――名前はなんていったっけ？　たまたま私に殺された、運のない子――」

「…………石いさ灰かい貴たか子こ」

「へぇ。そんな名前なの？　――彼女も血まみれで動かなくなるまで、ずっと私に媚こびた笑みを浮かべて、必死で命いの乞ちごいしていたわ。だからって私が彼女を助けるはずがないのに。絶望した人間の行動って、予想外で、面白くて、むしろ夢中になっちゃった」

　俺は米を研ぎながら、夜須礼ありすの言葉をしばらく考えて、ため息をついた。

　振りかえって彼女に聞く。

「……なあ。お前にとって世界ってのは、力と光に満ちているのか？」

「はぁ？」

「……俺は薄うす闇やみ以外、見えたことがない」

　夜須礼ありすは噴きだし、はじけるように笑った。

「ポエム？　そういうのはママにでも聞いてもらってよ」

「とっくに死んだよ。ずいぶん小さいころに」

　夜須礼ありすは急に黙りこむ。そんな彼女を俺は睨にらんだ。

「……なあ、お前はさ。愚おろかなことと賢明なことの選択があれば、間違えることなく賢い方を選ぶ奴やつなんだろうな。――でもだから、人の気持ちが分からない」

「…………ええそうよ。悠ゆう木き葦あし人とクン」

「俺が言ってるのは、そういう意味じゃない。――お前は何で石灰貴子が死んだのか？　本当は全然分かっていない」

　夜須礼ありすは息を呑のんだ。

　そしてこの一言が彼女に引き起こした反応は、まさに劇的だった。

　これまで見せたことのない激怒の表情を、一瞬で浮かべたのだ。そしてほぼ同時に床を蹴けっていた。

　しかし俺は素早く、視線を夜須礼ありすの手元に走らせた。

　右手には長い凶悪な庖ほう丁ちようがひらめくが――、そっちはハッタリだ。掴つかみかかるように開いている左手だけに注意を集中して、両手でガッチリとその手首を掴んだ。

　思った通り夜須礼ありすは、右手の庖丁を刺さる寸前で止めた。

　――なぜならコイツは、『衝動的な殺人者』を気取っているだけだからだ。

　人なんか殺せない。そんな能力はない。

　夜や須す礼らいありすの表情に驚きが走る。

「何で――」

　先ほどまで青白かった彼女の頬ほおに、わずかな赤みが差していた。それまで人形のようだった夜須礼ありすの顔が、ようやく何だか人間らしくなった。

「答えなさい！　あなたは誰だれ？　本当はどういう立場の人間なの!?　何を知っている!?」

「……別に俺おれは、お前の期待する誰でもないし、何も知らない」

「誰が信じる!!」

「そう言われてもな……」

　答えながらしかし俺は、この状況にどんどん興味がなくなっていく。

　コイツの質問に俺は答えられず、コイツは俺が得たかった答えを最初から持っていない。

　ただの時間の無駄だった。

　そして俺は鶏とりを入れた大おお鍋なべが、いつの間にか沸ふつ騰とうして泡を立てているのに気がついた。

　慌あわてて夜須礼ありすの手を離すと、すぐに火加減を調節し、アクを取る作業に入る。鶏のスープは濁にごると台なしになる。

「何なのよ、あなたは！」

　なかなか哲学的な問いだった。

　――がまあ、ふざけて混ぜかえしてもしかたがない。

　俺が彼女に言ったのは、もう少し建設的なことだった。

「頼むから騒がずに、メシができるまでおとなしくしててくれ……」

　アク取りを大体終えると、米を研ぐ作業の残りもさっさと終わらせてしまい、土鍋に水を足して蓋ふたをし、火にかける。

「……俺はお前に危害を加えない。今さら警察に通報する気もない。――つまりこのまま匿かくまってやるって言ってるわけだ。お前はいたいだけ、ここにいればいい。メシも作ってやってる。それでお互い、ＯＫってことにしないか？」

　夜須礼ありすはジッと俺を睨にらむ。

「……それがあなたに、どんな得があるの？」

「損しかねえよ、バカか？」

「真ま面じ目めに答えて」

　ため息をつく。

「……じゃあ匿ってやる代わりに、お前が振りまわしてるその庖ほう丁ちようを返せ」

　ハッとした表情を浮かべた夜須礼ありすは、そんな口車に乗るかという顔で俺を睨む。

　しかしいいかげんアタマにきた俺は、そんな彼女をこれ以上ないくらい凶悪な顔で睨み返してやった。

「あのな？　いいか？　お前は俺が、お気に入りの名品をそんな風に扱われてどれくらいキレているのか、ちょっと想像した方がいい。……あと鍋なべに足す青野菜を切るものがないんだ。返せよ。――もう使い道ないだろ？」

　俺おれの断言に、夜や須す礼らいありすは何か言い返そうとして、口を開けた。

　しかし閉じる。

　そして俺が手を伸ばすと――随分と躊ちゆう躇ちよはしたものの――結局、彼女は庖ほう丁ちようを俺に渡した。わざわざ柄の方を向けて。

「ありがとう。あとはそっちのテーブルに行って、おとなしく座ってろ」

　俺が命令すると夜須礼ありすは俺をジッと見たまま、食堂室ダイニングの方に後ずさる。

　その顔は険しくトゲのあるものだったが、――それ以上に不思議そうだった。

　彼女には分からないのだ。なぜ主導権イニシアチブが俺に移ってしまったのか。

　知能も格闘も彼女のほうが勝まさっていた。本人はそのつもりだった。

　なのにただ一点、彼女が実は俺より劣っていたものがある。

　それに彼女はまだ気づいていない。

　――つまり『観察力』だ。

　だがまあそこまで明かしてやる義理はない。

　結局、答えを出せなかった夜須礼ありすは、俺から目を背けて食堂室ダイニングに向かうと、腹いせのような乱暴さで壁際にあったコンポの電源スイッチを押した。

　スピーカーからは朝のセッティングのまま、ラジオの音声が流れ出てくる。ちょうどパーソナリティの話が終わったところで、音楽がかかったところだった。

　俺はようやく壁の取っ手にかかったエプロンを着ける。

　これでやっといつものスタイルだ。料理に集中できる。

　もう一度横目で夜須礼ありすを確認すると、彼女は険しい顔のまま、ダイニングチェアの上に三角座りをしていた。

　そうやって体を丸めるようにして、ブツブツ言いながら何かを必死で考えはじめていた。



    

  
    
      

　第二章　許せないこと



　鶏とりのスープは、栄養があって消化にもいい。

　体力を失っている今の夜や須す礼らいありすには、うってつけのはずだった。

　まずはそれを皿に取って食べ、炊いた米が一いつ旦たん冷めたところで、全部雑炊用としてスープに投入した。

　そんな食事の間、夜須礼ありすはずっと無言だった。ツリ目でジッと俺おれを睨にらみ続けていた。最後にようやく一言だけ、「結構おいしい」と感想だけちゃんと言った。

　だから俺としてはこれをきっかけに、彼女には打ち解けていただき、メシを食わせてやったことに非常な感謝の念を抱いていただいた上で、あとはもうおとなしくしていてほしかったのだが――。

　彼女の方はそうはいかないらしい。

　まず最初にきっちり線を引かれたのは「私はこの部屋にしばらく匿われてやるのだ」ということだった。

　そのことをクドクドと説明され、充分に念を押される。俺はその話にウンザリとした気分で最後までつきあい、もういいかげん面倒臭いので「匿かくまわせていただき、ありがとうございます」と深々礼をした。

　まあコイツは今のところ『困った奴やつ』だが、別に俺としては、縛しばりつけられたり刃物振りまわしたり――とにかく俺の行動を邪魔したりさえしなければ、基本どうでもいい存在だった。それぐらいには俺は、完成された個人主義者だった。

　で、次に問題になったのは、共同生活においてのもっと現実的な課題である。

　すなわち、夜須礼ありすのプライベート確保をどうするか――？

　これは大変難しい問題であり、同時に簡単・即決・強行の三拍子で決着した。

　つまり彼女は有無を言わさず、俺の寝室を占拠したのだ。

　一言「絶対のぞくな」と言い残してピシャリと閉められた扉の前で、俺は目を細める。

　……まあ女子に、「居い候そうろうなんだからソファで寝起きしろ」とか命令するわけにもいかないのだが。

　ただ、すぐにその扉が開いて、「私が泊まるんだから、ちゃんと掃除しなさい」とか言われると、俺もちょっとムカつくわけで。

「まあ、別にいいんだが……」

　俺は夜須礼ありすを運びこんだせいで汚れたシーツを取り替え、ベッド周りの床もきれいにしてやった。

　あと可能な限りスペースを空けてやるため、いくつかの個人的な荷物を居間リビングに運び出す。

「そういや歯ブラシとかどうする？」

　俺の質問に夜須礼ありすは答えず、再びピシャリと寝室の中に閉じこもった。

　しょうがないので俺は買い物に出かけて、勝手にいろいろ生活用品を買ってくる。

　で、帰ってくると夜や須す礼らいありすは閉じこもった寝室で、ベッドに潜りこんで眠っていた。

　――食っちゃ寝のいいご身分で。

　まあでも俺おれからすれば、やっと肩の荷が下りたってことでもある。

　こっちも居間リビングのソファに毛布一枚で、そのまますぐに眠りについた。

　正しい我慢と善行には良い結果がともなうもので、その晩はそれ以上のトラブルもなく、俺たちは別々の部屋で一夜を明かした。

　ただまあ、どこまで行っても彼女の占拠した部屋は、俺の部屋でしかないわけだ。

　朝、起床して顔を洗い、寝ぼけた頭で新しいシャツを出そうと寝室を開けたら――夜須礼ありすが着がえの真っ最中だったりするし。

　で。

　昨日のＴシャツに続いて、勝手にまた俺の服着るのかよ！　とか。

　結構、色白肌じゃね？　とか。

　先っぽは目が覚めるような桃色なんだなあ、とか。

　まあとにかくちょっと『ガツン！』と言ってやろうと思った時にはもうすでに俺の方がボコボコの半殺しの目にあっていた。

　上半身裸の夜須礼ありすに左右交互に頬ほおを殴られながら、もちろん俺はちゃんと「お前の発育不良の胸が、いかに男にとって無価値なモノであるか」を延々説明したのだ。

　なのに、俺が一言喋しやべるたびに制裁パンチが強くなっていくのだから容赦がない。



    

  
    
      



    

  
    
      　それがようやく終わると、今度は朝飯食いながらお説教だ。要約すると――

「あなたは私より劣る存在なのだから、逆らおうなんて思わないことね。殴り殺すわよ」

　――と、いうことらしい。

　何か彼女とは、昨日から本当に噛かみ合あわない。

　ただまあ体調が戻ったこともあってか、俺おれから主導権を奪おうと、彼女はよく喋しやべった。その表情も何だか昨日に比べ、随分と柔らかくなったように思う。

　そんなことを思いながら朝食を終えた俺がニヤニヤしていると、「気持ち悪いわ！」というセリフとともに『行ってきなさいパンチ』だ。

　ちなみに玄関で気づいたのだが、夜や須す礼らいありすは上げ底８cmセンチもあるシークレットブーツをはいていた。昨日、脱がした時は気づかなかったのだが――というか外から見れば本当にただのワークブーツで、ちょっとした手品道具だった。

　だから俺は夜須礼ありすのことを今後『夜須礼イリュージョン』と呼ぶことに決めた。

　ともあれ、いろいろ秘密が多くて大変な女だ。



　学校に登校し、いつもの教室のいつもの俺の席につくなり、机の上に突っ伏す。

　授業の始まる前からすでにゲッソリと疲れている俺に、ひんやりとした朝の机が気持ちいい。まさか学校がくつろぎの場になる日が来るとは、夢にも思っていなかった。

「――で結局、芸術祭の方は？」

　耳には、クラスメイトたちのざわめく声が聞こえてくる。

「――中止でしょ、人一人死んでるんだし」

　妙にウキウキとした別の声が答えた。

「――え～、私楽しみにしてたのに。最悪だ」

「――夜委須員礼長に任せたのが敗因だよねえ」

　……お前ら別に何にもやってないじゃん。

「――でもぉ」

　今度は別の方から、妙に甘ったるい特徴的な女子の声が響く。――これは聞き分けがついた。クラスメイトの山やま田だの声だ。

「――夜須礼さん、そういう様子はあったんでしょう？」

「――うん。近くにいたのに何で気づけなかったのかな……」

　もう一人の声は分からなかった。俺は机から顔をあげる。

『夜須礼ありすには事件を起こす兆候があった』という話をしているのは、申し訳なさそうな顔をした女子――高たか代しろ明めいだった。確か夜須礼ありすとよく話をしていた一人だ。

　その話題には、ちょっと興味がある。

　俺は席を立つと、山田たちが話しているところへ行った。

「その話、俺にも教えてくれよ」

　声をかけると山田の話の輪にいた三人のうちの一人、男子の吉よし川かわが大おお袈げ裟さにびっくりして俺おれを振りむく。

「気配を消していきなり現れるなよ」

「消してないし」

「悠ゆう木きくん、朝だね。ヤッホー」

　俺へ快活に挨あい拶さつしてくるのは、お嬢様然としたフワフワ髪の女子、山やま田だだ。

「ヤッホーは山に向かって言え。おはよう山田」

「乃絵琉は元気だよ？」

「そうらしいな山田」

　――などとからかうと、『名字で呼ぶの禁止!!』とか勝手な宣言をしている山やま田だ乃の絵え琉るは、「もーっ！」と怒ってポコポコ叩たたいてくる。

　女子のパンチが痛くないって素晴らしいな。

　そしてそんな俺と山田の様子を、男の吉よし川かわは面白くなさそうな目で見ている。

　コイツは山田狙ねらいで、だから彼女の無駄なおしゃべりに毎回つきあってるようなヤツだ。

　一方の山田はアホなので、そのことに全然気づいていない。で、吉川はフラストレーションを嫉しつ妬とに変えて、俺の方に持ってくるわけだ。ちょっと勘弁してほしい。

　まあ、それは置いといて。

　俺は話を聞く前に、また別の、ちょっと妙なことに気がついた。

　整然と並んだ教室の机の列にポッカリと穴ができている。山田の立っている位置の隣に、あるべき机が一つない。

「……あれ夜や須す礼らいの席は？」

　山田は「ああ、そうそう」と手を打って説明を始める。

「今日教室に来たら――っていうか高メ代ー明子が見つけたんだけどね。すごい落書きがしてあって。ロッカーも中身グチャグチャにされてたんだって。何かゴミとか入ってて。ロッカーは掃除して名札外したけど、落書きはベンジンとかないと落とせないし。先生に見つかったら怒られるから、とりあえず片づけたんだよー」

「へぇ……」

「クラスの有志で片づけたんだ」

　吉川が妙に偉そうな態度で話に乗っかってくる。

「勉強に集中する邪魔になるからな」

「そうだな」

　俺は頷うなずいた。

　クラスメイトの人殺しより、教科書をスケジュール通り消化することの方が大事――ってアピールして褒ほめられたことと思っているのだコイツは。大したＡ組進学クラスだ。

　でもまあそれも、俺にとってはどうでもいい話だった。元の目的の話題に仕切り直す。

「それで聞きたかったことなんだが、確か高たか代しろってさ――」

　言ってる途中で山田の隣のもう一人の女子、高たか代しろ明めいはビクッと身を震わせた。

　コイツはうるさい山やま田だと対照的に、とにかく声が小さくて気が弱い。

「高たか代しろって、夜や須す礼らいありすと仲良かったよな。それで――」

　しかし高代は、今度はバツが悪そうに両手を合わせて俯うつむいてしまった。しょうがないので俺おれは山田に聞く。

「――さっきから俺、何か変なこと言ってるか？」

「待ってよ、悠ゆう木きくん。メー子は仲良かったって言っても、ただのシャレ友だよ？」

「…………ああ、シャレ友ね」

　変な言葉があるもんだ。

「シャレの友達づきあいだったんだ？」

　俺が意地悪く聞くと、内気な高代は青い顔でちょっとためらって、小さく「うん」と頷うなずいた。

　山田は「ね！」と、うれしそうに俺へ向かって言う。

　――お前が言わせてるんだろ。

　ため息が出る。

　結局、俺が山田に対して絶対的に好感が持てないのは、こういう部分なのだ。

　ただそれは言っても仕方のないことだし、いま興味のあることでもない。

「で、高代。聞きたいんだけど。夜須礼ありすが今回の事件を起こすような兆候があったって言ってたけど、どんなことなんだ？」

「メー子、してやってよあの話！」

　はしゃぐ山田に『黙ってろ』と頭の中で思い、俺は高代の言葉を待つ。

　高代はようやく顔をあげて言った。

「えっと夜須礼さん、ね。……普段はおとなしいけれど、時々ちょっとヒステリックになるところがあって――」

　それは俺も昨日からの一件で心当たりアリアリだったが――まあ、とぼけて聞いてみる。

「なるほど。どんな？」

「私たち、前にテレビ番組のマネして……。ニセラブレターのドッキリやったんだ。夜須礼さん引っかかって、そのあとみんな冗談だって必死に言ったんだけど、夜須礼さん気がおかしくなったみたいに、掴つかみ合いの大げんかして、相手の子泣かして……」

　俺は「そうか……」と唸うなって、一いつ旦たん、天井を見上げた。

　そしてしばらくして、黙っている三人を見回す。

「……え、お終しまい？　それだけ!?」

「うん」

　…………いやいや。それって当たり前じゃないのか？

「ちなみにそれ、いつの話だ？」

「中学二年の時に。……私と夜須礼さんは付属中からの進学だから。二年の時にクラスが一緒で。三年で変わっちゃったけど、高校でまたクラス一緒になって――」

「いや要するに、二年も前の話ってことだろ？　逆にそれ以降は、この手のエピソードは全く聞いたことがないわけだ？」

「うん。そうだけど、でも――」

「いやそれは……。どちらかっていうと、我慢強くて穏おだやかな奴やつなんじゃないのか？」

　俺おれの言葉に三人ともポカンとして、しかし、言われてみればそうかもという顔になった。

　アホ女子の山やま田だがわざとらしく腕組みして、うーんと唸うなる。

「……でも寮では先輩に挨あい拶さつしないもんだから、孤立してたっていうし」

　又聞きじゃねえか。

「あと目つきが何か恐こわかったしな。笑っててもさ。いま思うとゾッとするよ。何なんだあのツリ目」

　――吉よし川かわ。俺は、お前がいま思いついただけの単なる感想なんか聞いてねえんだよ。

「そうそう、夜や須す礼らいさん。このクラスになった直後ぐらいに何か些さ細さいなことで大声出して怒鳴ったことあったじゃない？」

　さらにフワッとした話を持ちだしてきた山田に耐えきれなくなって、俺は聞き返した。

「些細ってどんな？」

「何だったっけ？　……あれ？」

「些細なことなんだから、憶おぼえてるわけないだろ」

　黙ってろよ吉川。

　俺にはそんな記憶はないし、おそらくそんな事実はない。

　事件を起こすまで夜須礼ありすは、ただの目立たない辛気くさい優等生だったはずだ。

　なのにそれをコイツらは、自分に分かる形へ事実を変更し、今回の事件を頭の中だけで消化しようとしている。

　――現に高たか代しろなどさっきから、急に飛び出した新事実について行けず、戸惑ってオロオロと他の二人を見ている。

　いや――。

　だがその高代にしても、友人の夜須礼ありすが『普段おとなしいが実はヒステリックで、衝動的な行動に出る性格』であった点については譲ゆずらないだろう。

　俺自身もすでに、夜須礼ありすが実はそうだったことを知っている。

　そこで……だが俺は腕を組んで考えこんでしまう。

　――それって何か、おかしくないか？

　どうして山田たちの間で自然発生しつつある夜須礼ありすのイメージと、昨日、いきなり夜須礼ありす本人が俺にバラした正体が、ここまで一致するんだ？

「いやそうじゃない……」

　俺は思わず口に出して呟つぶやいてしまった。

　唖あ然ぜんとする。そうではない。

　夜須礼ありすは俺を散々脅しつけて、そのまま去る予定だったのだ。

　そして俺おれはその時の殺人者・夜や須す礼らいありすの様子を、他人にペラペラ喋しやべるはずだった。

　そうすれば――山やま田だたちだけではない。

　学校全体ですでに成立しかかっているであろう『夜須礼ありすが衝動的に人を殺す凶悪殺人犯である』というイメージは、確定したものになっていたはずなのだ。

　だがそうはならなかった。

　だから彼女は俺の部屋から去ることができないのだ。そういう順だ。

　――だったらアイツの真の狙ねらいは何だ？

「…………面白い」

　考えに浸る俺は思わずそう口に出して、半笑いを浮かべてしまう。

「面白いって何がだよ悠ゆう木き？　お前不謹慎だぞ！」

　――俺が不謹慎だったら、お前が何か困るのか吉よし川かわ？

「さっきから聞いてると、悠木はもしかして夜須礼をかばうつもりなのか？」

　その口調は――色目使ってる山田の手前、何か露骨に高圧的だった。ムカつく。

　だがそれを言われて俺がひらめいたのは、全く別の簡単な実験だった。

　真正面から吉川の目を見て言う。

「ああ。俺はまだ簡単には、夜須礼が人を殺したなんて信じられないな」

「なに言ってんだオマエ……？　実際に事件の目撃者がいるんだぞ？　今さら！」

「それでもだよ、吉川。まあたった三ヵ月でも、一緒に過ごしたクラスメイトだからな」

　俺の言葉に気弱で流されやすい高たか代しろは、ビクッとする。

　さらにさっきはあれほど言いたい放題だった山田までもが、悲しげに表情を曇くもらせた。

「うん……。そうだよね。夜須礼さんにだって事情があったかもしれないのに。私たち、無責任な噂うわさに振りまわされて……。言いたいこと言って…………」

　いやだから、その無責任な噂の発信源はお前だ、山田。

　しかし山田までもが反省すると、今度はさっきまであれほど攻撃的だった吉川が、急に慎重な表情になって押し黙る。

　――全て思った通りの反応だった。たった一言で揺らいでしまう。

　そしてそのことが今の夜須礼ありすにとっては、マズいことなのだとしたら――。

「なんてな、冗談だよ！」

　俺は『パン！』と思いきりよく手を叩たたいた。

「やっぱ夜須礼は最悪だ！」

「はあ……!?」

　三人が同時に呆あきれ、今までも散々俺に突っかかってきていた吉川は、キッツイ顔で俺を睨にらんでくる。だが俺は無視して、教室の壁時計を確認した。

　朝のＨＲホームルームまであと十五分ある。他のクラスを回って、いろんなヤツに話を聞くための段取りをつけるぐらいは充分できそうだった。

　三人には何も言わず俺はその場をあとにし、教室の出口に向かう。

「ちょっと待てよ！　何なんだよお前!!」

　横合いから、俺の肩を掴もうとした吉よし川かわが、手を伸ばしてくる。

　しかし『観察力』には自信のある俺おれだ。見えていれば、どうってことはない。

　俺は吉川の指先を拳こぶしの裏で軽く跳ねあげると、半笑いのまま廊下に出ていった。



　その後、俺は『この事件のこと』そして『殺された石いさ灰かい貴たか子こ』のことについて、学校中を聞いて回った。今日一日の休み時間と昼休みを、全部突っこんだ。

　石灰貴子と同じくＧ組の委員だった三み宅やけという女子にも詳しい話を聞けたし、凶器を持った夜や須す礼らいありすの第一発見者である三人にも会えた。

　あとは友人だった高たか代しろにも、改めて一対一でちゃんと話を聞くことができた。

　――結果はどれも、俺の仮説を裏づけるものだった。

　引き続き放課後にも調査をしたかったのだが――これは最初の一人目から話を聞いた時点で終了せざるをえなかった。帰宅したり部活に行ったりして、目的の人間が捕まらなくなってしまったからだ。

　――まあ別に急ぐ必要はないか。

　俺は気を取り直して、今日はそれで活動を打ち切ることにした。

　帰ろうとカバンを取りに教室に戻ったら、高代が一人で残っていた。

　彼女は名札のない夜須礼ありすのロッカーに向かって、泣いて謝っていた。

「心配するな大丈夫だ」

　俺が声をかけると、高代はビックリした顔で振りむいた。

　そして急いで涙を拭ぬぐって、あれやこれやの言い訳を始めようとする。

　しかしそれは無意味だし――なんか高代に悪い。

　だから俺はあえて無視するような格好で、カバンだけ取ると教室をあとにする。

　校門を出て通学路を歩きながら、俺は今日の調査結果を思い返して腕を組む。

　まず調査をして知った、もっとも重要なこと。

　実は、夜須礼ありすが石灰貴子を刺した現場を目撃した人間なんて、一人もいない。

　本当の経けい緯いはこうなのだ。

　事件の日。夜須礼ありすは芸術祭実行委員の活動のため、他の委員三人と人ひと気けのない放課後本校舎の二階片隅で、書類作りをやっていた。

　そこへ、芸術祭実行委員の一人である石灰貴子がやって来た。

　貴子はいきなり『夜須礼ありすと二人だけで話がしたい』と言ったという。

　それに夜須礼ありすは応じた。

　彼女は休憩時間を宣言して、他の委員の三人に一いつ旦たん部屋から出ていってもらった。

　三人は不可解に思いながらしかし、しょうがないので二階から一階の自動販売機へ行き、それぞれ好きなパックジュースを買って戻ってきた。

　――ちなみにこのあいだ、三人とすれ違った人間はいない。

　そして二階の部屋に戻ってみると、石いさ灰かい貴たか子こは首から血を噴きだして死んでいた――。

　これだけが事件で起きたこと――今のところ確定している事実だ。

　だからこの状況を見て、誰だれもがまず考えるのは本来、石灰貴子の自殺だっただろう。

　いや実際、警察はまだ自殺と他殺の両面から捜査をしているはずだ。

　しかし目撃者である三人は、全くそうは思わなかった。

　なぜなら夜や須す礼らいありすは血まみれのナイフを手にしていて、それどころか凶器を振りかざして三人を部屋の出口から追い払い、逃げ出したからだ。

　当然、三人は夜須礼ありすが石灰貴子を殺したと、いろんな人間に話すことになる。

　直接の目撃者の証言は、テレビなんかのニュースよりも『正確な情報』として、六ろく道どう辻つじの学生の間で広まった。事実、俺おれですら片かた理りからかかってきた個人的な電話で、この事件を知ったような気になっていた。そんなもんだ。

　だが実際に夜須礼ありすに接触した俺の感触だと、彼女は人を殺したことがない。

　――ならばなぜ、こんなことになっているのか？

　だがそれも今日の調査で、大体の見当はついた。

「あのお人好よし……」

　呟つぶやいて足を速める。

　通学路は六道辻町で一番広い幹線道に合流していた。背景が田んぼしかないその道を、黒塗りの高級国産車が車列を作って通りすぎていく。

　学校の噂うわさではこの手の車は、実は政府の公用車らしい。ここはド田舎いなかだが国内最大手の薬品メーカー・京きよう宮みや製せい薬やくのお膝ひざ元もとでもあるので、政治家なんかがよく来るらしい。

　でまあ六道辻町は山に囲まれた盆地なので、『外』から出入りするような車は、町の北側にある自動車専用道路――中央自動車道へ直接繋つながる唯一の道路を使うことになる。そしてその専用道路の入り口がこの幹線道の終点にあるため、こういう風にやたら見かけることになるのだ。

　言ってみれば田舎の一極集中が産み出す、ちょっと不思議な日常風景の一つだった。

　――ただまあ、それはどうでもよくて。

　問題は車列が通りすぎて開けた視界の向こう――車道を挟んで向かい側の歩道の光景だった。思わず全身が総毛立つ。

　あの夜須礼ありすが大人の男二人にガッチリ両腕を抱えられて、どこかへ連れていかれようとしていたのだ。

　――っていうか捕まるの、早ッ！

「放はなせ！　放せって!!」

　何かジタバタ暴れているのだが、背の差がありすぎて足が地面についていない。

　おまけに夜須礼ありすは――何か奇妙な格好だった。ダブダブのパーカーにフードをかぶり、サイズが大きすぎてニッカポッカみたいになったズボンをはいている。

　……まあ要するに俺の服なのだが、それにしたって何ともふざけた姿だ。本人はこれで変装か何かのつもりなのかもしれないが――。

　――だとすると、部屋を出て捕まったのか!?

　そうなると、ありすを連れていこうとしている背広の男たちは、そもそも何者か？　ということになる。私服警官なのか？

　俺おれは幹線道を車がこないのを確認して、車道を横切ると反対側の歩道へ渡った。彼らのあとをついていく。

　しかし視界を遮さえぎるものが何もない、ただのダダッ広い田舎いなかの道だ。俺の不審な行動は、すぐに夜や須す礼らいありすにも、二人の男たちにも気づかれた。

　こちらを振りかえった男二人は、予想に反してどちらもかなり歳としのいったオッサンだった。そしてその胸には『青少年補導員』の大きなプレートバッジがついている。

　……いや補導って。

「ナニやってんだか――」

「誰だれだ君は？」

　補導員の片っぽが聞いてきた。

　ちょっと髪型が乱れていて、怒ったようなブスッとした顔だった。夜須礼ありすは相当抵抗したのだろう。

　そのことに何か『すまないなあ』と思いつつも、俺は答えないまま姿勢を屈かがめ、――突進した。

「どうしたんだ、キミ!?」

　もう一方のやや禿はげ気味のオッサンが大きな声で言う。――が俺は、仕事に誠実そうな大人二人を無視し、そのまま夜須礼ありすの足元目がけてタックルをかました。

「ふぁあ！　ちょっと！　何!!」

　面食らっている夜須礼ありすの太ふと股ももを両腕で抱えこみ、肩に担かつぎ上げる。

　わけが分からない夜須礼ありすは両手をジタバタさせる。が、それでよかった。補導員たちにガッチリ抱えられていた彼女の両腕が、持ち上げられたことでスルリと抜けた。

　そして――大丈夫だ。軽い。

　小柄な彼女を抱えたまま、俺は一目散にダッシュだ！

「……！　コラ！　待ちたまえ君!!」

　補導員のオッサンたちが、恐こわい声で後ろから追ってくる。

　だがもうその時点で、俺はかなり引き離していた。とにかく夜須礼ありすを担いだまま、幹線道路に沿って逃げる。

　背後から追ってくる補導員のオッサン二人は、俺をアホだのクズだの不良だの、散々声の限りに罵ば倒とうしてきた。まあ当然だろう。

　だがその怒鳴り声も徐々に途切れがちになり、やがて遠のいていく。

　若いって素晴らしい。

　声が完全に聞こえなくなったところで、俺は目についた路線バスの操車場に逃げこんだ。

　だだっ広い駐車場に何台も並んでいる無人のバスの隙すき間まに駆けこみ、やっとそこで立ち止まる。

　汗だくでハーハー息をつきながら、俺おれは周囲を見回し、さらにバスの陰から幹線道路の方をうかがった。

　もうすでに補導員たちは諦あきらめたのか、追ってくる気配はない。

「おろして……頭に血がのぼるうぅ……」

　背中で逆さ吊づりになっていたありすが、笛みたいなヒョロヒョロした声をあげた。

　俺は大きく息をつくと、彼女を地面におろした。

　自分の足で立った夜や須す礼らいありすは、しかし完全に目を回している。片方のバスの扉にぶつかり、さらに反対側のバスの車体で頭を打った。

　赤くなった額ひたいを押さえて、なのにカッコつけて彼女は言う。

「……あなたの助けなんて借りないわ。……余計なことしないで」

　だがその一言が、俺は本当に、頭にきた。

　手のひらで思いきりバスの車体を叩たたく。「バン!!」とものすごい音が狭いバスとバスの間に響き渡った。

「もっとちゃんとしろよオマエ！」

　ようやくシャキッとした顔になったありすは、同時に俺を睨にらんでくる。

「悠ゆう木き葦あし人とには関係ないわ……」

「当たり前だ！　けどもうお前たちだけの問題じゃなくなってんだ！　いま高たか代しろが教室でどんなことになってるか、オマエちゃんと分かってんのか!?」

「え、シロちゃん……？」

「そうだ！　それを――。なに下へ手たな変装で勝手に出歩いたうえに、補導とかされてんだよ!?　こんなくだらないことで全部台なしにするつもりか？」

「私は――！」

　猛然と言い返そうとしていたありすは、しかし急に視線を逸そらす。

「…………な、何がよ？　台なしって、何？」

　ごまかそうとする彼女を睨んで、俺は聞いた。

「何で部屋から出た？」

　ありすはしばらくは露骨に拗すねたように黙っていた。しかしようやく小さな声で言う。

「新聞を読む必要があったから……よ」

「――新聞？」

「そう……。図書館で新聞記事を調べていたの。あとネット……」

　俺は首を傾かしげる。

　確か六ろく道どう辻つじの図書館は、ネットを閲えつ覧らんできる端末はなかったはずだ。暇つぶしの学生が端末を占拠してしまうので、使用禁止になったのだ。だから――。

「……お前もしかして、図書館向かいのネットカフェに行ったのか？」

　それも多分、まだ授業中の時間帯にだ。

　ありすは上目づかいのまま、こくりと頷うなずいた。俺おれは呆あきれる。

「あそこは青少年補導員の巡回ルートだって、店の入り口にちゃんとポスター貼はってあっただろ？」

「そんなの普通、チェックしないわ！」

「目立つところにあっただろ！　普段行かないところなら行くなよ……」

　俺の文句にありすの頬ほおが、みるみる膨ふくれていく。

　そして無言のまま、俺に背を向けて一人ですたすたバスの間を行ってしまう。

「待てって！」

　俺の方がだいぶ歩幅が広いので、あっという間に追いついた。

　そしてありすの方も、俺を振り切ってまで逃げるようなことはしなかった。

「……頼むからこれ以上、その変な格好で町にオモシロ騒動を振りまくのはやめてくれ」

「オモシロ!?」

　振りかえったありすが、俺の向こうずねを蹴けっ飛とばす。

「痛いし！」

「この変装は、私が考えうる限りにおいて完かん璧ぺきよ！」

「お前それ本気で言ってないだろうな……」

　俺は改めて、ありすの変な格好を見る。

　上着のパーカーはもちろんだが、中のボーダーシャツもサイズが大きすぎて肩からずり落ちそうだし、ズボンもウエストをベルトを締めまくって何とかはいているような状態だ。

　靴すら俺のスニーカーを勝手にはいているのだが、足のサイズが決定的に合っていないので歩くたびにカッポカッポしている。

　さらに髪を詰めこんでこんもりしたフードを目ま深ぶかにかぶっていることも合わせて――。

「俺にはホームレスの小学生にしか見えないんだが……。ああ、そういう意味で完璧な変装か。確かに夜や須す礼らいありすとはバレにくいと思うが――」

　ムッとしたありすが合気道の構えを取った。俺もカンフーポーズで対抗する。

　戦っても多分、一瞬で負けるが。

「……訂正か謝罪を要求するわ。謝ってもらえる？」

「根拠がないからお断りだ！」

「葦あし人との方がセンス悪いわ！」

「お前のサジ加減で自信満々に言われてもな！」

　だが言い返しながら、俺はいいことを思いついた。

「……よし、そこまで自信があるなら、これから俺と六ろく道どう辻つじガレリアに買い物に行こう」

　あそこは京きよう宮みや製せい薬やくのグループ会社が経営するショッピングモールなのだが、ちょうど昨日、『京宮ドリームユニバース』という遊園地の着工記念セールをやったばかりで、今日あたりは客も少ないはずだ。

　しかしありすは首を傾かしげる。

「買い物……？」

「ああ。そうすればお互いどっちがまともなセンスの持ち主か分かるだろ？」

「そんなことのために!?　さっきまで、出歩くなって言っといて！」

　その通りだ。正直、人が少ないだろうとはいえ、ちょっと危険な賭かけになるかもしれない。だが勝手に一人で出歩かれるぐらいなら、俺おれがフォローできる時にこれから必要なものをそろえてしまった方がいいだろう。

「変装は完かん璧ぺきなんだろ？　じゃあビビる必要はないよな？」

「でも……」

「何だ？　言い訳が多いよお前……」

「誰だれがよ！　――ああもう！　お金がないって話よ!!」

「ああ……」

　それは考えてなかった。

　ありすは着の身着のままで逃亡しているので、たまたま財布に入っていた所持金数千円しか持っていない。

「私はこんなだし――借りても返せるあてがないし……」

　地面に視線を向けたまま、唇を尖とがらせて彼女はそう言う。

　……いや昨日あれだけ庖ほう丁ちよう振りまわしといて、今さら律りち儀ぎぶられても、な。

　ただそれを言ってもしょうがないので、ここは俺が折れる。

「じゃあ俺が出そう。何せ俺は金もうけの天才で、大金持ちだからな」

　これは虚勢ではなく本当のことだ。とりあえず手近な口座に二千万ほど入ってるし。

　――まあもっともこの『天才』のおかげで、俺は日々憂ゆう鬱うつな思いをしているわけだが。

　一方、ありすはフッと肩から力を抜いたかと思うと、すごく悪い顔になる。

「言うわね。そういうことなら、遠慮はしないわよ？」

　何でそうなる？

　……だが、まあいいだろう。

「受けて立とう」

　俺は覚悟を決めると、先導するようにバス操車場の門に向かって歩き出した。

　そのあとをありすがついてくる。



　俺たちが向かったショッピングモール『六ろく道どう辻つじガレリア』は、建物全体が何重にもカーブし、一階の中央吹き抜けには噴水と巨大な水路があるのが自慢の――いわゆる地方型複合商業施設だった。

　つまり、初夏の夕暮れに涼しげな水の流れを見ながら、気の利いたトップスなんかをブラブラ探そう――っていうのが俺のイメージだったわけだ。が。

　俺が夜や須す礼らいありすにまず真っ先に連れていかれたのは、最上階六階にある、情緒もへったくれもない電気量販店だった。

　そして――。

　うん。確かに金はあるのだ。

　出すとも言った。

　でもさすがに五十万円もするワークステーションとか一括で買われると俺おれもヒクわけで。

　……とりあえず優しい店員さんが配送無料だと言うので、そうしてもらった。

　だがもちろんそれで終わりではない。

　支払いが終わった途端、すぐにありすは俺の首根っこを引っ掴つかむ勢いで、今度は五階に連れていく。

　彼女の正体がばれないようにと、周囲を警戒する俺のことなどお構いなしだ。

「ちょっと落ちつけ！」

「時間がないわ！　転倒死する気でついてきて!!」

　そんな無む茶ちや苦く茶ちやな……。

　大体、閉店時間の20時まであと一時間はあるんだし――と言おうとして、俺は悪い予感にため息をついた。

　そして現実はその通りになる。

「こことここと――ここはあとでまた来るから」

　ありすは持っていた手帳にメモを取りながら、細長くウネウネしたショッピングモールを何回も往復する。それこそ、飲食店以外の全店舗を回る勢いだった。フロアを一階おりるごとに衣類から文房具まで、手荷物が倍々で増えていく。

　――俺、もしかしてコイツに試されてないか？

「いやいや……」

　土気色の顔で、俺は首を横に振る。

　やめよう。大おお見み得え切ったくせに男らしくない。ブザマだ。

　それにこれはこれで、いい気持ちの切りかえになっているようだった。

　コイツ、ガラにもなく大はしゃぎだし。

　この出費には意味があった……。

　そんな諦あきらめの境地とともにようやく地上一階に辿たどりついたころには、俺は両手に持てる限界の紙袋を持たされ、通路のかなりの空間を占拠しながら歩いていた。

　ありすも同じように手荷物いっぱいで、肩で風を切って先を行く。――が、彼女は急に一階出口近くのカラフルな小物屋の前で立ち止まった。

「葦あし人と、ネコガチャだわ？　ネコガチャよ？」

　ありすが言っているのは店の入り口にあるゼリービーンズの自動販売機の隣――そこに立ち並んだガチャガチャの一つのことだった。

　俺は黙って顔をしかめると、通路の端に移動する。

　ありすにもそうするように手振りした。

「何よ……」

　不機嫌顔のありすがやって来る前で、俺おれは今日何度目のことか――財布を取りだす。

　途端、ありすの顔がパッと輝いた。

　……現金すぎやしないか？

「で、いくらいるんだ……？」

「驚きの一回百円よ！」

　別に驚く要素はないが……。

「……じゃあ一回だけだからな。あの手のはキリがなくなるからな」

「上等よ！　私のヒキの良さがあれば速攻大撃破超爆死だわ！」

「お前はガチャガチャをどうしたいんだ……」

　ともあれ俺が百円硬貨を渡すと、荷物を置いたありすはガチャの前に走っていった。元気な女だ。

　彼女はしばらく百円玉を握りしめて「んんん～」と唸うなる。どうやら念をこめてるらしい。

　そして硬貨をセット。

「出いでよ、ミケ！」

　ガラガラガチャン、とハンドルを回し、出てきたプラスチックのカプセルをパカッと開けて戻ってくる。

　何か目が点になっていた。微妙な顔だ。



    

  
    
      



    

  
    
      「三毛猫、出なかったのか？」

「ペルシャ猫だった……。ガッツが足りなかったのかしら……」

「いや、ガッツとか言われてもな……」

　一方ありすは、ビニール袋に入ったちっさい猫フィギュアを、真剣に見ている。

「……でもこれもまた、かわいい」

　急にすっかり笑顔でご機嫌だ。

「生き埋めかわいいよ！」

　……どういうことですか？

　ただまあ俺おれはようやく初めて、コイツの素直に喜んでる顔を見た気がする。

　もう何だかいろいろ疲れ果てた思いで、はしゃぐありすの頭に手をポンと置いた。

「置くな！」

　急に怒りだす。が、無視だ。

「――いいから行くぞ。俺はしんどいんで喫茶店に寄ろうと思うんだが、いいか？」

　大量の荷物を持ち直しながら聞く俺に、ありすが不思議そうな顔をする。

「喫茶店？」

「帰り道に旧商店街通ってくだろ？　あそこの中に行きつけのカフェが一軒あるんだ。夕食前だが寄っていこう」

　すぐに賛成の表情を浮かべたありすは、しかし一いつ旦たんそれを引っこめて、『ふむー』と渋い表情で考えこんだ。

「……私はさっさと帰ってもいいのよ？　――でも葦あし人とも、男一人で喫茶店じゃ、寂しいし情けないし、無念で残念だわ」

「残念では、ない」

「まあつまり、行ってあげてもいいわよ？」

「ハイハイ、ありがとうございます」

「礼には及ばないわ。今回の買い物で使ったお金の借りを、返さないと」

　そう言って自分の荷物を持ったありすは、すたすた行ってしまう。

「はぁ!?」

　それでチャラにできる金額か！

　なのに、俺を笑いながら夜や須す礼らいありすは歩いていく。

「……まあ、いいんだが」

　コイツと関かかわって以来「まあいいこと」ばっかりな俺は、両手の荷物を担かつぎ直すと彼女のあとを追いかけた。



    

  
    
      

　第三章　今はまだ本当だった



　ショッピングモールを出ると、外はすっかり夜になっていた。

　大荷物を持った俺おれたちはそこから15分ほど歩いて、旧商店街に辿たどりつく。

　ここは本当に昔からの商店街で、夜７時を回ると飲食店以外は大体、シャッターを下ろしてしまう。そんな中でも結構遅くまで営業している『雪ゆき星ほ亭てい』という大福屋で追加の買い物をして、俺たちはさらに街路を奥へと向かった。

　やがて見えてきたのは、控えめにライトアップされたオレンジ瓦がわらの喫茶店――というか民家の一軒である。

「カフェって……ここなの？」

　ありすはビックリしたように言う。

　まあ確かに――看板こそ出ているが、見た目の印象は本当にただの民家と変わらない。

「個人経営でやってる小さなカフェってのは、こういうもんだ」

　困惑するありすを置いて、俺はさっさと店の扉をくぐった。

　狭い店内には十席しかない。ただ木の内装とクリーム色の漆しつ喰くい壁、電球照明の照らしだす光で、店全体がオレンジ色に輝いている。

「わあ……」

「こっちだ」

　幸い、他に客はいなかったので、俺たちは一番奥の四人がけの席についた。

　両手いっぱいの荷物を窓辺の棚に並べ、さらにありすの手荷物も受けとって置くと、雪星亭で買ったばかりの洋風大福をテーブルの上に取りだす。

「……それ、結局どうするつもりなの？」

　聞いてくるありすに、俺は包みを開けながら答えた。

「ここはうまいお茶だけを出してくれるところなんだ。お茶菓子とかは持ちこんでもいいことになってるから――」

　ツリ目のありすは「ふうん」と返事して、急に気のない口調になる。

「慣れてるのね、葦あし人と。よく来るんだここ――男なのに一人で」

　――それはいいだろ、今は。

　苦々しく思ってるところへこの店ただ一人の従業員――もうほとんど友人のような間柄の、顔見知りの老婦人の足音がやって来た。

　と思ったのだが。

「お帰りなさいませ、ダンナさま」

　声は若い全くの別人で、言ってることは意味不明だった。

「は？」

　俺は店員を振りむき――そのまま顔が引きつって固まる。

　アンティークなスーツベストとネクタイをつけた、胸のデカい女。

　髪は長く、輝くような笑顔。そして根拠のない自信にあふれた目――！

「大変だ！　すぐに出よう!!」

　そそくさと席から立ちあがった俺おれの肩をグッと掴つかんだ臨時店員は、無理やり再び強引に、俺を椅い子すに座らせた。

　その一瞬、相手の目の奥で一段明るく青っぽい光が反射する。

　この目こそが彼女――つまり山やま咲ざき片かた理りを日本人離れしたエキセントリックな印象にしていて――実際の本人はその印象をさらにブチ抜き通り越した性格をしていた。

「もう帰るのか、葦あし人とんちゅよ？」

「人を変な呼び方すんな！　しかも上から偉そうに！　てか何だお前、その格好!!」

「葦人は東京で大流行の執事喫茶すら知らないのか？　このいなかっぺ大将め」

「そこまでは流は行やってねえよ！　てか、俺の憩いこいの場に変な味つけすんな！　あと俺が言ってるのはそういう意味じゃなくて、何でお前が店員やってんだ！」

「お茶のばあちゃん、温泉旅行に行っちゃってさあ」

　彼女はビシッ！　っと親指で自分を指さす。

「――代打・山咲！」

　俺は頭がクラクラした。

「お、雪ゆき星ほ亭ていじゃないか」

　片理の方は俺が机に置いた包みを、勝手にペラペラと開けていく。



    

  
    
      



    

  
    
      「へぇ、新作のレアチーズ大福もう買えるんだ」

　感心したように言った彼女は俺おれとありすの大福――つまり二つともを、いきなり自分の大口に放ほうりこんだ。

「むぐむぐ……」

「はぅぁ！」

　もう俺は息を呑のみこむばかりで、突然の凶行に声も出ない。

　唖あ然ぜんとしている目の前で、しばらく口をモグモグしていた片かた理りはゴックンすると俺に向かって親指を立てウィンクした。

「これはヒットだぞ！　グッジョブ葦あし人と！」

「うるせえ！　どこの世界に客の食い物を食っちゃう店員がいるんだ！」

　テーブルをバンバン叩たたいて怒鳴ると、片理は俺を睨にらみ、まだ大福の白い粉がついた唇に人指し指を当てる。

「お客さま、店内ではお静かに願います――。それとも？　ツッコミにでもなられたおつもりですか？　ツッコミ気取りですか？」

「お前のせいだろ！」

「オイオイ何でも他人のせいにするなよ。それじゃあ、お前が進路希望調査の第一希望から第三希望まで全部に『ツッコミ』って書いて先生からツッコまれたって話はウソか!?」

「一から十まで、お前がいま考えたウソだよ！」

　そこで急に、ありすが割って入ってくる。

「……葦人。さっきから我慢して見てたけど、知り合いに会って挨あい拶さつもしないで、最初からそういう態度っていうのは、人としてなってないんじゃないかしら？」

「いいんだよ、コイツは！」

　てか、何を急に良識ぶったこと言いだしてんだ？

　しかしそんな俺の気も知らぬげに、ありすは突然、ポンと手を打った。

「ああそうか。もしかして葦人の彼女？」

「……ナニ恐ろしいこと言いだしてんの？　オマエ地獄に堕おちるよ？」

「だって随分と馴なれ馴なれしいし」

　対して片理はヘラヘラ笑う。

「こんな奴やつに彼女がいるとかチョーウケる」

「おい！」

「なるほどそうよね……」

「お前も待てよ！」

「私は単なる葦人の先輩だ。まあ葦人と仲がいいのなんて、世界広しと言えども私ぐらいのものだけどなっ！」

「仲良くないし！　迷惑メールと迷惑電話を何かあるたびに集中投下するのがお前の友情なのかよ！」

　だが俺おれの反論は思いきりスルーされた。

「君、名前は？」

　片かた理りがありすに聞く。そこで俺もようやくハッとする。

　マズいことに片理の関心が、ありすの方に行ってしまった。

「わ、私は――」

　言いにくそうにしていたありすは、急に咳せき払ばらいしてドスの利いた声で答えた。

「お、俺は有ある数か……だぜ！」

「いや『だぜ』って……」

　確かに今の格好は、俺の服だから男に見えないことはないが。

　……いやでもマズイだろ。さっきまで女言葉で話してたし。

「有ある数か君かあ、へー」

　片理には通用した！

「また変わった名前だね。で、名字は？　名字ない部族の出身？」

「お前はいま一体、何大陸にいる設定なんだ!?」

「ちなみに私は六ろく道どう辻つじ高校の二年、山やま咲ざき片かた理りだ。よろしくな、未来の後輩クン！」

「あ、うん。…………うにゅ？」

　どうやら自分は中学生以下――という前提で話が進んでいることに気づいたありすが、口を挟もうとするが片理は挟ませない。

「さらに言えば私は六道辻高校でもっとも崇拝されている存在――つまり生徒会長だ。英語で言うとスチューデント・イズ・グッド・コンディションだな！」

　もう何もかもが間違っていた。

「頼むから黙っててくれ……」

「その口の利き方は何だぜ、葦あし人と。お前より先輩だぜ？」

「うるせえよ、バカ。っていうかいま聞いた通り、コイツが例の没落生徒会長だぞ？」

　途端にありすが、言われてみればという風に『あ～』と口を開け、入れかわりに片理がショボンとする。

　実はうちの高校では、生徒会に何の権限もない。

　学校行事の運営は全て、各種の実行委員会や部活によって行われている。学級委員すら生徒会の所属ではなく、『校内管理委員会』という別委員会によって管理されていた。

　――というのもかつて、内申書の箔はくつけ目的で学生主導の委員会が乱立された時期があったらしいのだ。その結果、生徒会は権限と職務を全部乗っ取られてしまった。

　だから片理の実績というのは、慣例として残っていた生徒会選挙に一人だけいきなり立候補して、そのまま当選してしまったというだけのものでしかない。

　生徒会に他の役員はおらず、特に仕事もしておらず、だからコイツも店員ごっこをして遊んでられるってわけだ。

「……でも大丈夫」

　片かた理りは深く俯うつむいたまま、自分に言い聞かせるように言った。

「ダメな奴やつは私だけじゃない」

「ダメな奴はみんなそう言うんだ！」

「だが葦あし人とも心の中では、『いや……。本当にダメなのは俺おれの方だ……』と思ってるに違いない……」

「思ってねえよ！　いいからさっさと、茶を持ってこい！」

「え、もう注文決まったのか？　――ご注文がお決まりですか？」

「今さら言い直しても遅いんだよ！」

「ん？　実は決まってないな？　客だからって偉そうぶりやがって！」

「いいからアールグレイ持ってこいよ！　……はぁ」

　グンニャリとして俺はため息をついた。茶菓子もないのにアールグレイ……。

「……さっさとしてくれ」

「ハイハイ分かったよっ。――有ある数か君、私にはこんな内弁慶な奴だけど、嫌いにならないであげてくれッ！」

「お前は『外』だっ！」

　俺の当然の反論に、片理はやれやれと肩をすくめ、ようやくカウンターの裏へ戻っていった。そのまま割と手際よく、背の高い鉄ヤカンを準備して湯を沸かしはじめる。

　俺はようやく仕事した店員にホッとして、ありすに目をやる。

　と、こっちはこっちで何か怒っている。

「……どうした？」

「やっぱり葦人は、人としてなってないわ」

「オマエ何にも分かってないよ……」

　ありすは頬ほおを膨ふくらませてそっぽを向く。

　俺はため息をついた。

「そもそも人間がなってないとか、殺人犯のお前に言われたくねえし……」

　しょうがないので再び店の奥に目をやる。ちょうど片理が温熱器から、白くてコロコロした球形のポットを取りだし、その中に茶葉を入れたところだった。

　湯が沸いたヤカンをコンロから取ると、高めの位置に構えて白ポットに湯を注ぐ。

　そして、こちらも温熱器で温めておいたティーカップをポットとともにトレイに載せ、俺たちのテーブルまで持ってきた。

　席の隣で声に出して秒数を数えて、蒸らし終えたのを確認すると、白いポットを高く持ち、上下に大きく振りながら、カップに紅茶を注いでいく。妙に慣れた手つきでパフォーマンスまで披露しながら、周囲には一滴もこぼさない。

　――変なところで器用なんだよなコイツ。

　忌いま々いましい気分のまま、俺は差しだされたカップを口に運んだ。

　片理はポットをテーブルに置くと、ありすの横にドカリと座り、肩に手を回す。

「そいでさ？」

「そいでさじゃねえ、店員！　何してんだ!!」

「うるさいな葦あし人と。執事喫茶ってこういうモンなんだよ。お客とのコミュニケーションもサービス料のうちだ！」

「そんなモン払わねえし、何か――お前のは絶対違う！」

　もし本当ならウザすぎる。

　だが片かた理りは、邪魔するなという目で俺おれを睨にらんだ。

「あんまりグダグダぬかしてると、お前の『あの話』を有ある数か君にバラすぞ？」

「俺はお前に握られてる弱みなんてねえよ！」

　しかし聞いてない。

　片理は俺とのやり合いとかそっちのけで、ありすをペタペタ触っていた。

「ちょ、くすぐったいんだぜ。何なんだぜ……先輩」

「……あれ？」

　片理が不思議そうな顔をする。

　気づかれた!?　ヤバイ、どうする！　――と俺が思った次の瞬間、あろうことか片理はありすのズボンに、ズボッと手を突っこんだ。

「どういうことだよ！」

　ありすはあまりのことに、顔が真っ赤なまま声も出ない。

「有数君……この感触、ブリーフ派？」

「……ちょっと待て、お前！　どこ触ってんだ！」

「うーん……。そういうことじゃないよ、ね。これは」

　所在なさげに宙へ視線をさまよわせていたありすが、急に「ひゃぁぁぁ…」と情けない悲鳴を上げる。

「ああ、しっけいしっけい。指先がツボに当たっちゃった」

　片理は腕をズボンからひっこ抜くと、立ちあがろうと中腰のまま唖あ然ぜんとしている俺に、満面の笑みでパンチをぶちかました。

「オマエめ！」

「痛いてえよ!!」

「小学生の女の子に男の服着せて町の中を連れ回すなんて、随分いい趣味してるじゃないか!!　ああ、これ葦人の服か！　ますます変態クサー！」

「そんなんじゃねえよ！」

　でも片理がバカでよかった！

「それにしても感動だな。ちゃんとちっさいけどもう胸あるじゃん！　しかも肌とかつるっつるでふにふにだ！」

「だからさわんなって！　片理!!」

「やめ……ちょ……あ」

「なあ葦あし人と、この子脱がしてみていい？　どんな子か見てみたいし」

「ダメに決まってんだろ、普通に！」

　だが片かた理りは聞いてない。ズボンとシャツの間をガバッと開くと、どんどんありすの胸と股またに片理の指が潜りこんでいく。

「センパイそんなとこ……つままないで…………」

「まあまあ」

「まあまあじゃねえ！　いい加減にしろ!!」



　エラい目にあった……。

　結局、俺おれたちは大急ぎで茶を一杯飲んだだけで、早々に店から退散した。

　エントランスを出て一いつ旦たん荷物を置いたありすが、ほとんど脱げかけたシャツの裾すそをズボンに入れながら、半ベソをかいて言う。

「何なんなのよ、あの人！」

「何なんだろうな…………」

　多分その問いは、人間じゃなくてウルトラマンとかに聞いた方が早いと思う。

「……でもお前って、腹まわりは割ときれいなんだな」

「ハア!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげてツリ目で睨にらむありすに、俺は説明する。

「こうキュッとしてて、適度に筋肉もあるし――。服剥むかれてペッコンポッコンしてるの見てて、俺はちょっとグッと来た」

　軽く手のひらを振って状況を再現しながら、考えこむ。

　今日買い物してみて思ったのだが、コイツは元から体が小さいので、どうも似合う服がない。衣装映えしない。

　しかしこれからの夏に向けて、丈が短かめの服装にチャレンジしていくのが、ファッション的な突破口になるんじゃないだろうか？

「――あれ？」

　気がつくと黙りこんでいるありすへ目をやる。彼女は顔全体を真っ赤に――それこそ耳の端どころか頭の毛の先まで赤いんじゃないかという様子で立ち尽くしていた。

　固まった姿勢のままカクンと俯うつむいたありすは、困った顔のまま言う。

「あ……ありがとう…………」

　――いや、何が？

「でもあんなに喋しやべる葦人だって、初めて見たわ」

　上気した頬ほおのまま、今度はクスクス笑い始める。

　だがそのしぐさに何だか俺は――本当に何だかやっと、ずれっぱなしだった記憶を掘り返されたような気分を味わっていた。

　そうだ。確かにこんな女子が、クラスにいた。

　夜や須す礼らいありすは――教室で何となく俺おれの目の前を通りすぎていた時のままの存在として、夜の町に立っていた。

　そう再認識してみると何だか、どう反応したらいいのか分からなくなって、俺はぶっきらぼうに言ってしまう。

「――もう行くぞ」

　両手に荷物を抱え、先に歩き始めた俺の後ろから、「待ちなさいよ」と自分の分を持ったありすがついてくる。

「――でも何だかんだ言っても、やっぱりすごいわね。片かた理りさんって」

「俺はあんなのに『すごい』って言葉を使いたくないんだが……」

「だから！　気を使われてる方が偉そうぶってるのって、見ててみっともないわよ？」

　背後からのありすの声に、俺はムスッとして答える。

「アイツに気づかわれる理由なんてないと思うが」

「葦あし人との…………人殺しとかに真剣な興味があるのって、もう普通じゃないよ」

　――なんか、地雷踏まれた。

「でも片理さんは葦人が破は綻たんしかかってるの気づいてて、だから――」

「あの、ごめん。やめてもらうわけにいかないか、その話」

　何だかどうしようもなくて俺は、そんな言い方をしてしまった。

　弱って、フォローしようと言葉を探しまくって、しかしうまく言えない。

「……頼む。俺、無理なんだ」

　片理に甘えてるのなんて、自分でも分かってる。知っている。

　しかしだからって俺には、どうしようもない。

　――そしてありすは、俺が頼んだ通り黙ってくれた。

　そのことに俺は、情けない話だがホッとしてしまう。

　二人とも喋しやべらないでいると、古い商店街の夜はとんでもなくシンとしていた。

　そして少し離れた向こうの通りからだけ、騒々しい音楽が聞こえてくる。

　この旧商店街に一軒、居酒屋から鞍くら替がえしただけのクラブがある。

　元々防音がない上に今日は少し蒸し暑いので、誰だれかが勝手に窓を開けたのだろう。

　騒がしいだけの下らない音の連続が、場違いにここまで響いてくる。

　――俺の存在もそういうものでしかない。

　こんな風に何も気づいていないふりをして、自分勝手を振りまくのだ。

　そんなことを考えながら歩いていて、ふと気がつくと、背後の足音がトタントタンとリズムを取っていた。

　何だ？　と思って振りむくと、ありすが足だけで踊っている。

　たった、たった、たーたた、ったった。

　両手にいっぱいの紙袋を持ったまま、その場でクルリと二回転。

「……タップダンス？　――じゃないし」

「Ｃｒｉｐ　Ｗａｌｋってヤツよ。付属中で流は行やって、みんなで練習したの」

　ありすは照れたように言ったが、ノリでやってたみたいなことを言う割には、随分と様になっている。

　俺おれはため息をついた。……まったく才能に不自由しない奴やつだ。

　それに気づいた風もなく、ありすは足元のステップを確認しながら言った。

「葦あし人と、先に帰ってて。ちょっと体、動かしてく。運動不足気味だし」

「今日は結構、動いたけどなあ……」

「葦人は学校に行ったから、そう思うだけよ」

　いやよく考えたら、お前を抱えてダッシュしたのが間違いなく一番大変だったんだが。

「……まあ、待っててやるよ。うちのマンションのオートロックって、認証がややこしいから。お前だけあとから来られても、いろいろ面倒臭い」

「分かった」

　素っ気なくそう答えたクセに、ありすは『よかった』という表情をチラリと見せる。

　――分かんない奴だ。

　そしてありすは、自分の周りに手荷物を一つ一つ置いていき、全てを円形に配置した。それをステージに見立てて、ステップを踏む。

　正直、俺には何をやってるのかさっぱりな世界だった。

　ただ他人の踊りとか見ているのは、結構好きかもしれない。

　俺自身もすでに閉まった米屋らしい店の軒下に荷物を置くと、シャッターにもたれかかって街灯の下のありすを眺める。

「――ねえ葦人、これだけは憶おぼえておいて」

　クルクルッと回っていたありすが、急に俺へ向かって言った。

「何だよいきなり……」

「この世界には『レール』がある。それって分かる？」

「電車のレールのことか？　……まあ、ちゃんと学校通ってる奴は、大体みんなそう思ってるんじゃないか？」

「そう？　じゃあ次に。この前提で行くと、人間は二種類に分かれるって理解できる？」

「二種類？」

「レールに乗って走ってる人間と、走っていない人間」

「ああそういうことか。……それで？」

「レールを走っていない人間は、さらに二つに分かれる。勢いあまってレールを飛び出してしまった人間と、単に走るのをやめた人間。――この二つは社会的には一見同じに見える――いや、間抜けなことに本人たちすら、自分たちが同じだと思ってる時がある。けれども実は全く違う」

「違う？」

　世界に受け入れられない人間に、差などあるのか？

　――俺おれにはそう思えてしまう。

　しかしありすの考えは違った。

「レールを飛び出した人間にはまだチャンスがある。それに結果がどうなろうと、それは本人の意志、本人の自由だもの。せいぜい這はいつくばってあがけばいい。でも――」

　夜や須す礼らいありすは踊りながら初夏の星空を見上げ、誰だれかを悼いたむように息をつく。

「――レールに乗ったままただ走るのをやめてしまった人間は、そうじゃない。そういう人間は死ぬべきだし、死ぬしかないし、結局やっぱり死んでしまうのよ」

「それは――」

　――死んだ石いさ灰かい貴たか子このことなのか？

　そう聞き返しそうになって、しかし俺はやめた。

　ありすは絶対答えない。

　なぜならそれは『夜須礼ありすが殺人犯でなければならない理由』の中心だから。

　しかし俺の中では、もう疑う余地はなくなっていた。

　――石灰貴子は自殺したのだ。

　俺がそう確信している理由は単純だ。今日の調査で分かったのだが、実はありすの殺人者アピールには一つ、明確な嘘うそが混じっている。ありすは昨日、石灰貴子のことを「知らない女子」と言ったが、実際はそうではないのだ。

　二人は去年の時点、つまり附属中学時代にすでに会っている。

　そもそも石灰貴子は一年前の今ぐらいの時期――つまり中学三年の六月ごろという割と変な時期に、六ろく道どう辻つじの付属中に転校してきた。そして高たか代しろと同じクラスになった。

　あの気の弱い高代が言うには、中学時代の石灰貴子は落ちついた性格でありながら、華があり、賢く、あっという間にクラスのリーダーになったのだという。

　まあ確かにそういう傑物が、ごくまれにいるものだ。

　そしてそんな貴子のところへ、別クラスだったありすが何度か訪ねてきたことがあったそうなのだ。ちなみにこれが、貴子の転校から三ヵ月後――去年九月のことらしい。

　しかしありすの教室訪問は本当に訪ねてきただけで、それもたった数度で終わった。

　だからこのことを憶おぼえている人間はほぼいない。この話をしてくれた高代本人でさえ、俺が石灰貴子の話をしつこく振り、また中学二年の時に同じクラスだったありすの『偽ラブレター事件』というトラウマがなければ、忘れたままだったかもしれない。いやそもそもが、記憶するような出来事じゃない。

　とにかくこうして、ありすと石灰貴子はあっという間に疎そ遠えんになった。

　しかし二人の交友関係は、実は密ひそかに続いていたのではないかと俺は考えている。

　その理由は盗み見したありすの手帳にあった『貴』の文字だ。

　――あれがもし石灰貴子のことだとすれば、二人は週に一回の頻度で、実は隠れて会っていた可能性がある。

　いや、このこと自体にはまだ俺は確証を持てない。しかしとにかく重要なのはさっきも言った通り、ありすのアピールには嘘うそが混じっているということだ。コイツが石いさ灰かい貴たか子このことを知らないっていうのは絶対にない。あれは演技だ。

　そしてありすが同時にアピールしようとしたのは、『自分が衝動的に人を殺す人間である』というものだった。だがこれは嘘だ。

　だったらありすは衝動的ではないか、人殺しではないことになる。

　そしておそらくは、その両方だろう。

　――ありすは『石灰貴子の自殺』を『何らかの冷静な企たくらみ』に利用しようとしている。

　俺おれがこの結論に至った理由は、実は全く別のある疑問がきっかけだった。

　つまり殺人犯・夜や須す礼らいありすはなぜ、六ろく道どう辻つじから逃げないのか？　ということだ。

　事件の日から数えて、何だかんだでもう三日目の夜だ。

　本当に人を殺してしまい、警察に捕まりたくないと思っている人間なら、この狭い六道辻町に潜伏しようとは思わないはずだ。あまりにも無謀すぎる。そしてメリットは何一つない。

　だから『確認したかった』というのが、俺が今日、ありすを買い物に誘った本当の理由だった。

　金を自由に使っていいと言い、彼女が何を買うのか俺はずっと見ていた。

　だがありすには、この町から脱出する準備をする気が一切ない。

　この六道辻町に潜伏したまま、生活し、情報を集めるのに必要なものだけを買った。

　おそらく彼女はこの町で――自分が殺人犯を気取ることで起きる何かを、待ち構えようとしている。

　そして俺は、この一連の企みが全て、友人だった石灰貴子のための行動なのではないかと考えている。

　なぜなら今の状況は、全て石灰貴子の死が起点となっているからだ。

　ありすの行動は実際のところ、最初に起きたこの出来事に振りまわされながら、何とかアドリブで自分の思う方向へねじ曲げようと格闘しているにすぎない。とにかく準備がなさすぎる。

　街灯の下で回るありすを見て、俺は目を細めた。

　コイツは最後に自分のところへ来て、話をしたあと、目の前でこの世を去った友人のために、何かを実現しようとしているのだ。

　自分が犯人になって、人生の全てと引き換えにしてでも。

　――もしそうだとするなら。

　俺が彼女を匿かくまった理由、最初に考えていた目的は、どうやら果たせそうにもない。

　何もかもが、とんだ茶番だ。

　――だが俺は、全力をかけて夜須礼ありすを守らなければならない。

　なぜならコイツは、俺が颯そう真まにしてやれなかったことを、やろうとしているのだから。



    

  
    
      　結論から言えば、『夜や須す礼らいありすが自殺した友人・石いさ灰かい貴たか子このために殺人者を騙かたっている』というこの時の俺おれの推理は、完全に当たっていたことになる。

　しかし俺はまだ、何も分かっていなかった。

　この事件のことも。

　その裏に隠された身も凍るような悪意も。

　そして――夜須礼ありすが本当はどんな人間であるのかということさえも。



    

  
    
      


第二話 ◎「友とは何か？」



　第四章　ワイヤースケイプ



　その日の放課後、俺は誰だれもいない大学病院の待合室で、一人ボンヤリと目の前の壁に貼はられたポスターを眺めていた。

　そこには『京きよう宮みやドリームユニバース』という遊園地の名前があって、その文字の周りを色とりどりのキャラクターたちが、幸せそうに踊りながら取り囲んでいた。

　別に時間つぶし用の本も持ってきていたのだが――ちょっと思うところがあって、俺はさっきからずっとそのポスターを前に考えこんでいる。

『お待たせしたね、悠ゆう木き君。迎えに行くから、いつもの通りに頼むよ』

　院内呼びだし用のスピーカーから、突然声が響く。俺に語りかけてきたのは、俺がずっと面倒を見てもらっている『先生』だった。

　部屋の隅に目をやると、天井から吊つり下がったカメラがある。そこへ向けて俺は頷うなずくと、待合椅い子すの一つに――俺が来たときにはもうすでに置いてあったアタッシュケースを持ちあげた。その蓋ふたを開ける。

　中にはガッチリとした目隠しが入っていて、俺はそれを取りだし自分の目を覆おおった。

　最初ここへ来た時はこんなものを出されたことにビックリしたが、もう慣れたものだった。手間取ることもなく目隠しを取りつけ終える。

　入れかわりにガチャリとドアの開く音がした。足音がこちらへ近づいてきて止まった。

「いつも悪いね。単なる職員のプライバシー保護のためだから。気にしないでほしい」

「分かってます。俺おれの『観察力』で、誰だれかに迷惑かける気はありませんし」

　答えながら俺は、暗くら闇やみの向こうから聞こえる声に向かって手を差しだした。

　顔も見たことのない――声しか知らない『先生』が、俺の手を取る。

　椅い子すから立ちあがると誘導するように、ちょっと冷たいその手が、真っ暗な世界へどんどんと俺を引っぱっていく。

　数歩行くと、再び扉の開く音がした。

　こちらは待合室の入り口と反対側――『先生たち』の研究室があるほうの出口で、足音の反響する感じから長い廊下に出たことが分かる。

　もちろん俺はここがどんな風になっているのか、まだ自分の目で見たことがない。

　――別に興味もなかった。

「悠ゆう木き君は最近、協力的だね」

　毎回いろいろと気づかい過剰な『先生』が、手を引きながら俺に話しかけてくる。

「何か、いいことでもあった？」

　――確かに『何か』はあったが。

　夜や須す礼らいありすがうちに来て、いいことなんてあっただろうか？

　共同生活を始めた日から、面倒と苦労ばっかり増えてる気がする。

　まあしかし、余計なことは言わないことにして、俺は大おお袈げ裟さに肩を落としてみせた。

「さっさと用事を終わらせて帰りたいだけですよ」

　いつも通りの答えなのに、今回も『先生』は俺のために笑った。

「分かった分かった。さっさとテストメニューを終わらせられるよう、みんなにきつく言っておくよ。――今日もこのあと、お友だちのお見舞いに寄っていくのかい？」

　この答えも、毎回決まっている。

「終わったら行きますよ――」



「……で、コイツがそうなのか？」

　薄暗い部屋に、いくつものモニターがあった。

　リレーが切りかわるカチカチというかすかな音とともに、古くて色映りの悪いモニターが廊下を歩く悠ゆう木き葦あし人との姿を様々な角度から映し出す。

　それを眺めながら声の主――高校制服姿の京きよう宮みや衝しよう次じは厚っぽい唇を歪ゆがめ、長い前髪の端からギョロリとした目で画面を睨にらむ。

「衝次様……」

　部屋にぞろぞろと入ってきた、同じ六ろく道どう辻つじ高校の制服を着た四人――そのうちの一人が彼に耳打ちする。

　痩やせて猫背の京きよう宮みや衝しよう次じは、話を聞き終わると顔を歪ゆがめて机を叩たたき、癇かん癪しやくを起こした。

「また随分と面倒なことだな！　カルン研ラボのモルモットが……！」



　大学病院での用事を終えて帰宅した俺おれは、いつも通り夕食の支度――というか、のんびりサラダを作っていた。

　その横では髪型をポニーテールにした夜や須す礼らいありすが、妙に気合いの入った顔でガスコンロに向きあっている。

「こうして――こう！」

　ラジオから流れる音楽に合わせ、彼女はユッサユッサと大おお袈げ裟さに、大きなフライパンを振っていた。中にあるのは、エビと貝をふんだんに使ったきれいな赤色のパエリアである。

「ベチャッとならないよう均等になあ」

「分かってるわ」

　アドバイスする俺に、ありすはいつものツリ目でチラリと一瞬睨にらんで、その異様に真剣な顔のまま再びフライパンに視線を戻す。

　しかしそれを横で見ている俺は、料理よりもまず、ありすのキャミソールとスパッツという格好に『何だかなあ』と思ってしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      　共同生活が始まってから数日たつが、夏もいよいよ近づいてきて、最近の彼女は大体この組みあわせ――なのだが、なあそのキャミソールって本来下着なんじゃないのか？　暑がってパッド入れないから、胸の先の形が出ちゃってるし。

　はいているスパッツの方にしたって同じで、尻しりのフォルムが丸出しになっている。そしてコイツは上半身と下半身のバランスがとれてないっていうか――胸と違って尻と太ふと股ももまわりの肉づきに関しては、年相応にグラマラスだった。

　加えて今日は生地の相性が悪いのか、パンツのラインが完全に浮かびあがってしまっている。布地が少ないのをはいているのが、外から見ても丸分かりだった。何かローライズすぎて半ケツになってる。

　で、それがフライパンを一生懸命振るのに合わせて、フリフリ円を描くように揺れているのだ。その様子がどれぐらい扇情的なのか、コイツだけが気づいていない。

　――俺おれは目を強く瞑つむって頭がクラクラするのを振りはらうと、ため息をついた。

　とにかく、とりあえず、自分の作業――サラダ作りに戻る。

「ところでそれ、何？」

　急にありすがそう聞いて、やましいことを考えてた俺はビクッとなる。

「……な、何が？」

　答えはなく、フライパンと尻をフリフリ振りながら彼女は、俺の手元をジッと見ていた。

　俺も自分がまな板の上で切っているものに視線を戻す。

「……お前はニンジンを見たことがないのか？　――ニンジン見たことない系女子？」

「そんなに細かく切ると、よけるのが大変だわ」

「は？　――もしかして食えないのか？　高校生ですよね、ありすさん？　それともこども？　噂うわさのこども高校生？」

　俺はビチャビチャの手のまま、唇を尖とがらせているありすの頭をポンポン叩たたく。

「うにゅっ、やめろぉ！」

「栄養が偏かたよるだろうが。ちゃんと食べないとスクスク育たないぞ」

「心配ないわ。どうせスーパーモデル体形になるし！」

「ならないし……」

　俺は手を洗い直してタオルで拭ふく。

　と、おもむろに切ったばかりのニンジンをサラダボウルに叩きこんだ。

　そしてできるだけ念入りに、いやむしろグチャグチャにかき混ぜた。

「あー!!」

「はいオッケー。フライパン振るの、もうそれぐらいでいいぞ。盛りつけは俺がやるから、サラダの方、テーブルに運んでくれ」

「うう……」

　ありすがコンロの火を消し、俺の渡したサラダボウルと取り皿をテーブルに運ぶ。

「……誰だれがこんな、悲しみの殺さつ戮りく兵器を」

「農家のみなさんに謝れ」

　叱しかりながら俺おれは、二つの平皿の上にパエリアを均等に盛り、手早く飾りつけする。

　いい匂においだった。

　両方の皿をダイニングテーブルまで運んで、俺とありすの席の前に置く。

「それにしても、ネコガチャ増えたなあ……」

　テーブルの中央を占拠している七個の猫フィギュアを見て、俺は息をついた。

　買い物に行くと言うたびに、ありすから買ってきてくれとねだられる。塗装がちょっと滲にじんでたりする安物ミニチュア猫は、順調に増殖を続けていた。

　椅い子すについたありすが、キッと厳しい顔で俺に聞く。

「浪費かしら？　資本主義の犬かしら!?」

「いや別に…………。全部でたった七百円だし……。ただまあ、うちがネコガチャ屋敷になるのもちょっとな」

　俺が言いながら椅子に腰かけると、ありすは悩んでいるような、難しい顔をする。

「大丈夫、困ったことになっても私が全員、責任を持って……きれいに並べる」

　きれいに並べるのか……。

「……まあいい食べよう。いただきます」

「いただきます」

　神妙に手を合わせたありすが、スプーンでパエリアを一口すくって食べた。俺もそれに続く。

「うん。まあ、いいんじゃないか？」

　見た目通りなかなかおいしかった。上手にできている。

　しかし初めてパエリアに挑戦したありすは、ジッと俺を見て、慎重に言う。

「ベタボメじゃないけど、無理にウソは言ってない感じなら――葦あし人と相手でもらう感想としては最上級よね？」

「ハイハイ」

　めんどくさいこと考えてるな、コイツ。

　一方そのありすは、次の一大事業に取りかかろうとしていた。

　ニンジンチップ入りの野菜サラダを、まずは自分の取り皿に取り、俺がジッと見ているのを確認して『ビクッ』として、しょうがなくといった顔でそれを丸ごと口にかきこんだ。

　しばらくほっぺたをプクプクにしている。が、顎あごが耐えられなくなって噛かみ始める。

　手とか唇とかがプルプル震えて、何かおばあちゃんみたいだった。

「うにゅ…………ニンジンに溺おぼれ死じぬ……」

　泣きそうな顔のありすに、俺は黙って麦茶をコップについで差しだした。

　それを彼女はごくごくと一気に飲む。

　本当にコイツはいい歳としして、食べ物の好き嫌いが激しすぎる。

　いやそもそも――派手なところだけ見ればコイツは割と天才風なはずなのだが、日常におけるありすの生活能力の酷ひどさは、あらゆる方面で『五歳児レベル』だった。

　言わなければずっと同じ服を着ているし。

　黙っているとすぐ食事を抜くし。

　言わないと風ふ呂ろに入らないし。

　決まった時間に寝られない。

　で、整せい理り整せい頓とんはできるのに、掃除・洗濯は全くしない。

　要するにコイツは、自分が気にしないと決めたことに対して、全く無む頓とん着ちやくなのだ。

　で、結局は俺おれがいろいろ面倒を焼かなければならないことになる。

　そしてなお厄介なのは、ありす自身が『それではバランスが取れていない』と思っているらしいことだった。

　普通ならばいい心がけなのだが――実際はいろいろと余計なことをしでかす。

　例えば昨日などは、押し入れの奥に隠しておいたエロ本が、テーブルの上にまとめて置かれていた。『整理しておきなさい』と偉そうなメモ紙ポストイツトつきでだ。

　母か？

　――まあしかしそれが、ありすなりの積極的なコミュニケーションなのは分かっている。

　実際は俺の方が、気を使われているのだ。本当の彼女は、これでなかなか忙しい。

　俺もサラダを頬ほお張ばりながら、居間リビングの方へ目をやった。

　そこには俺が毎朝買ってきてやる新聞の乱雑な切り抜きが散らばっていた。スクラップ帳もすでに数冊できている。

　そしてさらにその奥に、こないだ買ったワークステーションがデンと鎮座し、その周囲には六つのモニターが光っていた。――あの時は部屋の寸法というものを考えていなかったので、大学の研究室基準の長いケーブルが床にウニョウニョととぐろを巻いているわけで。まあなかなかの壮観だった。

　基本的にありすは一日中、この前に座って作業をしている。

　ヘッドフォンをつけたままずっとキーボードを叩たたき、何やら怪しげなことをやっていた。

「なあ、あのさあ――」

「どうしたの？」

　せっせと口にパエリアを運んでいたありすが、頬を膨ふくらましたまま顔をあげる。

「……学校が最近ずっと、凶悪殺人犯・夜や須す礼らいありすの話題で持ちきりなんだが」

「そう」

　ありすのとぼけた顔を、俺は目を細めてジッと見る。

「何かお前、不良グループから上納金を巻きあげて豪遊してたらしいじゃないか」

「そんなこともあったかも」

「あと校長から教師から、職員室丸々支配してたんだって？　何かやたら成績がいいと思ったら、そういう裏工作のたまものだったわけだ」

「結果が出れば、それで全部よ。学校なんて」

「おまけに大体の生徒は、お前に物陰に連れこまれて脅されたことがあるっていうし、校内いじめの大体は、お前が裏で糸を引いてたんだってな」

「外げ道どうの極みね」

　一人おかしそうにヘラヘラ笑いだしたありすに、俺おれはため息をつく。

　どうもこのニセ情報こそが、彼女が先ほどのワークステーションでやってることの結果らしい。

　詳しくは俺も理解できていないのだが、隣の部屋にある高性能コンピューターには今、ｐｖｌｉｐピーブリツプという、ソッチ業界では有名なネットワークセキュリティのストレステスト用ソフトが入っている――のだそうだ。

　で、このソフトは本来、バーチャルな攻撃をネットワークシステムにしかけて、セキュリティの脆もろいところを発見するためのものらしいのだが――実は公開されているソースコードをいくつか変更すると、そのままセキュリティホールを探し出して痕こん跡せきを全く残さない、ハッキング用プログラムに化ける。

　で、ありすはこれを使って、六ろく道どう辻つじの教員や学生が使っているメールサーバーに侵入し、個人のＥメールを盗み見していた。

　殺人者であるという自分の噂うわさが、どの校舎のどの学年にどう広まっていくか？　その様子の観察日記をつけ、独自のマップを作って壁に貼はり、蛍光ペンで塗りつぶしながら戦略を立てている。

　その上でさらに、メールの内容をどんどん勝手に書き換えているのだ。コイツは『犯人が夜や須す礼らいありすであるための新事実』を、他人の個人的なメール文の中に、違和感なく、丁寧に混ぜこんでいく作業を行っているわけだ。

　かなり無む茶ちやな嘘うそでも、友人から来たメールに書かれていることなら、ひとまず記憶にストックするし、別の人間に話したりもする。

　まあだからといって、そんなことだけで人の噂うわさをコントロールできるものかと俺は思っていたのだが――実はコイツは一つのネタにつきキャンペーン期間を設けて、計画的にストーリーを積み上げていっているらしい。そのことに最近気がついた。

　いわば商業広告と同じ手法と物量、クオリティによって、夜須礼ありすの捏ねつ造ぞうされた噂うわさは、周知の事実にすりかわりつつあった。六道辻の学生たちは面白いように『凶悪殺人犯・夜須礼ありす』の虚像を信じこむようになり始めている。

　ただそれをコイツは、一人でやっているのだ。

　作業量的になかなか無理があることなのは確かで、ありすはこの『仕掛け』を始めてから一日に二時間しか寝ていない。俺はオーバーワークだと彼女を諫いさめた。

　しかしありすは明らかな寝不足に陥りながら、そのまま常にものすごい集中力を保ち続け、ペース配分も何もないこの作業をこなし続けている。

　できるのだ、それぐらい。

　本来の彼女にとってはこれが日常なのだから。

　――まあ今は子供じみた表情で、口をモグモグしながらラジオに聴き入ってるわけだが。

『……発表から一年間、手つかずになっていた工事が今になって始まったというのは、なぜなんでしょうか？』

　ラジオ局のスタジオにいるパーソナリティが、取材に出ているらしいレポーターと、何やら話をしているところだった。

『えー、京きよう宮みやグループの発表では、いくつかのアトラクションの設計に安全上の重大な問題がありー、再設計に充分な時間をかけた――と。そういう説明になっています』

『なるほど。ありがとうございました』

『はいー』

『――しかし京宮ドリームユニバースが完成すれば、東京都では最大の施設規模を持つ遊園地になるということで、楽しみですね』

　番組テーマ曲のステッカーが入って、ラジオはＣＭに切りかわる。だがこちらも続けて新遊園地『京宮ドリームユニバース』の宣伝だった。

　出資者である京きよう宮みや製せい薬やくのお膝ひざ元もとであるせいもあって、先月ぐらいから六ろく道どう辻つじ町ではこの遊園地ＣＭの垂れ流し状態である。テレビ・ラジオの電波放送から、ショッピングモールで配られるチラシまで、何もかもが夢の遊園地『京宮ドリームユニバース』一色だ。目にしない日はない。

　――で。まあ。

　ここまで騒がれていると俺おれですら、ちょっとどんなところか行ってみたくもなる。

　もちろん俺一人でというのはアレだ。しかしありすも熱心にラジオを聴いていたみたいだし、誘ってみれば案外、のってくるかもしれない。

　――そこまで一気に考えて、俺は息をついた。

　遊園地ができるのは東京だし、ここは長野の山の中だ。

　そして俺は人ひと混ごみが大の苦手だった。

　おまけに『京宮ドリームユニバース』が完成するのは、来年の夏休み前。

　――もう来年というだけで、何だか途方にくれてしまう。

　俺もありすも一つ歳としを取って、高二の夏のことなのだ。

　そのころ俺たちがどうなっているのか、想像もつかない。

　……ありすが警察に追われているこんな状況なら、なおさらのことだった。

　そんなことをとりとめもなく考えていた俺を、急にありすが振りむいた。俺は慌あわてて視線を逸そらす。

「……何だよ」

「葦あし人と、明日またちょっと出かけてくる」

　突然のありすの申し出に、俺は単純に驚いた。

「部屋から出るのか？」

「うん。用事があるのよ。午前中には終わらせて帰るから、昼食は準備していって」

「それは……別にいいが」

　――今度は変なことにならないよう、気をつけてもらいたい。

　そんな思いが表情に出てしまったのか、ありすはちょっと不機嫌な顔になる。

「……別に学校行ってる葦あし人とには、関かかわりようのないことよ」

「いやいや。また補導されても大丈夫なように、俺おれはお父さんに変装して学校へ行こう」

　冗談を言っただけなのに、目を吊つりあげたありすに、テーブルの下で向こうずねを蹴けっ飛とばされた。



    

  
    
      

　第五章　消えていくもの



　翌日。

　いつも通り順調に授業を聞き流しながら、俺は窓の外を見ていた。

　――大丈夫かな、アイツ。

　昨日はさして気にもとめなかったが、今ごろになって俺は妙にそわそわとしていた。

　もちろん、ありすは学習できる奴やつだ。再び補導されるような間抜けなことにはならないだろう。変装も俺がアドバイスした通り、スーツ姿のニセ社会人に化けて出かけているはずだ。元々の身長が低いからといって、子供っぽくするよりは、思いきり大人に化けた方が補導員には目をつけられにくい。補導する側だって、学生がスーツを着て学校をサボるとは思わないだろう。

　ありすは納得してその通りにすると言ったし、何より慎重に振る舞うはずだ。

　だったら不安要素はとりあえずない。

　――そのはずなのに、俺は心配なのだ。

　だが一方で、彼女のやることにあまり踏みこみすぎるべきではないとも俺は思っていた。

　なぜならありすのやりたいことを、ありす以上にうまくやることは、俺には無理だからだ。求められてもいない手回しをすることは、彼女の邪魔にしかならない。

　だから俺は無意味な胸騒ぎを押し殺す。

　――大体まだ起きてもいないことを、俺おれがどうこう心配しても仕方がない。

　そう自分に言い聞かせる。

　窓の外に広がる鮮やかな風景の中では、とっくに蝉せみが鳴きだしていた。

　これが、７月１日のことだ。

　季節は夏に入った。



　私立六ろく道どう辻つじ大学の付属初等部校舎――その裏手にある六道辻芸術広場は、広い芝生しばふの平地に、金属や石でできた奇怪なモニュメントが立ちならんだ公園だった。

　精密な立方体を組み上げただけの彫刻。

　芋虫のようにのたうった金属柱。

　翼つばさの生えた異国の神像のようなもの――。

　どれもが意味深なようでいて、安っぽくも見えた。

　そのあいだをスコップを担かついだスーツ姿の夜や須す礼らいありすは、メモを片手に歩いていた。

　彼女は一つのモニュメントから別のモニュメントを目指して、歩数をはかる。

　７歩、15歩、２歩、２歩、８歩と、順にぐるりと渦を巻くように歩き、立ち止まる。

　視線を上げたありすの正面には、巨大な顔のモニュメントがあった。

　モニュメントは歯をむき出して笑っている。

　その前に立つ者を嘲ちよう笑しようしている。

　ありすは葦あし人との前では決して見せなかった陰いん鬱うつな表情で、そのモニュメントの下の地面を掘りはじめた。

　随分と掘ってようやく、土の中から小さな木箱が出てくる。

　ありすはその箱を開けた。

　中身は空っぽだった。

　そして蓋ふたの裏には殴り書きの文字で、『私よりも苦しんで死ね』とだけ書かれてあった。

「……」

　ありすは本当に一瞬だけ、泣きそうになる。

　しかしその代わりに彼女は、木箱を正面の像に叩たたきつけた。

　木箱はバラバラになって砕け、芝生の上に散らばる。

「…………なぜだ！　どうして!!」

　しかしやがてありすは、木箱の破片を拾いはじめた。

　そして自分が掘った穴へ再び丁寧に埋め直す。

　――それは弔とむらいだった。

　作業を一通り終えたありすはもう振りかえることもなく、その場から去っていった。



　放課後、俺が買い物を終えて家に戻ってくると、部屋は真っ暗だった。

　――まだ帰ってないのか？

「ただいま？」

　夕方の室内に向かって呼びかけてみる。しかし返事はない。

「予定が変わったのか……？」

　しょうがなく、俺おれは両手を塞ふさいでいる買い物の荷物と学生鞄かばんを床に下ろして、玄関の電気を自分でつけた。

　調理場キツチンまで行ってみたが、やはりありすはいなかった。

　準備していった昼食は、ラップがかかってテーブルに並んだままだった。

　俺は買い物袋の中からネコガチャのカプセルを取りだす。やっと三毛猫が出たそれをカプセルのまま、テーブルの上で並んだ他の猫フィギュアの隣に置いた。

　そして俺は買ってきたものを、自分でも驚くほど黙々と冷蔵庫と食材のストッカーに整理した。だが片づけを終えるともう、することがなくなってしまった。

　ひとまず制服を着がえるために俺は、居間リビングの引き戸を開ける。

　そこにありすはいた。

　帰ってきた時のままなのか、似合わないスーツ姿でそこにいた。

　もう山の向こうに沈んだ夕日がかろうじて照らす暗い室内で、六枚のモニターが煌こう々こうと光っていて――。

　それに照らされたありすの表情は、薄く微笑ほほえんだまま固まってしまったかのようだった。

　動いているのはボールペンを持った右手の手元だけだ。

　彼女は机に貼はったメモ紙ポストイツトに、何かをものすごい勢いで書き続けている。

　ただその文字もアルファベットだか何だかよく分からない、不思議な記号の羅列だった。

　読めそうで全く読めないその文字の意味は、おそらくありすにしか分からない。

　そしてそれを次々と、すぐ横の壁に貼りつけていく。だからもうすでに大量のメモ紙ポストイツトが重ね貼りされていて、蛍光色の異様な張り紙細工ができてしまっていた。

「何やってんだ、お前……」

　ありすからの返事はなかった。

「オイ、って！」

　だがありすのペンは止まらない。

　目をまん丸にして――瞬まばたきさえ忘れたかのように、そのくせ焦点を結ばない視線のまま、指先だけが別の生き物みたいに動き続ける。ペンの走るカリカリという耳みみ障ざわりな音だけが響いている。それはまるで、ありすが「自分は死ぬまでこうしているのだ」と、決意してしまったかのようだった。

「……お前、もしかして泣いてるのか？」

　ありすの手が止まった。

　そしてようやく俺の方を振りむく。

　彼女の目は乾いていた。

「ああ……お帰り葦あし人と」

　そう言ったありすの顔は青ざめていて、そのくせ貼はりついたような微笑ほほえみのままだった。

「どうかしたのか？　何があったんだ？」

「別に何もないわ……」

「……………………じゃあ電気くらいつけろよ」

　俺おれはぶっきらぼうに言って、居間リビングの明かりをつけた。

　ありすは――ようやく部屋の暗さに気づいた様子で――明滅する蛍光灯を見回し、まぶしそうに瞬まばたきする。

　そして俺を振りむくと、おもむろに言った。

「今日で私、ここを出ていこうと思う」

　その急な話に、俺は五秒ほど考え、結局困ってしまって頭を掻かく。

「……ああ、そう。やっとか。せいせいするな」

　俺は変なことは言ってない。

　間違いなくそれが、俺のありすに対するスタンスだったはずだ。ずっと。

　だから今だって、これが俺の本心に決まっている。――ただ。

「――それで、ここ出てって、お前はこれからどこ行くんだ？」

「とりあえず、六ろく道どう辻つじ町の外、ね」

「だから、どこだよ？　思いつきで適当なこと喋しやべるな！　――大体お前、いま何時か分かってんのか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　そう俺おれが言ってようやく、ありすは時計を確認する。

「……もう６時半？」

「そうだ。今から準備が数時間かかるとして、こんな田舎いなかじゃもうバスとかないぞ？」

「いいえ、ちょうどいい時間帯だわ。――夜中のうちに歩いて峠を越えた方が、見つかる可能性は低いもの」

　またその場の思いつきだ。計画性のカケラもない。自分でそれを自覚してる。

　――なのに彼女は本気でもある。

　だから余計にイライラする。

「だったら！　今さらコソコソ逃げるなら、最初からそうしてろ。今になってそれか。まるっきり犯罪者みたいじゃないか」

「最初から、そうよ」

「違うだろ！　――俺相手に、今さらくだらない駆け引きすんのやめろ」

　ありすはしかし、自分の結論を変える気はない顔で俺をジッと見つめる。

「駆け引きなんかじゃないわ。事実がそうだったの。――結局、相手の方が一枚上手だったっていうことね。私はアイツの手のひらの上で踊らされていただけだった。……そんな敗北者にはお似合いの末路じゃないかしら」

　全く言ってる意味が分からない。全部コイツの独ひとり合が点てんだ。

　しかし俺は眉まゆをひそめ、ありすを睨にらんだ。

「お前いま、ものすごく重要なこと言ったよな？」

「……」

「一体、誰だれのことだよ？　その『相手』だとか『アイツ』だとか？」

「……」

　ありすはダンマリを決めこむ。

　その態度に俺はムッスリして腕を組んだ。

　もちろんコイツが本気で六ろく道どう辻つじから脱出する気なら、それは俺が口出しするようなことではない。彼女の自由だ。

　だが今のありすはそうではない。

　ここにいられないから、出ていきたいのだ。

　警察に捕まっても別にいいかとか、そんな適当なことを考えている。

　やぶれかぶれになっているコイツを、行かせられるわけがない。

「――大丈夫だ、俺に任せろ」

　俺の宣言に、ありすの表情が変わった。

　さっきまで自分自身へ向けていた嘲ちよう笑しようを、今度は俺にぶつけてくる。

「……任せるって、葦あし人とに？　今さら何を!?」

「お前が困っていること全部だ」

「…………葦人なんかに何ができるって言うの？」

　それは部屋の温度が下がるかのような、暗く冷たい声だった。

　しかしそんなものはねのける。

「まず、お前が何かヘマやって、大変困っているのは分かる。だから俺おれは俺のできる範囲のことは、何でもしてやれる」

「……」

「そしてお前の言う『アイツ』とやらがひとまず普通の人間なら、お前が六ろく道どう辻つじ町から出ていく前に、少なくとももう一手打てるかもしれない。俺の『観察力』はそれができる」

　ありすは答えない。

　だが俺にももう、この事件の大体の構造は理解できていた。

　まず、ありすには敵対者がいる。石いさ灰かい貴たか子こが自殺したのは、ソイツのせいだ。

　そしてありすが殺人犯を気取っていたのは、その敵対者を罠わなにかけるためだった。

　しかしこの罠は失敗した。

　だからありすが殺人犯である状況だけが残ってしまった。

　敗北者であるありすは、犯罪者として逃亡しなければならない――。

　そうなると、この最悪の状況を逆転する方法は一つしかない。

「お前の敵対者と直接対決して、ソイツを一点突破するんだ。俺の『観察力』はそのための、ちょっと反則気味の切り札にできる」

　ありすはジッと試すような目で、俺を見てくる。

「どういうこと？　何なの、葦あし人とがさっきから言ってる『観察力』って？」

　――それは可能ならできるだけ、誰だれにも話さないでおこうと思っていたことだった。

　しかし仕方がないだろう――この場合。

「俺が六道辻にいる本当の理由は、学生としてじゃない。実は俺は、京きよう宮みや大学病院内にあるカルン研究所の患者なんだ。俺は重度の対人認知障害――正確には非言語ノンバーバルコミュニケーション障害の病人なんだ。……分かりにくいか？　俺の言ってること」

　ありすは無表情で横に首を振る。

「問題ないわ。……続けて。どういう障害なの？」

「実は俺は『視覚で他人の感情を捉とらえるポイント』が普通の人間と大幅にずれている」

「ずれている……？」

　俺は頷うなずいた。

「普通の人間は相手の顔で、その感情を判断する。だが俺は顔の表情じゃなくて、体と姿勢、手足のしぐさで相手の『表情』を判断してるんだ。……まあこれ自体は脳の成長障害、ちょっとしたシナプス配線の混乱でしかない。けれど日常生活でこの違いは、ある決定的な差を産み出す――」

　ありすは俺の話を理解できたのだろうか。少し緊張したように顔を引き締めた。

「――つまり俺の前で嘘うそをつくのは、普通の人間には相当難しい。……例えば大おお袈げ裟さにウソ泣きしている人間がいて、それに全員が引っかかっていたとする。でも俺には、ソイツの右手の開き具合が、小こ狡ずるい笑みを浮かべているように見えている」

「そんなことが分かるくらいで――」

　反論するありすの言葉の途中で、俺おれは横に首を振る。

「――もちろん『ただ見ている』だけなら、俺の知ることができることは大したことじゃない。でもこれに『状況』や『俺自身の言葉』が加わると、途端にものすごく多くの『隠されていること』が分かってしまう」

「……」

「例えばお前は、俺に対して『自分が殺人犯だ』と言った。しかしそのときお前は、顔ではすごみを利かせていても、体はなぜか使命感にあふれていた。正義の味方気取りの『表情』をしてるんだ。そしてお前が自分で殺したっていう石いさ灰かい貴たか子この話をすれば、今度は憎しみや蔑さげすみではなく敬愛の『表情』を浮かべる。お前は石灰貴子のことを友人として尊敬していた。……この二つが分かった時点で、お前の打つ演技は全て、お前が俺にどう思わせたいのかという情報に変わっていく」

　そうなのだ。

　俺はまずありすが犯人ではないことに確信があった。全ての推理はそれありきなのだ。

　――実際のありすは、俺が語るよりはるかにうまくやっている。

　だが俺には通用しなかった。

「……俺は子供のころからずっと、この『観察力』があるおかげで人間関係で絶対にアドバンテージを取れる。だから自分だけがこんな風に見えることを、最初『才能』だと思ってた。おまけに歳としとって知恵がつくほど、さらにいろんなことができるのに気づいた。相手は隠し事ができないんだから、恐こわいものなんてなかった。人間相手の賭かけ事ごとなら負けたことがない。嘘うそを見抜けるんだから、株でもやれば大おお儲もうけだった」

　それが、この歳で俺がそこそこの金を持ってる理由だった。

　全部ズルなのだ。

「――例えば、テレビでその会社の社長の顔を見るんだ。それだけでその会社の本当の業績を、俺は一発で見抜ける。そして誰だれよりも早く値上がりする株を買い、誰よりも早く値下がりする株を売る。それだけであっという間に、手持ちの金がどんどん膨ふくらんでいく。だから俺は遊ぶ金に困ったことがない。俺は何でもできて、相手の弱みを握って仲間を増やし、そして気がつくとどんどんおかしくなっていった……」

　特別なものの見え方が、逆に人間同士でつくる世界を、徐々に俺にとって理解不可能なものにしていった。

「俺は『本当に起きていること』が何なのか、どんどん分からなくなっていった。大金を使って騒ぎ遊びながら、急激に精神が不安定になっていって、薬が手て放ばなせなくなった。そんな俺のところに京きよう宮みや製せい薬やくのカルン研が接触してきたんだ。――彼らは俺のことを見抜いていた。そして、言ったんだ。俺が社会にいることは、大きな歪ゆがみを生むことになる。だから『隠してやる』から、六道辻町ここへ来い、と。――その通りだと思った俺は、京宮製薬のお膝ひざ元もとであるこの田舎いなかの町へ来たわけだ。患者として」

　もちろんカルン研や京きよう宮みや製せい薬やくの真意が別にあるのは、すぐに気がついた。

　俺おれの能力はビジネスで、とんでもない威力を発揮する。

　それをライバル会社から守りつつ、将来自分たちで利用しようというのが、彼らの目的なのだろう。

　ただそれに気づいたところで、俺はさして失望はしなかった。

　黙って静かに日々を送り、時々だけ彼らに協力すればいい。

　そうしている限り、彼らは俺を自由にしておいてくれるのだ。今は。

「――俺自身の歪ゆがみは、俺に関かかわる全ての人間を歪ませていく。だから俺はこの話を誰だれにも明かさないし、できるだけ人と関わらないよう生きてきた。……でも、それでもだ。今のお前の役には立てる。絶対に。――こんなところでお前が終われないのは分かってるんだ。だから俺に協力させてくれ」

　俺の訴えかけの間、ありすは終始無言だった。

　話し終えた俺もまた、黙って彼女の返事を待つ。

　やがてありすはポツリと話し始めた。



「……私、隠し子なのよ。エリートの、女中相手の遊びでできた子供」

　それをまず聞いて俺はしかし、どう反応していいのか少し迷う。

「……また古風な話だな」

「人間の傲ごう慢まんに、古いも新しいもないわ」

「そりゃそうだが……。それで――？」

「私の父は京宮グループ会長・京きよう宮みや光みつ貞さだ」

「京宮製薬の会長？」

　それはさすがにちょっとした驚きで、俺はしばらく黙りこむしかなかった。

　そんな話は学校の噂うわさでも、全く耳にしたことがない。

　本当に初めて聞く話だった。

「でも私がまだ赤ん坊のころ、父は、私と母を捨てた。――母は私を育てようとしたけれど、病気がちで。ちょっと思い出したくないぐらい貧しい生活だった。いつもお腹なかがすいていて、腕も足もガリガリで。五歳のころの私は、父がいないから自分は大人にならずに死ぬんだと思ってた。――でも小学生に上がるころ、転機が訪れたの。私は現会長・京宮光貞の後あと釜がまを狙ねらう、京宮家の分家派に拾われたのよ。そして六ろく道どう辻つじへ来ることになった」

　ありすは目を細める。

「京宮一族の傍ぼう流りゆう集団である分家派は、京宮本家を牽けん制せいするための手て駒ごまとして私を育てた。京きよう宮みや有ある数かから夜や須す礼らいありすとなった私は、必死で分家派の操り人形であることを演じてきた。でも私の本当の目標は、いつだって別にあった――」

　それは俺にとっては、全く納得のいく話だった。

　一緒に生活していれば、コイツがどれほどの才能の塊かたまりなのかは、身にしみて分かる。

　――夜や須す礼らいありすは最初から、誰だれかのお人形である必要などなかったのだ。

「私は京きよう宮みや家を滅ぼす。――社会の害悪である京宮グループを、京きよう宮みや光みつ貞さだと、その十八人の子供たちから奪い、完全に潰つぶす。だから私は――」

　無表情の彼女は、突然俺おれを見据えて言った。

「京宮のカルン研に協力するような葦あし人ととは手を組めない。力を借りたいとも思わない」

　何を――。

　ありすは俺に協力を求めるために、裏事情を説明し始めたのだと思っていた。それが突然結論だけを押しつけられて、俺は焦る。

「ちょっと待てって。確かにお前が京宮グループに関かかわる全てのものを否定したい気持ちは分かる――」

　そう。ありすにとっては京宮一族への復ふく讐しゆうこそが、人生の全てをかけた目標なのだ。

　コイツはもう、そうと決めてしまった存在なのだ。それは理解できる。

「――ただ俺は、今の今までお前の京宮グループに対する想いなんて知らなかったんだ。そして京宮の一族が人を捨てたり道具にしたり――そういうことを平気でやる連中だっていうこともいま知った。俺にとっては改めて全部、一から考え直すしかないことだろ？」

　だがありすは頑かたくなに、諭すように、――そして俺を見下すような口調で言った。

「何を苛いら立だっているの葦人？　私が言ってるのはそういうことじゃないのよ」

　その口調は静かなのに、攻撃的だった。

　だが俺は自分に落ちつくよう、心の中で言い聞かせた。

　――俺は苛立ってなんかいない。

　コイツは今日あったことで、何かおかしくなっているのだ。

　そういう時は誰にでもある。ありすは本当はへこんでいるのだ。

　とにかく何の準備もないままで、ありすを行かせられるわけがない。

　逃げきれず捕まってしまう。

　だからここは俺が大人になって、こらえるしかない。

「……分かった。でも『そういうことじゃない』ってじゃあ、どういうことなんだ？」

「――葦人は、自分がカルン研に協力した結果が一体何に使われるのか、ちゃんと知ってる？　これからどれほどとんでもないことが起こるか、本当に分かってる？」

「とんでもないことって……。でも、それは……」

　ありすの問いに、俺は答えられなかった。

　改めて聞かれてみればカルン研のことについて、俺は何も知らなかった。

　そりゃそうだ――。

　俺はただ、無気力に、何のやる気も意志もなく、責任感もなく、大人たちの言うテストをこなしてきたにすぎない。

　なぜなら俺以外の人間たちがどうなろうと、知ったことではなかったからだ。

「それが本当の葦あし人と、いつもの『物分かりのいい』葦人よ」

「…………それでも俺おれは、そうしなきゃならない事情があったんだ」

「知ってるわ。久く遠おん颯そう真まのためでしょ？」

「！」

　その名に、頭の中で血が逆流するような衝撃を味わう。

　いや――ありすが颯真のことを知っているはずがないのだ。

　颯真に関する手紙や、大学病院からの書類は全て、ありすが来たその日に――部屋を掃除するフリをして整理し、外の貸倉庫に移動したのだから。

「お前は颯真のことなんか知らない……」

　しかしありすはパソコンモニターの前に積んでいた紙束を掴つかむと、愉快そうな『表情』で俺に向かって差しだす。

「私にも、他人の秘密を知る力があるのよ――」

　プリントアウトされた文字が、紙の上に躍おどっていた。

「大学病院のデータベースで見つけたわ。――交通事故患者・久遠颯真、25歳女性。葦人の母親にしては若いし、恋人というには現実味がない。……謎なぞの人物ってところね」

「待てよ！　何でお前が、俺のプライベートや過去まで嗅かぎ回ってんだ!!」

「……葦人だって、私に同じことをしてきた」

「全然違うだろうが!!」

　みっともない大声で、しかし言葉は震えて、それをこらえることができなかった。

「お前は！　俺がこの変な『生まれつき』のせいで、本当は！　実際は!!　どんな思いをしてきたのか分かってんのか!?」

「そんなことは、私には関係ない」

　冷たい声ではっきりと彼女は答えて、持った紙束に視線を落とす。

「私が興味があるのは、久遠颯真の生命維持のための莫ばく大だいな費用を、なぜかカルン研が負担していること。それも京きよう宮みや医大の特等病室で、日本最高レベルの医療を受け続けている。これは一国の大臣に匹敵する扱いよ？　それは何の対価だと葦人は思ってるの？」

「……」

「もう何の意味もないのに――」

「……やめろ、それ以上言うな！」

　本当にありすは、全部知ってる。

　頭の中が真っ白になっていく。

　だがありすは敵意を剥むき出だしにした目で俺を睨にらんだまま、黙らない。

「電子カルテによると久遠颯真は永続的植物状態ＰＶＳ。最初の診断で脳幹反射の消失が確認されてる。――これはね、葦人。医学的にはもう死んでるって意味なのよ」

「違う!!」

「違わないわ。こんなのはただの死体保存と変わらな――」

　気がつくと俺おれはありすに詰めより、持っていた紙束を思いきり叩たたいていた。プリントアウトされた安っぽい紙が散乱し、部屋中に舞う。

「…………まだ生きてるんだ」

　断言する俺を、驚いた顔のありすが睨にらんだ。

　そして俺の方もまた、ありすを真正面から見据えてしまっていた。

　――だがこんな風にありすを見ることを、俺はこの共同生活の間、ずっと避さけてきた。

　全部、見えてしまうからだ。

　知っていないはずのことを俺が知っていると、絶対に『おかしなこと』が起きる。

　だから俺はできるだけありすと――いや、あらゆる人間と正面からは向きあわない。

　それが発狂寸前までいった俺の決めた、生きていく上でのルールだった。

　なのに、そのルールを破ってしまった。

　ありすの『表情』が――心が、奥底まで見えてしまう。

　――コイツは『心から敬愛する友人』を自分の手で殺してしまったことに、ショックを受けている。

「自分の手で殺したって……それは石いさ灰かい貴たか子このことなのか？」

　ありすの『表情』は『そうだ』と返す。

　俺は息を呑のんだ。

　確かにもう、誰だれかに勝ったとか負けたとか、そういう話ではないのだ。

　ありすは本当の人殺しになってしまった。

　だからおかしいのだ。

　おかしくもなるはずだった。

　しかしなぜ、今さらそうなる？

「……いったい今日、何があったんだ？」

　そう聞いて俺はようやく、ありすの顔――いま実際に浮かべている彼女の表情に気づく。

　全身から血の気が引いた。

「――違うんだ！」

「私が――」

　ありすの頬ほおを涙が伝う。

「私が、貴子を殺した――？」

　彼女は確認するように、そう呟つぶやく。

「違う。そんなわけない。……私は……」

　全てを強制的に告白させられてしまったありすは、ボロボロ泣いたまま、慌あわてて腕を振り身を縮める。

「見ないで……」

「待ってくれ、俺は！」

「見るな!!」

　悲しみと悔しさばかりを浮かべたありすの『表情』が、どんどん縮んでいく。ありとあらゆる『表情』が、ただの――俺おれに対する拒絶感の壁で覆おおい隠されていく。

「俺は……」

　だが一いつ旦たんそうなってしまえば、俺に関かかわる人間との関係は、そこでお終しまいだった。

　俺は――彼女が強がって、攻撃的に振る舞い、演じ、必死に俺から隠そうとしていたことを勝手に暴いてしまったのだ。

　それでお終いだ。

　相手はもう、俺に対する恐怖心と嫌悪感しか『表情』に浮かべなくなる。

　俺が何も言えないでいるうちに、身を縮めたありすが言った。

「……私は、ここを出ていこうと思う」

　泣いたままのありすの声に、演技の笑いが再び混じる。

　普段の冷静な彼女とは違う。

　もう無む茶ちや苦く茶ちやだった。

　――だが俺には、返す言葉がなかった。

　ただ心臓の鼓動が不規則にどんどん速くなる。

　彼女の困難を、俺は救えない。その資格がない。

　今、ありすがどれほど困っていようと、俺と一緒にいるよりは、はるかにましなのだ。

　だから俺はありすに背を向けると、彼女に向かってようやく言った。

「……出ていくったって、準備もいろいろあるんだろ。……部屋のものは、何でも持っていってくれていいから。俺は全部すむまで、外でブラブラしてるし…………」

　落ちついた口調で言おうとしているのに、呼吸が苦しくて声がぶつ切れになる。

　変に疲れたような痛みが心臓にあって、そのまま止まってしまいそうだった。

　玄関に向かって歩きだしてみても、目の前がチカチカする。

　しかし俺はもう、ありすと向きあえない。

　――いや、向きあわなくていいのだ。

　そう思えばちょっとだけ、心臓の動どう悸きは収まった。

　これまでのように、全部放ほうり投げて、それでお終いにすればいいのだ。

　あとはこの一週間のことを完全に忘れてしまえばいい。

　何が起きても俺とは関係ない。なかったことにする。

　それで以前と何も変わらない、これまで通りの平穏な生活が勝手に戻ってくる。

　だが頭の中では『駄目だ！　駄目だ！』と言葉が反響していた。

　俺がこの部屋を去ったら、それで本当に全て終わりなのだ。

　そしたらありすはどうなる？

　逃げきれるわけがない。

　――いや、そうじゃない。

　俺が考えているのは、もっと自分勝手で反へ吐どが出るようなことだ。

　俺おれは今日帰ってきた時、部屋に誰だれもいなくて、愕がく然ぜんとしていたのだ。

　ありすはもう戻ってこないかもしれないと、そう思った。

　それがいやで――本当にそれが恐ろしくて。

　だからこんな愚おろかな提案、情けない行動に出てしまったのだ。

　大失敗だった。ここから逃げだしたい。

　しかしもし俺が部屋を出ていって、再び戻ってきても――もうここには誰もいないのだ。

　その時、俺はどう感じる？

　――弁明しなければならない。

　すがりついてでも。みっともなくても。俺たちはもっとうまくやれるはずだ。

　……なのに。

　まるで誰かに背を押されるように、体が勝手に玄関へと向かってしまう。

　――俺はもっとありすと一緒にいたかった。

　――そしてもうこんなところには、一瞬たりともいたくなかった。

　そんな時だ。

　玄関まで来てしまった俺の目の前で、扉が外から乱暴に叩たたかれた。

　だが俺はすぐには気持ちが切りかわらず、どういう意味の音なのか分からなかった。

　もう一度、玄関扉が叩かれた時にようやく、誰かが訪ねてきたのだと気がついた。

「はい……」

　俺の呟つぶやいた声は小さくて、外になんか聞こえなかっただろう。

　扉はさらにガンガンガンと、壊れそうな勢いで叩かれる。

「……呼び鈴の方、鳴らせよ」

　ようやくいつもみたいな声が出た。

　しかし俺が玄関扉のノブに手を伸ばそうとしたその先で、ドアの鍵かぎが勝手にクルクルと回りだした。ガチャリと軽い金属音が鳴る。

「え……」

　勝手に開いた玄関の向こうに立っていたのは、パートのセールスマンみたいな安物の背広を着た中年男で――その後ろには、四人の警官がいた。

　先頭の男が言う。

「警察だ――」

　見りゃあ、分かる。



    

  
    
      

　第六章　罪と罰と幻惑



「逃げろ!!」

　声の限りに叫んだ時にはもう、背広の刑事と警官たちは玄関の中に踏みこんでいた。俺おれを突き飛ばして中に入ろうとする。

　だが俺は警官の制服の裾すそを引っぱって、力ずくで引き戻す。

　何か――もういろいろと、どうにもならない。何もかもが手遅れだった。

　だが少なくともありすはまだ、この三階の部屋から脱出できる可能性がある。

　ベランダにはもしもの時のためにと、買っておいたロープがあるのだ。それを伝って、地上の道路まで下りられる。

　だから俺はこの狭い玄関で、警官たちを引き留めておかなければならない――。

　そう決意した途端に、横合いから鋭い蹴けりを太ふと股ももに食らった。

　これだけの狭い空間だというのに強烈な一撃で、足を力ずくで払われた俺は、その場でひっくり返って床に倒れた。

　慌あわてて靴箱に手を引っかけ起きあがろうとするが、その手といわず腹といわず、警官たちは総がかりでガンガン蹴りを入れてくる。

　まるでリンチだった。

　最初はその重い革靴の一発一発の痛みに、激しい怒りを覚え、声をあげる。

　だが警官たちの蹴りは止まらず、床に這はいつくばった俺はすぐに、もう何が起きているのかさえ把握できなくなった。

　体中のどこもが痛くて、今どこが蹴られてるのかすら分からない。

　衝撃で体が揺さぶられるたびに手足が勝手に飛び跳ねて、警官たちの口からはじけるような笑いが振ってくる。

　――何なんだよコイツら……!?

　俺は別に警察に対して幻想なんて持ってないが。それにしたって、これはない。

　おまけにこの警官たちは何か――強こわ面もてではあるのだが、警官というには若すぎる気がする。俺と同じ高校生ぐらいじゃないのか？

　ちゃんとした大人という風なのは、最初の刑事ぐらいだった。けどソイツだって玄関扉を塞ふさぐように立ったまま、警官たちのやりたい放題を黙って見ている。

　制止する者のいないまま、警官たちは無邪気に俺を取り囲んで蹴りを入れ続けた。

　だが痛みに朦もう朧ろうとしながらそれでも俺は、何とか立ちあがろうとする。情けない限りだがしかし、こんなザマでもありすの逃亡時間を稼ぐ足止めにはなっているのだ。

　最後まで抵抗してやろうと、何とか身を起こしたその時だった。俺を蹴っていた警官の一人が、悲鳴をあげて後ろ向きにひっくり返る。

「!?」

　ありすが一番奥側にいた一人を、背後から腕をかけて投げ飛ばしたのだ。

「……逃げろって言ったのに！」

　口では毒づきながら――しかし俺おれはどこかホッとしていた。

　そしてすぐに、それがいかにその場限りの愚おろかな安あん堵どか気づかされる。

　玄関で俺を取り囲んでいた警官たちの手足に現れた『表情』が、ありすを見た途端、ブワッと気持ちの悪いものに変わったのだ。

　それは強固で巨大で――これまで俺が見たこともない、理解不可能な感情だった。

　彼らは互いに目配せをし、五感と意識を最大限に集中する。全身への力の入り方が、俺を『悪ふざけで』ボコっていた時と全然違う。

　コイツらの本命は、あくまでもありすなのだ。

　――いやもちろん警察なのだから、そうに決まっているのだが。

　その様子は、警官の持つべき使命感とか、そういうものとは全然違っていた。

　彼らはありすのことを、殺人犯などよりももっと恐れている。そしてその上で、立ち向かおうと勇気を振り絞っていた。それはバカバカしいぐらいに大おお袈げ裟さな感情で、まるで命がけで悪魔でも討ち滅ぼそうとするかのような『表情』をする。

　次の瞬間、玄関から入ってすぐの食堂室ダイニングで、ありすと警官たちの乱闘が始まった。

　まずは警官が繰り出した空手らしい正せい拳けん突きをよけて、ありすは見事な掌しよう底ていを相手の顎あごに叩たたきこんだ。

　先ほど投げ飛ばされた一人が起きあがり、ハイキックを放はなとうとする。それに対してありすは同じ『蹴けり』で応じた。スーツスカートが太ふと股もものつけ根までひるがえったかと思うと、一瞬早く相手の側頭部を蹴りつけて相手を吹き飛ばす。

　そこからさらに懐ふところへ飛びこみ、とどめの肘ひじを相手の鳩尾みぞおちに打ちこんだ。

　――ふらつきながらようやく立ちあがった俺は、壁によりかかりながら警官四人対ありすの格闘を呆ぼう然ぜんと眺めるしかなかった。

　ありすは狭い室内で、自分の体の小ささをうまく生かして、四人を相手にうまく立ち回っている。

　しかし異様なのは、警官たちの側の全く怯ひるむことのない様子だった。

　ありすから確実にダメージを食らっているはずなのに、彼らは痛みをものともしないで再び――いや、何度でも飛びかかっていくのだ。気がふれたかのような熱狂状態で、四人全員の目が血走っている。

　一方のありすは攻撃をガードする腕がすぐに腫はれ上がり、あっという間に限界が来ているようだった。ただの野蛮な体力勝負につきあわされ、蓄積されたダメージで足元もふらつき始める。

　そしてついにありすの肩口に、相手の正拳が一発入った。

　顔をしかめ――もう腕が上がらないありすに向かって、警官たちは奇声を上げてさらに詰めよる。

「やめろ、女だぞ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　だが駆け寄ろうとした俺おれは、いきなり後ろ向きに引っぱり倒されて、再び尻しり餅もちをついた。

　振りむくと玄関扉をガッチリ固めていた背広姿の中年刑事が、倒れた俺の上に乗っかってくる。そして腕に関節技をきめられ、全く身動きできなくされてしまう。

　そのあいだにも容赦なく突きだの蹴けりだのを食らっていたありすは、ついに警官たちに取り押さえられた。

　――だがコイツらが信じられないようなことを始めたのは、そこからだった。

　まず三人がありすの腕と足を押さえて完全に動けなくし、四人目がポケットから透明の液体が入ったビンを取りだした。ソイツは奥の居間リビングのソファからクッションを持ってきて、そこにビンの中の液体を垂らす。

　部屋中にシンナー臭い薬品の匂においが立ちこめた。

　ありすを取り押さえた警官たちは苦笑しながら、あいた手で自分の鼻を押さえる。

「……ちょっと待てよ！　何やってんだ!!」

　しかし怒鳴った俺の声など無視して、警官はベチャベチャになったクッションでありすの顔を押さえた。

　ありすの方は首を振って、体中でジタバタと暴れ、思いきり抵抗する。ストッキングの破れた足を力の限り振りまわし、ついには足元を押さえていた警官へ一発蹴りを入れるのに成功した。そのまま一気に体をひねって背後からの拘束もふりほどく。

　四人の警官たちと距離を取ったありすは、油断なく身を屈かがめて相手を睨にらんだ。

　――しかし、そこまでだった。

　ありすは真っ青な顔のままそこから一歩も動けず、さらに身を屈かがめた。

　フロアリングの床に手をつこうとして失敗し、肩から床にぶつかる。そしてその場で嘔おう吐とした。

　警官たちはありすが吐き終わるのをわざわざ待ってから、汚いものを触るように床から引きずり起こす。そしてさらにもう一度、薬品がしみこんだクッションを押しつけた。

　ありすの頭が力なくゆれて、しかしそれでも逃げようとする。

「止やめろって言ってんだろ！」

　どう考えてもコイツらのやってることはおかしかった。しかし俺おれの上に乗った刑事が、靴で頭に蹴けりを入れてくる。

　ありすは最後まで体中を使って抵抗していたが、やがて涙の浮かんだ薄目を開いたまま、グッタリとして動かなくなる。

　それを確認すると警官たちは、またしても異様な行動に出た。

　ありすを仰あお向むけにして腹の上で指を組ませると、わざわざ四人がかりで、丁寧に肩の上に担かつぎ上げたのだ。

　彼らは誇らしげに胸をはり、堂々としていた。そして無言のまま、ありすを見えない棺ひつぎに入った死者ででもあるかのように運んでいく。

　捕まえる時はあれだけ無む茶ちや苦く茶ちやをやっておいて、今度は貴重なものを運び出すかのように、ありすを丁寧に扱っていた。

　その一連の様子はまるで――身も蓋ふたもない言い方をすれば――新興宗教の儀式か何かのようだった。

　俺が全くその行動原理を理解できずにいるうちに、彼らは部屋の外へとありすを運び出す。そして俺を取り押さえていた刑事が、ようやく俺の腕を放はなした。

　この中年の刑事だけは俺と同じく薄気味悪いという『表情』で、若い警官たちの様子を見送っていた。だがだからといって俺に何かを説明するわけでもなく、無言で部屋から出ていこうとする。その肩を俺は必死で掴つかんだ。

「待てよ!!」

　だが返ってきたのは言葉ではなく、代わりにパンチが飛んでくる。

　それをモロに食らった俺は、吹っ飛ばされて玄関の壁にぶつかり、その場に崩れ落ちた。

　再び起きあがれないでいるうちに、マンションの外で車のエンジン音がする。

　サイレンを鳴らすでもなく、ありすと警官たちを乗せた車の音は走り去っていった。



　体中の痛みを押し殺し、何とか立ちあがった俺がまず真っ先に向かったのは――理不尽な話だが警察署だった。

　夜の中に沈む背の低い四角い建物――六ろく道どう辻つじ警察署は、明かりの残る窓もあったが一階はすでに業務を終えて真っ暗で、受付だけが煌こう々こうと電灯に照らされていた。

「大丈夫かぁ、君。ケンカかあ？」

　受付窓口に一人だけいた当直らしい気の良さそうなオッサン警官は、ボッコボコの俺おれの顔を見た途端、心底心配そうに言ってくれた。

「……大丈夫です」

　俺は俯うつむいたまま、床を睨にらんで小声で答えるのがやっとだった。

　本当は体中が痛いし、口の中が切れて喋しやべりにくい。

「あー、ここは安全だから。事情もちゃんと聞くし。――まずここに、住所と名前を書いてもらって――」

　そう言ってオッサン警官はボールペンと相談受付用紙の挟まったクリップボードを渡してくる。俺はそれを受けとって名前を書きながら、まだボンヤリとしている自分をようやく自覚した。別に俺は、暴行を受けたことを相談するために警察に来たわけではない。

　手を止めると、目の前にいる受付の警官に聞いた。

「逮捕された夜や須す礼らいありすは、どうなるんですか？」

「え、誰だれ？」

　警官はポカンとして聞き返した。

　俺は周囲の壁を見回した。よくある指名手配犯のポスターにありすの顔写真でもないかと思ったのだが――そんなものはなかった。

「……高校生が刺殺された事件があったじゃないですか。その犯人です」

「あー、ああ！　どこかで聞いた名前だとは思ったんだ！」

　全く緊張感などなく「やっと記憶が繋つながった」という顔で警官は笑った。

　しかし……その様子は、俺にとってはますます奇妙だった。

　ここはこの六ろく道どう辻つじ町で唯一の警察署だ。

　あとは駐在のいる交番がいくつかあるだけで、警察としての業務はここで集中してやっていることになる。

　つまりありすが逮捕されたのなら、まずここに来るのが当たり前なのではないのか？

　なのに――殺人容疑者逮捕というそこそこの大事件を、警察署にいた警官が知らないなどということがありえるだろうか？

　――いやそもそもあの刑事たちは俺に、ドラマでお決まりの警察バッジとか見せたか？

　もちろんそんなもの、俺は見ていない。

　しかしそうすると……どうなる？

　最初から警察官としてはおかしな連中だと思っていたが、これって実は手のこんだ誘ゆう拐かい事件なんじゃないのか？　しかし、何のために？

　――何なんだ、この状況って。

「あ、岸きし田ださん!!」

　目の前の警官が急に愛想よく、俺の背後に向かって言った。

　その声の大きさに驚いて、思わず振りかえった俺は――椅い子すの上で小さく震えた。

　受付窓口の隣には階段がある。その手すりの上からケータイを耳に当てた安背広の男が、顔だけ出して俺おれを見おろしていたのだ。

　――俺の部屋に来た刑事だった。

『面倒なガキが……。空気読めよ』

　突然耳の中に、刑事の声が響き渡る。

『いっそあばらぐらい折っときゃ良かったか――』

　刑事のジットリとした暗い視線が、俺の右脇わき腹ばらを這はい回るように移動していく。しかし俺はこの異常事態に、脂あぶら汗あせをかいたまま全く反応できなかった。

　一方の刑事は、無表情のままケータイをしまうと、口では全く別のことを言う。

「これからメシ食いにいこうと思ってたんだが。――彼はどうしたんだ？　酷ひどいケガだ」

　刑事の目が『余計なこと言うなよ』と、俺を牽けん制せいしてくる。

　そんなことも知らぬげに、気のいい受付の警官は笑った。

「ケンカですよ！」

　勝手に断定され、俺は受付のオッサン警官をビックリして振りむいた。

『よしよし面倒臭いの押しつけられる間抜けが来た』

　またペラペラと、頭の中に勝手な声が響き渡る。

　俺はそれがあまりにもうるさくて、醜しゆう悪あくで――思わず両耳を押さえた。

「若いうちはいろいろありますから。詳しいことはこれから聞くところなんですが――」

　そんな声が押さえた手の向こうからくぐもって聞こえた。

　だが頭の中の声は、全く関係なしにガンガン響く。

『これでやっと仮眠取れる。うまくやらないとなあ――』

　遮さえぎることができない。――だがそれも当然だった。

　要するにこの声は、俺が相手の『表情』を読んで勝手に作り出している幻聴なのだ。

　俺はこの状況に怯おびえている。

　だから感覚が極端に鋭敏化していて、勝手に大量の情報を集めている。しかしその量が多すぎて、脳が処理しきれないのだ。その結果、視覚と聴覚の区別がつかなくなり始めている。俺の命の危機を守る、防衛本能のようなものだ。

　だがそれは同時に、普段ならばある程度できていた情報の選別と遮しや断だんが、全くできなくなっているということだった。全てが頭の中に流れこんでくる。目にしたありとあらゆる悪意が、俺に向かって勝手に語りかけてくる。

　つまり――俺が中学の時、廃人寸前まで行った時と、全く同じ症状だった。

　心拍数がどんどん上がり、脈の音まで耳の中に轟とどろき始める。血圧が上がって、こめかみが痛くなる。

　なのに俺はこの二人から――俺の命に危機をもたらす存在から――目を逸そらすことができない。

「ケンカと言ってもな……大丈夫なのか？」

『痩やせ犬みたいな顔しやがって、気色の悪い』

「――いやはやどうも、ほっとくわけにもいかんな。俺おれも交ぜてもらおう」

　刑事は冷たい顔のまま、本心とは全く別のことを言う。

　俺の肩を無遠慮に叩たたいて、受付のオッサン警官は頼もしげに言った。

「恐こわがらなくていいよ。制服を着てないから分からないだろうけど、この人は――」

　だがその時にはもう、俺は跳びあがるように椅い子すから腰を浮かし、刑事が下りてこようとする階段の隣――警察署の出口に向かって突進していた。

「どうしたんだ君！　――話を聞くだけだ、落ちついて」

　まるで棒読みの――硬くて冷たい刑事の声が、背後から追ってくる。

　階段を駆け下りた足音が俺に追いつこうとする。

　危機感と恐怖心から耐えきれなくなって、俺は背後を振りかえった。

　追ってくる刑事は俺の顔ではなく足元を見ている。自分と俺との距離を測はかっている。

『足が絡まった風に、蹴けりの一発でも入れりゃあ――』

　頭の中で、一際大きな声が響いた。

　刑事が歩幅を変えて体を捻ねじり、俺の足を払おうとする。俺は小さくジャンプした。刑事のつま先は空を切り、一方の俺は警察署の扉に肩から激突した。

　しかし構わず、俺はそのまま扉を開け、外の闇やみの中へと逃げ出した。

　背後からは忌いま々いましげな舌打ちの音が、確かに聞こえた。



    

  
    
      

　第七章　全ての片へん理り



　警察署を飛び出して刑事を何とか振り切った俺は、六ろく道どう辻つじ町の夜景が見渡せる裏山の遊歩道に来ていた。

　ここは道が迷路のように細く分岐しているので、追手がかかっても撒まきやすい。そもそも道が細いので、車で追跡される心配もない。いざとなれば木立に飛びこめば、隠れる場所はいくらでもある。遊歩道を照らす明かりもポツポツとあるだけで薄暗いのも助かる。

　――そのことを何度も確認して気を静めながら、道を行ったり来たりして、俺は人を待っていた。ケータイを使って、生徒会長の山やま咲ざき片かた理りをここへ呼びだしたのだ。

　程なくして背の高い、胸がデカくて髪の長い人影が、道の向こうからやって来る。

　そのシルエットから片理だとだけ確認すると、俺はできるだけ相手を見ないようにしながら、早足で彼女の元へ向かった。そして一気に話す。

「夜や須す礼らいありすが警察に連れていかれたんだ。それが何か強引な手口で、でも警察署の警官が何にも知らなくて――」

　片理はなぜか無言だった。

　しかし今は片理のそんな様子に構っている余裕はなかった。一刻も早く、この異常を伝えなければならない。

「本当に全部、本当のことなんだ！　本当に警官に連れていかれたんだ。でもただの逮捕に薬品まで使うって、明らかに変だろ？　なのに刑事は平気で嘘うそをつくし、警察署にいるし。誰だれかと電話で話してて俺おれが来たこと知ったみたいで！　おまけに俺まで――」

　だが俺は途中で、喋しやべるのをやめた。片かた理りがなぜか強い力で、俺の手首を握ったからだ。

　俯うつむいていた俺は相手を見上げる。

　それは間違いなく片理だったのだが――その顔は今まで見たこともないほど硬く、暗い。

「何だよ放はなせって――」

　しかし、いやそうではない――と、俺は混乱した頭で必死に状況を再確認する。

　違うのだ。

　俺の方がいつのまにか、片理のＴシャツの裾すそを掴つかんでいたのだ。

　だから片理は俺の手首を掴んだ。そして無言のまま力をこめて、俺の手を自分のシャツから引きはがす。

「あ……」

「えらく男前になったなあ、お前！」

　片理が冷たい声で言う。

　そしてようやく俺は、もうずっと自分の気が動転していたことに気がついた。

　いや実際、冷や水をぶっかけられたような気分だった。

　血の気が引く。

　頭の中がパニックになってしまっていた俺は、とにかく『今できることは何だ？』と考え、こんな夜更けに片理を呼びだしたのだ。

　しかしなぜ片理だったのか？

　何のことはない。

　俺は他に知り合いなどいなかったからだ。

　ケータイには片理の電話番号しか登録されていなかった。

　――ただそれだけの理由で呼んだのだ。

　だが俺と片理の関係性は、そういうものではない。

　コイツは友達か？　違うはずだ。

　俺の方が一方的に断絶し続けてきたのだ。

　それを急に困ったことができたからと、ピーピー言って泣きついて、呼びだして、頼ろうとしているのだ、俺は。

　しかし俺のことなど、片理にとっては知ったことではない。

「あの、ごめん。こんな時だけ呼びだして……」

　必死で考えるのに、焦っても焦っても言葉が見つからない。

「……でも俺は、他に誰も頼れる人間がいなくて、だから――！」

「うるさいよ、黙れバカ！　ああ本当にムカつくなあ、お前！」

　直後にポカン！　といきなり頭をしばかれる。

「そーゆーコトじゃないんだよ！　このバカチンがぁ!!」

「……最後のモノマネ必要か？」

　しかし無視して山やま咲ざき片かた理りは、俺おれに指を突きつけた。

「お前がそういう勝手な奴やつだなんてのは、こっちは分かってつきあってんだ！　私を見くびるな!!　そしてどんなことがあっても、男が卑屈になんてなるな！」

「片理……」

「悠ゆう木き葦あし人との方から私に電話をしてきて、会ってみればボロボロになってて、そういう状況で！　何かとんでもないことになってるなんてのは、私には全部分かっている。そういう時は黙って私を頼れ！　まかせろ！　その上で、だ!!」

　片理は一息置くと、イライラしたように言った。

「……お前の言ってることは、さっきからさっぱり理解できない。そしてキモイ！　ちゃんと落ちついて順番に説明しろ！」

　片理の言うことは全くの道理だった。

　俺は改めて最初から説明を始める。

「……………………」

　しかし声が出なかった。

　気がつくと俺は、ポロポロと泣き出してしまっていた。



　自販機で缶コーヒーを二つ買ってきた片理が、その片方を俺に向けて放ほうった。

　キャッチした俺は後悔する。

　すごい熱い。

　何とか指先で持ってプルタブを引き、一口飲むと、俺は大きく息をついた。

　で、口の中が殴られて切れてたのを思い出した。超痛い。

「落ちついたか？」

　声を振りむく。腰に手を当ててコーヒーを飲む片理は、改めて見るとジーパンにデカいＴシャツという何かラフな格好だった。

　だがその姿を見ても、もう頭の中に声が響いたりはしなかった。

　それぐらい俺は、安あん堵どしたのだ。――頭を冷やしたら何か元に戻った。

　だから俺は落ちついて、順を追いながらこれまでの経けい緯いを、片理にもちゃんと分かるように話し始めた。

　実は俺が殺人容疑者である夜や須す礼らいありすを匿かくまっていたこと。

　カフェで片理も会った彼女が、そうであったこと。

　そして警察が来て、それが何か妙な連中で、ありすを強引に連れ去ったこと。

　その中の一人は本当に刑事だったのに、実際はありすは逮捕されていないらしいこと。

　――俺が話している間、片理はずっと「あー」とか「んー」とか大声で挟んでくる。黙って人の話を聞くのができないのだ。この女は。

　そして何とか最後まで聞き終えた彼女は、開口一番こう言った。

「まいったね」

「ああ……」

「お前は本当に、どうしようもないアホだな」

「分かってる……」

「分かってないっての！」

　片かた理りは自分の言った言葉通り、まさにアホを見る目でベンチに座った俺おれを見おろす。

「お前のケータイ、その『変な連中』に盗聴されてるぞ。会話内容が筒抜けだ。少なくとも通話履歴ぐらいは監視されてる」

「な、そんな、まさか――！」

　俺は慌あわててポケットからケータイを取りだして開く。

「見て分かるのか？　アホか？」

　俺は歯ぎしりして、ケータイを再びポケットにしまった。

「でもどうして分かるんだよ……？」

「理由は歩きながら話そう」

　片理はそう言うと、急にテクテクと遊歩道を歩いていってしまう。

　俺は慌ててベンチから立ちあがり、あとを追った。

「待てよ！」

　どうにか片理に追いついた途端、片理は横目で視線を送ると、小声で言った。

「――尾行されてる」

　俺はハッとして、耳をすました。

　確かに数百ｍメートル後方を、ずっとついてくる足音がある。

「振りかえるなよ。まだ『後ろの人』を撒まく段階じゃない。しばらく泳がせる」

「いつからつけられてたんだ――。いやどうして俺がここにいるってバレて――」

「私が尾行されたからだな！」

　片理は得意げに親指を立てた。

「お前なあ……」

「どうして私が尾行されるんだ？」

「ああ……そうか」

　俺は口ごもった。

　まだ頭の中がガチャガチャしているらしい。

　要するに俺がケータイを監視されているのに気づかず、片理に電話をかけたからだ。

　片理は目を細めて言う。

「……まあ、いま後ろついてきてる奴やつのことなんて、どうでもいいんだ。使いっ走りだろう。一番の問題は『夜や須す礼らいありすをさらった連中』が、警察権力にすら介入してるってことだ。それどころか警察が、殺人容疑者の所在まで掴つかんでいながら、逮捕もせず、黒幕の指示に従ってどこかに連れ去った――」

「ああ……」

「本当に分かってるか、葦あし人と――？　これは単に、悪いヤツがお友だちの刑事サンに手伝ってもらってワーイ、って話じゃないんだよ。――夜や須す礼らいありすは、もう二度と社会に出てこない前提で物事が進んでる。……かなり命が危ない」

　片かた理りの言葉に、俺おれは今さらながら呆ぼう然ぜんとした。

　いや確かにもうすでに、無む茶ちや苦く茶ちやなことは起きているのだ。

　しかし一人の人間があんな強引に誘ゆう拐かいされて、しかも誰だれにも止められず、殺される？

「そんなことが法治国家で許されるわけないだろ……」

　――俺はまだ、そう思ってしまう。

　しかし片理ははっきりと横へ首を振った。

「この六ろく道どう辻つじ町からは毎年、失しつ踪そうや自殺、病死という名目で数十人の生徒が消えてること、お前知ってるか？」

「いやそんなのは――。ただの噂うわさだろ？」

　そういうのがいかに簡単に、無責任に組みあがっていくのか、俺はありすの件で嫌ってほど見てきた。

　しかし。

「――この数字は私が自分で調査した事実だ、葦人」

「調査って……。いや、でも……」

　落ちつこうと俺は思った。片理の言うことはいつだって、基本、極端なのだ。

「……俺が東京にいた時だって、何だかんだでそういう不幸な話の一つや二つはあった。六道辻みたいな――極端に学生だけが多い町なら、実は平均的な数字なんじゃないか？」

「じゃあそれが例えば、入院期間の全くない突然の病死ばかりだったらどうだ？　本人が失踪の理由も痕こん跡せきもなく、突然いなくなったとしたら？　そういう不自然な死や失踪が、全く捜査されることがなかったとしても？」

　俺は反論できなかった。

　そんなのは片理の決めつけだと、普段だったら言えただろう。

　だが実際、六道辻の警察署はもう随分前からありすのことを追っていないようだった。

　受付の警官の反応は、全くそんな感じだった。

　おそらくあの刑事がそうなるようお膳ぜん立だてをしたのだろう。連中がありすを連れ去るのに、邪魔になるからだ。

　そういうことが、六道辻では実際にできるのだ。

　歩きながら片理が言った。

「去年、私のルームメイトが突然自殺したんだ。その日まで溌はつ剌らつとしていた彼女にしては、明らかに不自然な死に方だった。理由がない。私は他人の手が絡んだ事件だと思った」

「……それで？」

「警察は全く調査せず、遺書もないのに自殺だと断定した。私は確かな証拠を探そうとして、でも失敗して。だけど代わりに六道辻町ここが何を目的とした場所なのか、ようやく気がついた」

「どういうことだよ……？」

「――ここは政財界が、その存在を世間に知られたくない『ワケあり』の子供たちを、隔離しておくための場所なんだ」

「いや、そんなのはお前の――」

　しかし俺おれはまたしても、途中で続ける言葉が見つからなくなった。

　片かた理りの言っていることは現実味が皆無だが、しかし少なくともまず『俺』と『ありす』には当てはまるのだ。

　そして俺は他の人間のことなんて、まるで何も分かってない。

　いま隣にいる片理のことすらだ。

「肝心なことはだ、葦あし人と。この町では誰だれでも全員が、平等に守られてるわけじゃないってことだ。――世間から隠したい人間がまずいて、その周りを、いなくなっても誰も騒がない人間が固めている。そしてその中から確実に消えていく人間が出るんだ。私はそれを、何とかして止めたい」

「…………もしかしてお前、だから俺のことマークしてたのか？」

　歩きながら、片理は頷うなずく。

「悪いがそういうことだ。お前、新入生の中じゃあからさまに変だったからな。そのうち何かが起こるだろうと思ってた」

「……」

「で、だ。これからお前はどうする、葦人？　私は力は貸せるが、今の状況に対する情報が、まだ全然足りていない。何をどうするのが最適なのか分からない。そして時間もない。今後のことはお前が決めるしかない」

「俺が決める……？」

　俺は遊歩道から見える、六ろく道どう辻つじ町の夜景に目をやる。

　学生用のマンションや寮が建ち並んだ町の光があって、その向こうには街灯もない真っ暗くら闇やみが山の方まで続いている。

　そんな中にただ一本だけ、ここと外界を繋つなぐ専用道路のオレンジ色のナトリウムランプの光の筋が続いている。だがこの光の小川は山の陰の端で掠かすれるように途切れる。

　ここは閉ざされた場所なのだ。

　俺のやりたいことは、俺が決めて、自分の力でやるしかない。救援は来ない。

「ありすを助けよう。――そのために俺たちで、この事件の謎なぞを解く」

「やりたいこととできることは違うぞ、葦人」

　なぜか急に――今度はたしなめるように片理は言った。

「まず状況を整理しよう葦人。この事件は今の時点で私には、何が何だかワケが分からない。同じように葦人も全く分かっていない」

　俺おれは頷うなずいた。

「そうだな」

「じゃあ夜や須す礼らいありすの居場所を突き止めるのは、かなり大変だ。――次に夜須礼ありすはお前の話によると、石いさ灰かい貴たか子こを殺している可能性がある。つまり彼女は社会的には、救いだすに値する人間ではないかもしれない」

　俺は頷いた。

「その認識でかまわない」

「さらにだ。時間がない。繰り返しになるが、助けると言ってもどこに助けに行ったらいいのかすら、私たちにはまだ分かっていない。しかし私の見立てでは今夜中に彼女を救出できなければ、全て手遅れになるだろう」

「俺も同意見だ」

「ならいい。最後に、相手は警察権力の一部すら操作できる。ゆえにこれ以上首を突っこむなら、私も葦あし人ともかなりの危険に直面することになる。っていうか、お前もうすでにボコボコだし」

「そうだな」

　俺は頷いた。

　頷いてばかりいる俺を片かた理りは睨にらんでくる。

「お前ちゃんと考えてるか？　解決策が見えないのにリスクだらけだぞ？」

「分かってる。でも俺たちはありすを助ける。そのために今夜中に事件の謎なぞを解き、ありすのさらわれた場所を絞りこむ」

　そう。絞りこむだけでいい。

　あとは俺が相手を『見極め』れば、誰だれも彼女の存在を俺から隠しきることはできない。

「――謎を解く対象は『今回の事件』。そして事件の鍵かぎを握っているのは『殺した』夜須礼ありすと『殺された』石灰貴子だ。この二人の接点はまず、芸術祭実行委員会。そこで事件は起きた。だからこの委員会について再調査したい。誰か関係ある知り合いっていないか？　お前、顔は広いんだろ？」

　片理は息をついて、ジーパンのポケットからケータイを取りだして開く。

　アドレス帳を見ているらしく、しばらくボタンを操作し続けた。

「――うってつけの子がいる」

「じゃあさっそく――」

「駄目だ」

　そう言うと片理はケータイを閉じて、再び元のポケットにしまってしまう。

「一つだけ、絶対お前に確認しておかなければならないことがある」

「何だよ……」

「ものすごく根本的な話なんだが、何で葦人は夜須礼ありすを助ける必要があるんだ？」

「……それ、今さら言う必要あるか？」

「当たり前だ」

「人一人が死ぬかもしれなくて、いま俺おれたちしかアイツを助け出す人間が――」

「そういう人道的な理由なら呼ばない」

「何でだよ！」

　ちょっとアタマにきだした俺に、しかし片かた理りは真剣な顔で言った。

「――お前ってさ。本当は、誰だれでも、何でも、どうでもいい人間だよな？　そういう奴やつだよな？」

　俺は息が詰まる。しかし片理はお構いなしで続ける。

「そんな奴の気まぐれに、私の大事な友人を巻きこむことはできない。――現に今だって私たちは、ワケ分かんない奴に尾行されてるわけだし」

　確かに尾行者の足音は、話しながら歩く俺たち二人のあとをずっとついてきている。

「これがもし、お前の中にあるモヤモヤをただ解消するためだけに協力しろって話なら、私は友人を紹介しないし、私自身もここで降りる。そしてお前にも『もう何もするな』と忠告して、さっさと帰れと命令する」

　片理は厳しく言い、改めて俺に聞いた。

「――何で悠ゆう木き葦あし人とは、夜や須す礼らいありすを助ける必要があるんだ？」

　俺は小さく深呼吸した。

　――俺自身が求めていること。

　それが本当は何なのか？

　ちゃんとしっかり、一生懸命考えてみる。

「…………なあ。俺って高校からの編入組だ。今年の四月に六ろく道どう辻つじ町に来たばっかりだ。いや、ばっかりって言っても、もう三ヵ月もたってるわけだが――」

「そうだな」

「で、夜須礼ありすは多分、俺がこの町に来てできた、最初の友だちなんだ。――だから俺はどうしても、アイツのことを助けたい」

　全く変な話だった。

　俺はありすのせいで、いろいろ相当、酷ひどい目にあっている。

　アイツと過ごした日々は楽しかったが、もう元には戻らないだろう。

　それなのに――だからこそ友情を感じて、俺は助けに行こうとしているのだ。

　本当にその想いだけで、今は動いている。

　そして、俺の答えを聞いた片理は納得したように、深く頷うなずいて笑ってくれた。

「やっぱ葦人って、相当キモイよな……」

「……お前さ。そういう人に言わせといて梯はし子ごはずすパターン、ホント好きだな」

「出た！　そうやって褒ほめて喜ばせて、上げてから落とすヤツ？」

「まず褒めてねえよ。バカなのか？」

　言い争いながら、片理が目配せして、アキレス腱けんを伸ばす。

　俺おれは軽く肩を回しながら、手首を振る。

「――じゃあま、行ってみるか！」

　片かた理りの言葉を号令に、俺たちは一斉にスタートダッシュをかけた。

　背後を静かに一定間隔でついてきていた尾行者の足音が、慌あわてふためいたように乱れる。

　その様子を背後に確認しながら、俺は目の前を全速力で飛ばす片理に向かって怒鳴った。

「お前、堂々とフライングしてんじゃねえよ！」



    

  
    
      


第三話 ◎「人はなぜ、人を殺してはならないのか？」



　第八章　勇気がなさねばならないこと



　俺が久く遠おん颯そう真まと出会ったのは、中学二年の冬だった。

　散々バカをやってた俺が、本当にどうにもならなくなっていた時期のことだ。

　親父が『新しい母親』として連れてきた、若い女。

　それが久遠颯真だった。

　……もちろん、今だったら分かる。

　親父は精神が不安定になっていた俺のために、再婚を決めたのだ。

　なのに俺は颯真に向かって、『アンタ、あんなオッサンがいいんだ？』と言い放はなった。

　そして颯真は――親父が止めるのも聞かず初対面の俺をフルボッコにした。

「――自分が不ふ甲が斐いないことを！　誰だれかがくだらないってことにして、勝手に納得しようとするな、男が！」

　颯真の言うことはいつも立派だった。

　そして行動は大人としてなんかダメダメだった。

　だがそんなこととは関係なく。結局。

　……俺おれはやっぱり、見ず知らずの赤の他人を母親と呼ぶのが気持ち悪かった。

　何でそんな決まりが人間には必要なのかと、颯そう真まに聞いた。

　俺の言葉に颯真は「うんうん。全く同感」と、真剣に不愉快そうな顔で答えた。

　――中学生だった俺は、それはそれでケッコー傷ついたのだが。

　だがとにかく「それなら友だちになろう」というのが、颯真の提案だった。

　それも「今は」とかじゃなくて。だから結局、颯真と親父は最後まで籍を入れなかった。

　俺の友だちの颯真は――強気で、頭が良くて、そのくせどこかまだ子供で、ニンジンがいまだに食べられない奴やつだった。

　そして友人を作れない事情を抱えている俺に、料理の仕方を教えてくれた人だった。

　俺に『できること』を作ってくれた、恩人だったのだ。

　――なのに俺は颯真を助けられなかった。

　中三の夏ごろから颯真は、病院通いしていた俺を仕事の帰りに車で拾って、家まで送ってくれていた。

　そしてある秋の日、そんな送り迎えの途中で俺たちの車は、居眠り運転をしていたトラックに対向車線から突っこまれた。

　後部席に乗っていたおかげで無事だった俺は、壊れた自動車から這はいだし、潰つぶれた運転席から颯真を何とか引きずりだした。

　しかし道はもう事故で無む茶ちや苦く茶ちやに渋滞していて、救急車なんて絶対にここへは来れない。

　だから俺は颯真を担かついで、病院に引き返すべく走った。

　颯真は背中で「がんばれ……、がんばれ……」「走れ……、走れ……」ってずっと言ってくれていた。

　何で俺が走ってるのか、颯真はもう分からなかったのだ。

　ただずっといつまでも励ましてくれた。

　なのに俺は間にあわなかった。

　……だから俺はもうあの時から、他の誰だれかのために走るなんてことは、やめたのだ。

　あんな思いをするくらいなら。

　そのつもりだった。

　でも、まだ間にあう。

　だから、今は――。



「……だが……まあ……ちょっと待て」

　肩でゼーハー息しながら、吐きそうな俺は何とか声を絞り出す。

「……速い。……お前……走るの速いよ……………………」

　目的地でケータイ片手に俺を待っていた片かた理りは、平然とした態度で言った。

「運動不足だな」

　そりゃまあ、そうなんだが。

「しばらく休んでろ葦あし人と。いま学生アパートにいるチーちゃん経由で、さっちゃんを呼びだしたところだ。あと三分もすれば来る」

　いや誰だれだよ……。

　ツッコミの声も出ない俺おれは、とにかく息を整えながら顔を上げる。

　視線の先には真夜中のグラウンドがあった。その向こうには六ろく道どう辻つじ高校の茶色のレンガタイルの校舎が建っている。

　つまり俺たちはもう夜遅くだというのに、自分たちの通う学校へ来ていた。

　程なくして暗い通学路の向こうから、懐中電灯を手にした誰かがこちらへと近づいてくる。その人影はもう一方の手に、小さな箱を持っていた。

「片かた理り先輩ですか――？」

　緊張した女子の声が、そう聞いてくる。

「変な時間にごめんね、さっちゃん」

　片理が手を振って返事をすると、影は小走りでこっちにやって来た。

　俺たちのそばにあった薄暗い街灯の下に現れたのは、何かおとなしそうでモジモジした感じの女子だった。

　――というか、どこかで見た顔だった。

「あれ？　そっちにいるの悠ゆう木き君……でしたっけ？」

「えっと……」

「Ｇ組の三み宅やけ錯さくです」

　そう言われて、俺はやっと思い出す。

「ああ！　ごめん。――制服じゃないから、すぐにイメージ繋つながらなくて」

　俺はバツの悪さに、変な言い訳までしてしまう。彼女は今回の事件のことで、最初の調査の時にいろいろ話を聞いた中の一人だった。

　彼女――三宅さんは死んだ石いさ灰かい貴たか子こと同じクラスで、あと同じ芸術祭実行委員に入っていたのだ。

　一方の三宅さんは、間近で俺の顔を見て小さな悲鳴を上げる。

「どうしたんですか、その顔。……ケガ…………してるんですか？」

　緊張する三宅さんに、片理が「あはは」と笑った。

「ケンカしたんだってさ。バカだよねえ。――で、さっちゃん。言ってた救急箱持ってきてくれた？」

「ああ、それで……」

　ようやく納得したように三宅さんは頷うなずき、片理の差しだした手に救急箱を渡す。「ありがとう」とそれを受け取った片理は、さらに俺へ放ほうってよこした。

「事情はおいおい話すよ。まずは行こう」

　片理はそう言って先に歩き出した。

　どうするのかと思ってあとからついていくと、片理は学校敷地のフェンスにあいた穴を捜しだし、そこを通って夜の学校敷地に潜りこむ。

　救急箱を持った俺おれと三み宅やけさんも、そのあとに続いた。

　校舎の入り口に辿たどりつくと、片かた理りはポケットから鍵かぎの束を取りだした。

　俺は驚いて聞く。

「待てよ、何だよそれ？」

「何って校舎のマスターキーに決まってるだろ？」

　片理が慣れた手つきで鍵をさしこむと、本当に鍵が回って扉が開いた。

「……何でオマエが、そんなモン持ってるんだ」

「生徒会長なんだから当たり前だろ？」

　当たり前じゃねえよ……。

　ともあれ、俺たち三人は学校の守衛に見つからないよう気をつけながら、片理の先導するまま忍び足でついていく。

　辿りついたのはパソコン授業で使っている教室で、この部屋の鍵も、片理が持っていた別のマスターキーで開く。

　中に潜りこんだ俺たちはすぐさま、静かに部屋のカーテンを全て閉めた。

　それが終わるとようやく一息ついて、部屋の隅にある一席の前に集まる。

　片理がその席のパソコンを起動している間に、俺は床に座りこんで救急箱を開けた。

　中からジェル入りの冷感湿布を取りだし、打撲傷の上からテープで留めていく。

「……そろそろ話せよ。こんなところ来てどうするんだ？」

「あー。さっちゃんさあ。死んだ石いさ灰かい貴たか子こって子とクラスで一番仲良くて――」

　それは知ってる。

「で、石灰ちゃんの授業用の個人パスワードを知ってるそうなんだ」

　三宅さんを振りむくと、彼女は暗くら闇やみの中で俺に向かって頷うなずいた。

「で、情報Ａの授業ってさ。みんな勝手にネットばっかやってるじゃん？　だからネットブラウザの履歴を見れば、彼女が何に関心持ってたかが分かる――って寸法だ」

「そんな安直な……」

「葦あし人と、我が家の古い言葉にこうある。『困ったらベタ』」

「……お前んちの伝承ってショボイな」

「あれ？　アカウントもファイルフォルダも削除されてる」

　作戦は速攻で頓とん挫ざした。

「すいません片理先輩。せっかく忍びこんだのに、私、何の役にも立てなくて……」

　なぜか三宅さんが謝る。そして片理は反省した風もない。

「大丈夫。葦人のせいだから気にしなくていいよ」

「何でだ！」

　だが、片理と三宅さんは息のあったコンビネーションで「しー」と人差し指。

　何か腹立つ。

　しかしまあ、どうこう言ってもしょうがない。俺おれは気を取り直す。

「ひとまず三み宅やけさんにもう一度、いろいろ質問させてほしいんだけど、いいかな？」

「はい」

　三宅さんは何か、申し訳なさそうに頷うなずく。

　迷惑かけてるのはこっちだっていうのに、何かすごくありがたい。こういうおとなしくてはかなげな子は、片かた理りやありすと二人だけでいる時と違って何か――和なごむ。

「あ、ところでさ」

　俺が質問しようと口を開いた途端、急に片理が思いついたように言う。

「そのさっちゃんの友だちだった、石いさ灰かい貴たか子こって子、どんな子だったの？　……いや何か、葦あし人とに聞いた話じゃイメージわかなくってさ」

「お前、ニュースとか見てないのか!?　そもそも俺が今回の事件のこと知ったのって、お前情報だろ！」

「生徒会長、そんなヒマない」

　……ひでえ。

「――てか、最近じゃテレビでもそのネタ全然やらないしさ。で、さっちゃん。その子の写真とか持ってない？」

「あ、大丈夫です片理先輩。ありますよ」

　三宅さんはケータイを取りだすと、急いでボタンを操作する。

「あの――この子、なんですけど先輩……」

　真っ暗な部屋の中に浮かび上がったケータイの液晶画面を見て、片理は「なるほど」と呟つぶやいた。そしてなぜか俺に回してくる。

　――いや俺はありすのこととか新聞で全部調べ直したから、写真見たことあるんだが。

　まあ、ひとまず受けとっておく。

　その写真は校門前で撮られたもののようだった。真新しい高校制服姿の石灰貴子が写っている。

　彼女は――俺が新聞写真で見た通り――おしとやかそうで、しかしりりしく、芯しんのしっかりとした雰囲気の顔立ちをしていた。人間的な意味で賢そうで、優しい目をしていて責任感がありそうで――人を支える抱擁力を感じさせた。

　演技ばかりで身の回りを固めていたありすとは、似ているようで実は正反対のタイプだったのではないかと俺は思う。

　ただこの写真は、新聞に載ったものとはまた違って、石灰貴子の全身が写っていた。だから俺の持つ『観察力』で、改めて石灰貴子について読み取れる『表情』があった。

「何か石灰さん、この写真撮った時――すごい落ちこんでた？」

　言いながらケータイを三宅さんに返す。彼女は驚いた顔で頷いた。

「ああ……はい。これ、貴ちゃんと会ったばかりのころだから、今年の四月の写真で。貴ちゃん、自分がＧ組なのがすごく不満だったらしくて……」

「ああ……なるほど。そうか……そうだよな…………」

　私立である六ろく道どう辻つじ高校では、付属中からの進学者も形式上は入学試験を受けさせられる。そしてこの入試試験の成績順で、高校一年の成績別クラス分けがあるのだ。

　Ｇ組っていうのは正直、なかなかキツい評価だ。

「貴ちゃんの家って、元は結構なお金持ちだったそうなんです……。けど。お父さんの会社が潰つぶれたとかで、生まれ育った家まで手て放ばなしちゃってて……。それを自分の手で取り戻すのが夢だって言ってました。だから自分の成績があんまりよくないことに、ションボリしちゃってて――」

「目標があると、なおさらしんどいよね。この学校のシステムって……」

　片かた理りが同情をこめて言う。しかし俺おれは目を細めた。

　この一連の話は、以前、三み宅やけさんに会った時には全く出てこなかった話だ。

　同じやり方でもっと何か――俺のまだ気づいていないことが掘り返せるかもしれない。

「あの、良かったらでいいんだけど――もっと最近に撮った写真ってないかな？　できれば一番新しい奴やつが見たいんだけど……ダメか？」

　それはつまり、石いさ灰かい貴たか子こが死ぬ直前の写真ということだ。

　――俺は無神経なことを言っている。

　緊張したように息を呑のんだ三宅さんはしかし、ためらいながらも頷うなずいてくれた。

「私も――思い出しちゃってつらいから、滅多に見ないんですけど……。だからって、メモリーから消しちゃうこともできなくて……」

　三宅さんはまたケータイを操作して、今回もまず、近くにいた片理に渡した。

「……何だか彼女、穏おだやかな表情してるね」

　片理の言葉に、三宅さんは小さく鼻をすする。

「殺されるような人じゃなかったのに……。本当に優しい、いい人だったんです……」

「……私もそう思うよ」

　片理は優しく三宅さんを慰なぐさめながら、俺にケータイを渡す。

　だが俺はそこに写った石灰貴子を見た途端、ケータイを取り落としそうになった。

「……これって」

　恐こわかった。

　そこに写った石灰貴子は、先ほどまでの印象をかなぐり捨て、殺意を漲みなぎらせた背筋も凍るような『表情』をしていた。何の前知識もなしにこの写真を渡されていたら、俺はコイツが真犯人だと、そう断言しただろう。それくらい凶悪な決意の『表情』を浮かべている。

　だがこれは、死んだ石灰貴子なのだ。

「どうしてそうなる……」

　呟つぶやいてみて、ハッと気づいた。

「これ、いつからだ――！」

　俺はケータイのボタンを操作して、日付を出す。そして写真の順を遡さかのぼった。石灰貴子の写真が次々に出てくる。

「あの、ちょっと。――さすがにやめてくださいよ、悠ゆう木き君！」

「いくら何でもマナー違反だぞ、葦あし人と！」

　すぐに片かた理りが手を伸ばして、三み宅やけさんのケータイを取りあげてしまった。

　だが何とか日付は確認できた。

「５月７日って何があった日なんだ？」

「葦人、オマエなあ……」

　片理が呆あきれたように言い、三宅さんも俺おれに対する不信感全開で、黙りこんだまま答えてくれない。

　しかし俺は必死に頼んだ。

「失礼なことしたのは謝る。ただ多分、ものすごく重要なことなんだ」

　片理は無言のまま、俺の非礼を詫わびるように三宅さんの方を見る。

　そして傷ついて黙りこんでいた三宅さんは、ようやく答えてくれた。

「…………５月７日って……多分ゴールデンウィーク明けの土曜日だから、貴ちゃんが倒れた日でしょうか」

　片理と顔を見合わせる。

　――何か出てきた。

　俺はさらに聞いた。

「どういうこと？　もっと詳しく教えてくれ」

「それが……私にもよく分からなくて。――貴ちゃん、ゴールデンウィークが終わっても落ちこみが抜けてなくて……。だから彼女を励ますためにショッピングに誘ったんです」

「どこに行ったの？」

「六ろく道どう辻つじガレリアです。あそこの一階って噴水と水路になってて、カフェテリアとかあるじゃないですか？　……そこで私たちお茶してて。そしたら、あそこにある大きなモニターを見てた貴ちゃんが、いきなりヒステリー起こして倒れて――」

「…………ヒステリー？」

　三宅さんは小さく頷うなずいた。

「貴ちゃん自身がそう言ってました」

「モニター見てってんだったら、てんかんの発作とかそういうのじゃないのか？」

　片理が口を挟んでくる。しかし俺は横に首を振った。

「いやヒステリーはヒステリーだろう……」

　何か心理的なストレスが原因なのだ。そうでないと彼女の感情の急変化が説明できない。

「その時、モニターにどんな映像が流れてたか憶おぼえてない？　何かショッキングなものだったはずなんだ」

「アホか葦人。ショッピングモールでそんなもの流すわけないだろ」

　片理がえらく真っ当なことを言う。三宅さんも頷いた。

　俺おれは考えこむ。

「何か……ニュースとか…………」

「あそこの大モニターは、そんな社会派じゃないぞ葦あし人と。町のもの知り博士である私が断言するが、ニュース流したことなんか一度もないな」

「私もあの……遊園地のＣＭ？　京きよう宮みやドリームユニバースだっけ？　それしか、記憶になくて……」

　三み宅やけさんの言ったことに、俺は呆ぼう然ぜんとしていた。

　確かに今のＣＭ攻勢が始まったのは五月のＧＷゴールデンウイーク明け――そのころからだ。

　そして夜や須す礼らいありすの敵は、京宮グループなのだ。

　だったらありすの隠れた友人であった石いさ灰かい貴たか子こも、京宮グループに何らかの想いを持つ者だった可能性は高い。いやだからこそ二人の関係はこの町で、学校で、秘密にしなければならないものだったのだ。――辻つじ褄つまはあう。

　俺は片かた理りを押しのけた。「何なんだよ……！」という片理のイラついた文句も聞かず、急いで起動中のパソコンを操作する。

　ネットで京宮ドリームユニバースのＨＰホームページを検索し、表示してみる。

　そこにはポスターなどで見たのと同じ図柄とともに『一年間の延期を経て工事再開』という告知が中央にデカデカと載っていた。このＨＰ自体がまだ作られたばかりらしく、他のページに行くリンクはない。

「葦人、これありすちゃんじゃないか？」

　急に片理が言って、俺はビクッとする。

　見ると片理が指さしたところにスタッフ名の一覧があった。

　その一つに『Ａｒｉｓｕ　Ｙａｓｕｒａｉ』と、ベタなローマ字表記でその名がある。

　役職は――。

「――Ｃｈｉｅｆ　Ｆｉｎａｎｃｉａｌ　Ｏｆｆｉｃｅｒって何だ？」

「財務部長だな」

「アイツが何で財務部長なんか……。いや財務部長って、具体的に何やるんだ？」

「さあ。お金に関することだろ？　――まあ遊園地の建設中なんだから、資金集めや土地買収をやってたってことになるのかなあ。でもさすがに十五歳で、長野の六ろく道どう辻つじにずっといるのにそれもないか。これ東京の遊園地だし……。となると、同姓同名の別人か？」

「アイツのややこしい名前じゃ、それもないだろ。形だけの役職って方がまだあるな」

　そう。何せありすの存在は、京宮グループにとっていろいろな意味で特別なのだから。

　――しかしそうなると、どんな可能性がある？

　俺が考えこんでいると突然、片理が背中に体をくっつけてきた。

「……ちょっ、何だよ？」

　コイツは背が高い上に、胸が無駄にデカくて重い。それが薄いＴシャツ越しに、ぐにぐにと当たってくる。

　しかし片かた理りは全くお構いなしに、俺おれの肩越しに手を伸ばして勝手にマウスを操作する。

「……いやこの遊園地、東京のどこなのかなと思って。六ろく道どう辻つじから往復するのに車で何時間かかるのかなーっと」

　片理がパソコンを操作をするたびに、俺の背中を柔らかい感触が上下する。

　文句を言ってもいいのだが――相手が片理だと馬ば鹿かにされそうだから言わない。

「…………っていうか、品川だって書いてあるだろ」

「品川って池袋の隣だっけ？」

　俺は無む茶ちや苦く茶ちやを言う片理に息をついた。

　その間に片理の方は住所をコピペして検索ツールバーに放ほうりこみ、ボタンを押す。

　画面が検索結果に切りかわって、一番上に縮小された地図が出た。

　その一つ下には、先ほどまで俺たちが見ていた京きよう宮みやドリームユニバースのホームページへのリンクが、閲えつ覧らんずみの紫色で表示されている。

　問題は三番目のリンクだ。

「何だこれ……」

　そこにあったのは『石いさ灰かい薬やく品ひん株式会社』という会社の名前だった。

「京きよう宮みや製せい薬やくじゃない？」

「石灰って……貴ちゃんの名字の――」

　後ろで画面を覗のぞきこんでいた三み宅やけさんの声が震える。



    

  
    
      



    

  
    
      　片かた理りはすぐに『石いさ灰かい薬やく品ひん株式会社』のリンク先をクリックした。

　しかしそのＨホームＰページ自体はもう閉鎖されたのか、エラーの文字だけ出て、真っ白にしか表示されない。

　もう一度、検索結果の画面に戻る。

「石灰薬品株式会社で検索してみてくれ」

　言うより先に、片理はもうその名前を打ちこんでいた。

　途端に、とんでもない情報が次々に出てくる。

　まず。

　石灰薬品株式会社は最近こそパッとしなかったものの、戦前には海外から薬剤を輸入して大成功した会社だった。だから東京に広大な土地を持っていて、そこに製薬工場、本社ビル、社長宅など――まあ言ってみれば全てがあった。大地主でもあったわけだ。

　それが去年の六月、製薬業界最大手の京きよう宮みやグループに乗っ取られた。

　直後に、当時の石灰薬品の社長は家族を惨ざん殺さつして、自分自身も首を吊つった。そしてちょうど中学三年の修学旅行に行っていた社長令嬢――つまり石いさ灰かい貴たか子こだけが難を逃れた。

　この事件から一年後、京宮グループは手に入れた石灰薬品から奪った土地を全て更地に戻す工事に着手し、その跡地に京宮ドリームユニバースという遊園地が建設される――。

「……そういうことなのか」

「いや、どういうことだよ？」

　聞き返してくる片理に、俺おれは答えた。

「一家心中があったのは夏げ至しの日――つまり石灰貴子が死んだ日のちょうど一年前。去年の６月22日だ」

「あ――本当だ。……え？　いや、だから？」

「――石灰貴子にとっては家族の命日だったんだ」

　そうなのだ。

　そしてその日を境に、終わったことと始まったことがある。

　俺はようやく全てを理解した。

　石灰貴子が、何をそこまで憎んでいたのか？

　そしてありすが何をしようとしていたのか？

　さらにはありすの邪魔をして、彼女を連れ去らなければならないのが誰だれなのか。

　――京宮の分家派。つまりありすの支援者だった連中だ。

　残る問題は、そこからどこまで絞りこめるか、だ。

　分家派の名簿を今から探して、該当者全員に当たっている時間は俺たちにはない。

「……なあ片理。この学校の教師か生徒で、京宮の分家の人間っていうと誰思いつく？」

「え？　……いやそんなこと急に聞かれてもなあ。――京宮って名字の人間だけで、うちの学校、二十人ぐらいいるぞ？　その中からさらに分家ってなると……。さっちゃん、京宮の誰が本家で誰が分家とか、そういう噂うわさって聞いたことある？」

「ちょ、ちょっとくらいなら……。でも私もそんな詳しくは…………」

　そう答えた三み宅やけさんは、さらに何か小声で呟つぶやき続けた。

　何だ？　と見守る俺おれと片かた理りに、三宅さんは恐る恐る、しかし意を決したように言う。

「あ……あの、でも片理先輩。それだったら京きよう宮みや――衝しよう次じ先輩かも……」

「それどういう人？　いやそれよりも、何で？」

　俺の質問に三宅さんは、自分の告げ口がばれないかと怯おびえるように、小声で答えた。

「……あの。衝次先輩。前から学校で貴ちゃんの周り、ずっとウロウロしてて。……ずっと見てて。でもだからって直接話しかけるわけでもなくて。……私は貴ちゃんのそばにいたから気がついて、そのこと言ったんだけど。貴ちゃん自身はあんまり自覚がなかったみたいで――」

「……ああ、あの京きよう宮みや衝しよう次じか！」

　ようやく思いだしたというように片理が手を打ち、苦々しい口調で呟く。

「アイツ、空手部の釜かま本もとたちとつるみだしてからチョットうざいよね」

　俺は立ちあがった。

「間違いない、ソイツだ。行こう――」



    

  
    
      

　第九章　アルカ奪還作戦



　――つまりはこういうことだ。

　京きよう宮みや製せい薬やくの乗っ取りを発端に一家心中があったのが、去年の６月22日――夏げ至しの日。

　そして身寄りの亡くなった石いさ灰かい貴たか子こはこの六ろく道どう辻つじ町に来た。

　おそらくは京宮グループ側が、マスコミから彼女を隠すために手回しして、六道辻に連れてきたのだろう。あまり石灰貴子のことがテレビなどで取りざたされると、京宮の企業イメージが悪くなる。

　そして彼女はここで、夜や須す礼らいありすと出会った。

　復ふく讐しゆうを誓うありすほど過激ではないにしても、石灰貴子にも目標が――三宅さんが言った通り、自分の生まれ育った家を京宮グループから取り戻したいという野心があった。

　だから二人は京宮グループの目を避さけ、『密ひそかな同志』となった。

　しかし今年の五月になって、石灰貴子の状況は急展開を迎える。

　それまで京宮グループが遊園地『京宮ドリームユニバース』の建設を目もく論ろんでいた土地は、凄せい惨さんな一家心中事件のあった場所――つまり事故物件として手つかずになっていた。

　だが、事件から一年を区切りとして、京宮は工事の再開を決定したのだ。

　これに先だつＣＭ攻勢が始まり、石灰貴子はそれを見てしまった。

　――取り戻そうと思っていた自分の生まれ育った家。

　家族の思い出であり形見であり、石いさ灰かい貴たか子こに残された全てであるそれが消える。なのに彼女は不ふ甲が斐いなくも、何もできないでいる。世間はこんなにも早く彼女の家族の死のことを忘れようとしている。あらゆることは京きよう宮みやグループの思う通りになろうとしている。

　――そうやって石灰貴子は、追い詰められていったのだ。

　さらに彼女は、同志であったはずのありすがこの事業に関かかわっていることを知る。

　おそらく石灰貴子は、ありすが京宮会長の隠し子であることを知っていた。

　ありすが京宮グループにとって特別な存在であることを理解していた。

　だからこの情報を真に受けた。

　ありすが本当は京宮本家に拾い上げられる予定で、その『箔はくつけ』のための地位を与えられたとでも想像したのだろう。そして『京宮ドリームユニバース』建設の障害になるかもしれない自分を、牽けん制せいするために近づいた――と、そう疑ったのだ。

　だから石灰貴子の中で膨ふくらんでいた焦しよう燥そうと喪失感は、身近なありすに対する疑いと恨み、そして怒りへと変化していった。

　これが相当のものだったことは、彼女の写真から俺おれが読んだ『表情』からも確かだ。

　こうして彼女は凶器を準備し、自分の家族の命日に決行日を定め、行動に移った。

　ありすに真意を問いただし、返答によっては殺害しようと考えたのだ。

　しかし、そうはならなかった。

　ありすは誤解を解くことに成功したのだろう。

　これは京宮グループが二人に仲間割れを起こさせる――そのために仕組んだ罠わなだと、説得することができたのだ。

　ただ結局、石灰貴子の人生はそこで完全に行き詰まってしまった。

　憎き京宮に生まれ育った家が取りつぶされるのは、もう翌日。

　だが石灰貴子はそれを、ただ黙って見ているしかないのだ。

　そして彼女は気がついた。

『自分がありすにぶつけるつもりでいた殺意は、本当は誰だれにぶつけられるべきなのか？』

　さらに彼女は名案を思いついてしまった。

　――自分がありすに殺されて死ねばいいのだ、と。

　ありすは――本人さえ知らなかった形だけの役職とはいえ、京宮ドリームユニバースの主要スタッフなのだ。

　そんな立場の人間が、建設用地の元所有者の娘を殺害した。

　こんなスキャンダルが起これば、工事はまた昨年と同じようにストップするだろう。

　さらにうまく行けば、トラブル続きでいつになっても完成しない――この大損害だらけの遊園地計画を、京宮グループは諦あきらめるかもしれない。

　そうなれば石灰貴子は、京宮から自分の家を守れるのだ。

　――少なくとも貴子自身は、自分の家が好き放題にされるのを見なくてすむ。

　だから彼女はありすと自分の二人だけの部屋で、自殺してしまった。

　……もちろんこれは実際のところ、石いさ灰かい貴たか子この中でしか筋の通っていない――本人だけが計画的なつもりでいる、ただの衝動的な自殺だったのだ。結局は。

　しかしありすは、同志であった石灰貴子の自殺を止められなかったことを悔いた。

　だから彼女は命がけで、貴子の乱暴な計画に乗ったのだ。

　何の準備もないまま、力ちから業わざで少しでも貴子の思った通りになるよう動いた。自分を誇張された殺人者に仕立てあげた。

　もちろん同時にありすは、自分の無実を証明する手立ても準備していたのだろう。

　だから彼女は世間が騒ぎだし、工事が停止するまでの期間だけ、潜伏していればいいと考えていた。

　だが全ての企たくらみは、ありすの身元を預かる京きよう宮みやの分家派――京きよう宮みや衝しよう次じにばれていた。

　そもそも夜や須す礼らいありすが何者かを知るのは、京宮の中でも分家派だけだ。そのありすの名が遊園地スタッフに無理やりねじ込まれているのだから、これも京宮分家派の仕業だったのだろう。つまり彼らはありすと貴子の密ひそかな繋つながりに、すでに気づいていたのだ。

　だから二人を仲違いさせる――ぐらいのちょっとした計画はしかし、彼らにとっても思わぬ展開を招き、京宮グループ全体にかなりの被害と影響を招きかねない事態へと発展しようとしていた。何より、京宮分家派が密かに進めてきた夜須礼ありす擁よう立りつの計画まで、京宮本家にばれてしまう可能性が出てきた。

　そこで――ありすの監視役なのだろう京宮衝次は、大事にならないよう、力ずくでこの事件を隠いん蔽ぺいしてしまったのだ。

　彼は顔の利く六ろく道どう辻つじの警察と――そしておそらく報道にも圧力をかけた。

　その結果、石灰貴子とありすが京宮ドリームユニバースに深く関かかわる人間であったことが、世間に明かされることはなかった。そして京宮ドリームユニバースの建設は、予定通りに開始されてしまった。

　事件隠蔽に成功した京宮衝次にとって最後に残った厄介ごとは、潜伏したまま今後どう出るか分からない夜須礼ありすだった。

　そこで彼は、あらゆる手を使ってありすの居場所を突き止めた。

　そしてもう利用価値のない――分家派に従う気がないとはっきりしたありすを、誰だれにも知られず闇やみへ葬り去るため、彼女をさらっていったのだ。



　三み宅やけさんを彼女の学生アパートまで送ったあと、俺おれは片かた理りにそう自分の推理を語った。

「……こんな話、三宅さんには聞かせられないだろ」

「まあなあ――」

「何だよ？」

　俺と片理は並んで歩きながら、京宮衝次のいる学生寮へ向かっている。

　そのいよいよ――というこんな時に、気のない返事をする片理に、俺は文句を言った。

「ありすと生活しながら、この目で見てきた事実を交えての推理なんだぞ？　少なくともこれで、ありすの行動は説明がつく」

「いや、お前の言っていることって、私は多分正解だと思うよ。――その上でだ」

　片かた理りは唇を尖とがらせる。

「……今回の事件ってありすちゃんと石いさ灰かいちゃん、どっちの方がよりロマンチストだったのかなあ、ってさ――」

「どういう意味だ？　――何か思いついたことがあるなら言ってくれ」

「……さあ、ね。まあ気にすんな。今は関係のないことだから」

　何か、ごまかされるし。

　代わりに片理は、俺おれの目の前で急にはしゃいだ声をあげた。

「お。葦あし人と、アレだろ、すごいな！　ちょっとしたホテルなみじゃないか！」

　そう言って指さしたのは、ようやく見えてきた目的地の高級学生寮だ。

　正面口にあるガードマン詰め所を笑いながら、片理はおどけた口笛を吹く。

　俺はため息をついて相手にせず、時計を確認した。

　時間は０時を回って、７月２日になった。

「……普通に『面会です』って言って入れる時間じゃないな。おまけに俺は顔が割れてるんだし。――居留守でも使われて、そのあいだに逃げられたら最悪だ。どうする？」

　俺の慎重な問いに、片理は実に気楽に答えた。

「定石通りだろ」

「何だよ定石って……」

「もしかして葦人は、まだ寮に侵入したことがないのか？」

「ねえよ！」

「学生の基本スキルだろうに。男としての努力ってモンが足りんねえ、チミは」

　片理は偉そうに言いながら、どんどんと学生寮の建物へ向かって歩いていく。

「――おい、待てって」

　しかし俺が小声で止めるのも聞かず、寮の垣根を越えて敷地に入ると、さらに建物の裏手に回りこんだ。

「ちょっと――！」

　ようやく追いついた俺に、片理は自信満々で言う。

「こういう『警備とか厳しいデスよ』って場所ほど、実は案外、いろんなトコが手薄なモンだ」

　そう言って一階の窓を、一つ一つ調べていく。すると片理の言う通り、５つ目の窓が不用心にも施錠されないままになっていた。カラカラ音をたてて開く。

「ほらね？」

「ほらねとか言われてもな……」

　困惑する俺の気も知らず、片理は開けた窓にさっそくよじ登った。

「よっと」

「おいちょっと！　いきなりかよ……」

「何事も、いきなりだ。チョロいもんさ！」

　片かた理りはヒラリとかっこよく窓枠を乗り越え、寮の床へと降り立つ。

　途端に騒々しいブザーの音が、建物中に鳴り響いた。

「葦あし人と、気をつけろ！　超高性能センサーだ！」

　いや――ただの防犯センサーだし。

「……お前が引っかかった時点で、俺おれにできることはもう何もねえよ」

「いいから早く来い！」

　片理が寮の中から手を伸ばす。俺もすぐ気を引き締め、その手を取ると窓枠に指をかけ、寮の廊下へと一気に飛びこんだ。

「待ちなさい、君たち！」

　廊下の奥からは、先ほどの詰め所にいたガードマンたちがすぐに姿を現す。俺たちを見つけ、こちらへ向かって猛ダッシュしてくる。

「こっちだ！」

　片理に言われるまでもない。

　俺たちは寮の長い廊下を、ガードマンが来るのとは逆の方へと走った。

　何事かと部屋から顔を出した寮生たちが、不思議そうな目で俺たちを見てくる。

　そんな連中を避さけて走りながら、俺は京きよう宮みや衝しよう次じの姿を探した。背格好の特徴は、片理からすでに聞いている。

　――しかしさすがにそこまで都合良くはいかない。

　やがて俺たちは通路を走りきって、吹き抜けのホールのような場所に到着した。

　ただそこで、前を走っていた片理がギョッとしたように立ち止まる。

　追ってくるガードマンたちの方を見ていた俺も、ホールを振りむいて舌打ちした。上の階から普段着や寝間着姿の学生たちが防犯ブザーに驚いて下りてきており、人だかりを作っていたのだ。

「ちょっとどいてくれ、頼むから――」

　言いながら片理は、まだわけの分かっていない寮生たちを手で押しのける。しかしなかなか前に進めず、ついにイラついたように叫んだ。

「京宮衝次はどこだ！」

　俺はハッとして、ホールにいる全員を見回した。

　この場にいる寮生たちの『表情』が、まるで信号のようにザッと変わっていき、ホールの一角にある通路を指す。

「片理、あっちだ！」

　もみくちゃになっていた俺を、寮生たちを乱暴に押しのけていた片理が振りむき――だがその途端、ホールに大声が響いた。

「待ちなさい！」

　わざわざテーブルに乗ってそう叫んだのは、ネグリジェを着て枕まくらを抱えた、ちょっとレトロなボブカットの美人だった。

　三年生くらいだろうか。大人びたシルバーフレームの眼鏡めがねが光る。

　その目がキッと俺おれ――ではなく、背が高くて目立つ上に、いろんな意味で有名人でもある片かた理りを睨にらんだ。

「学生寮長の白しろ金がねです。……何の騒ぎですか？　山やま咲ざき片かた理りさ――」

「寮長が何だ！　私なんか生徒会長だぞ!!」

「知っとるわ!!」

　噛かみつくように叫んだ寮長・白金さんは、大おお袈げ裟さにこめかみを押さえた。

「……健全な学生はもうみんな寝ているって時間に、一体何をしに来たのかしら？　この没落生徒会長フゼイが！」

「フゼイだと……」

　片理は白金さんをムギギ！　と睨み返し、スッと人差し指を向ける。

「いいか、よく聞け！　世界がピラミッド構造なら、寮長など最底辺！　そして、神ゴツドの上が生徒会長だ!!　民主主義なめんな！」

「お前のサジ加減じゃんか……」

　ボソリとツッコみを入れた俺に、片理が目線で『行け』と送ってくる。

　それで俺はやっとこのバカ騒ぎの真意に気づいた。

　片理は囮おとりになってくれる気なのだ。

　頷うなずき返した俺は、ジリジリと移動する。寮生の一人って顔で人ひと混ごみの中に紛れこむ。

　その間にも立ち尽くす寮生たちの向こうからは、寮長白金さんの金切り声が聞こえた。

「どの口でそんなことを言うのかしら？」

「ハァ？　言い負かされて逆ギレするくらいなら、寮長なんかさっさとやめちまえ！」

　……何か理不尽なことを言い返している。

　目的の通路に辿たどりついてからもう一度振りかえると、ホールの中央に置かれたテーブルの上で、白金さんと片理はついに取っ組み合いのケンカを始めていた。



　間接照明に照らされた薄暗い寮の自室で、京きよう宮みや衝しよう次じは舌打ちした。

　だだっ広い室内の片隅で、直立している空手部の手下四人に命令する。

「――どうせ岸きし田だから連絡のあった、カルン研の実験動物だ。掃除してこい」

　四人は一言も発することなく、衝次に一礼すると部屋から出ていく。

　残された衝次は忌いま々いましげに息をついて、背後を振りむいた。

　そこには金糸の刺し繍しゆうが施されたカーテンがあり、重厚な作りの椅い子すが一つ置かれ――手足を縛しばられて椅子に括くくりつけられたありすがいた。

「……こんな薄汚い女に、これ以上何の用があるんだ――あのドブネズミめ」

　口汚く罵ののしる衝次をありすは――意識こそ戻ったもののまだ調子の悪そうな真っ青な顔で、しかしいつものツリ目で挑発するように薄ら笑う。

「あなたのその気取った言い回しって、いつ聞いても本当に馬ば鹿か馬ば鹿かしいわね」

　だがそんなありすを、衝しよう次じは厚ぼったい唇で笑い返した。

「自分の状況が分かってるのか？　お前も、アイツも、どいつもこいつも！　――全くあのジジイ連中と一緒だ。勝負ってものがまるで分かっていない。本当に間抜けばかりで、イライラさせられる」

「分家派の末席でしかないあなたの立場で、長老会批判が許されるとでも思ってるの？」

「さあ、どうかな……？」

　衝次は壁際に置かれた花瓶のところまでゆっくりと歩いていくと、飾られていた花をまとめて引き抜き、床に捨てた。

「……何せあのジジイたちは、自分たちがお前に感謝されていて、お前が恩を返すために働いてくれると考えていたような間抜けな連中だからな。最初からお前がそんな気なんか全くないことに気づきもしない――俺おれの忠告に耳を貸さない、脳天気な奴やつらだ。そして」

　喋しやべりながらありすの元まで来た衝次は、花瓶の水を彼女に頭の上から浴びせる。

「お前は、お前の正体を京きよう宮みや本家から隠すために、俺がどれだけアゴでこき使われ、屈辱的なことをやらされてきたのか、まるで分かっていない……」

　縛しばられたままずぶ濡ぬれになったありすは、「ふう」と口元の水滴を吹き飛ばし言い返す。

「長老会があなたより、私の血筋と才能を買ってるってことでしょ？」

「いつまでそういう気でいるのやら……」

　京宮衝次はありすの減らず口に失笑する。

「お前の真意が京宮グループ全体への復ふく讐しゆうである時点で、お前の存在価値は分家派にとってゼロになった。そのことにようやくジジイたちも気づいた。――そして今のお前は自ら、社会的に失しつ踪そうしている状態だ。だったらこのまま誰だれにも知られずに消えてもらおう――というのが分家派全体の意向なんだよ。もうすでに」

「――――分家派が私を切るっていうこと？」

「何を今さら……。俺一人の独断で、ここまでできると思っているのか？　俺はいつものごとくジジイたちに命令されて、ゴミ片づけをしているにすぎない。そういうものだって知ってるだろうに。――ただ？　それだと俺の人生にはチャンスがない」

　思わせぶりな口調とともに手を打って、衝次はありすをジトリと見る。

「そこでここに俺の計画を一つ、上乗せしたいと思っている。お前にもう一働きしてもらおうってわけだ――」

　ありすはハッと気がついたように、衝次をきつく睨にらんだ。

「……まさか私に『アブセンス』を使う気？」

「はあ!?」

　衝次は大声を上げると、不穏な表情のままありすの元へ行って喉のどを掴つかみ、首を絞める。

「お前、いちいちムカつくな！　何度同じことを言わせるんだ！　お前自身に存在価値なんかもうないんだよ!!」

「……はな、…せ！」

「その高慢で面倒臭い脳みそなんか、薬品洗脳ケミカルウオツシユでぶっ飛ばしてやる。幽閉されて、一生ハッピーにヘラヘラ笑いながら、糞ふん尿によう垂れ流しで残りの人生送れ！　――ただその前に」

　衝しよう次じが手を離すと、ありすは咳せきこみ、あえぐように喉のどを鳴らしながら息を吸いこむ。

　その胸ぐらを掴つかんだ衝次は、ありすのブラウスの合わせ目に指をかけた。ボタンごと左右に思いきり引きちぎる。

「――ッ！」

　ありすの引きつった顔と、露あらわになった白い胸と腹を、衝次は愉快そうに見おろす。

「……何……よ!?　こんなこと!!」

　青白い顔のまま頬ほおを赤らめたありすは、縛しばられた手足で今さらもがく。

　その怯おびえにようやく満足いったというように、衝次は薄ら笑いで右手の指を臍へそに、さらにわずかに下へ滑らせる。

「敗北者の幸せな余生のその前に……だ。まずは俺おれへの謝罪と感謝の証あかしとして、この子宮を貸してくれないか？」

　衝次はありすを見て首を傾かしげ、ありすは最大限の侮ぶ蔑べつの表情で睨にらみ返した。

　わざわざその反応を確認してから、衝次はありすの腹の内側を握りつぶすかのように、五本の指先に力をこめる。



    

  
    
      



    

  
    
      「……っく！」

　ありすは身を震わせて痛みをこらえる。

　その必死な有様を見おろして、衝しよう次じはさげすむように言った。

「――お前のドブ川ぐらい腐れた血でも、俺おれの子供で京きよう宮みや光みつ貞さだの孫だ。ソイツがいれば、ジジイたちの企たくらみを引き継ぐのは俺ってことだ。それで俺の人生の辻つじ褄つまはあうんじゃないか？　――なあ、売女バイタの股またから出てきた肉にく屑くず？」



　俺は騒がしいホールをあとにして、走って通路を急ぐ。と、いきなり階段に辿たどりついた。

　それを駆けあがろうとして――しかし、上の踊り場から下りてくる人影に気がつく。

　全部で三人。

　いずれもガッシリと体格が良く、そして――ほんの数時間前に見た顔だった。俺の部屋に警官に化けて来た奴やつらだ。

　向こうも俺の存在に気がついた。

　しかし俺は――ソイツらへ向かって真正面から階段を上っていく。

　三人の方も俺を凝視したまま、不気味に無言でさらに階段を下りてくる。

　そしてまず先頭の一人が、俺の襟えり首くびを掴つかもうと手を持ちあげた。

　しかし俺にとっては見えていれば、どうということはない。

　――なぜなら。

　人間は自分自身では、判断と行動を一瞬で行っていると思っている。だがそれは、脳による補正機能でしかない。

　実際には意志決定から予備行動を経て、数秒かかって目的の行動に出ているのだ。

　この意志決定と予備行動が、体の『表情』として見えている俺には、相手の次の動作予測を行うことが難しくないのだ。

　だからこちらへ向けて素早くさしのばされた手を、俺は背を屈かがめよけた。

　空を掴んだ相手はすぐさま、俺の両肩に視線を走らせる。続いて『目標をもっと広く上着に変更だ』という『表情』を手足に浮かべた。

　だがそれも俺が階段の途中で、左に一歩移動するだけで空振りした。指先一つ触れることができない。

　胸ぐら掴むふりで――ベルトを掴み――体勢を崩したところで引き倒す――。

　全部お見通しで、さらに二秒ほどのタイムラグがあって、やっと相手の体は動き出す。

　ならば俺の方はその場で膝ひざを蹴けりあげるだけだった。

　素早く胸へ伸びた相手の手が急下降してベルトを掴もうとしたところで、勢いがついた俺の膝頭に激突する。

　突き指でもしたのか「グッ」とくぐもった声を漏らした相手は、一いつ旦たん後ろに下がろうとして――階段なので足を取られて、体勢を崩しそうになった。

　その結果、ふわりと浮くことになった右足を、俺は身を屈めて掴み、思いきり引っぱる。

　完全に体勢を崩したソイツは、その場でスッ転んだ。で、ここは階段の途中だ。

　相手はものすごいわめき声とともに、下へと転がり落ちていった。

　一階フロアまで転落したソイツは、足を抱えたままのたうち回る。

「痛いてぇ、痛ぇ！」

　なんか思った以上に酷ひどい結果になった。

　――ただまあ、仕方のないことかと思う。

　そう俺おれが薄情な気分で思っていると、完全に火がついた残りの二人が、階段の上から襲いかかってきた。

『――やったな!!』

　今度は相手を見ただけで、頭の中に声が響きわたった。警察署の時と同じだ。せっかく治っていたのに、この状況のせいで再発してしまった。

　だが俺はもう、慌あわてなかった。

　力と技で劣る俺がコイツらを倒そうと思えば、いつもの『理解』と『選別』のプロセスは邪魔だ。

　たとえ入ってくる情報にどれだけ精神を削られても、今はこのスピード感がいる。

　俺は真正面から相手の『表情』を覗のぞきこむ。

『顔に蹴けり、叩たたきこんでやる！』

　激げつ昂こうした声が頭の中に響いた。

　そこで俺は姿勢を低くして、軸足の方へタックルをかける――フリをする。

　慌ててよけようとした相手は足を踏みあやまり、階段に尻しり餅もちをついた。

　それに目を奪われた三人目の腹に、振りむきざま思いきりパンチを叩きこんだ。ただの力任せだったが、相手の体はちょっと宙に浮いた。

「……！」

　声もあげられず、青い顔で震えながら階段の上で膝ひざを折り、体を丸めて悶もん絶ぜつする。

『お前は――！』

　まだ無事な二人目が、階段に手をついて起きあがろうとする。その体重の乗った腕を、俺は思いきり蹴り飛ばして払った。

　ソイツは階段に顔から落ちて打ち、うめき声をあげる。

「なあ、京きよう宮みや衝しよう次じは何階にいる？」

　二人は殺されたって口を割らないという顔で、俺を睨にらんだ。

　――しかし無駄だ。

「二階か？」

　衝次の手下たちはより決意固く、ダンマリを決めこむ。

「……じゃあ三階か？　　……四階は？」

　そこで相手の『表情』が変わった。

「なるほど。協力ご苦労さま」

「ま、待てよ……」

　待たねえし。

　だが階段を上っていく俺おれに、青い顔をした二人は完全に戦意を失ったまま――それでも背後から掴つかみかかってくる。

　しょうがないので二人とも蹴けり飛とばして、続けざまに階段の下に突き落としてやった。

　俺もいろいろ覚悟を決めてやっていることだ。邪魔するってならこうするしかない。

　再び階段を上り、目的の四階に辿たどりついた。

　そこで新たな一人とバッタリ出くわす。

　コイツもすでに見た顔だった。――ありすに薬を嗅かがせたヤツだ。

　おそらくは片かた理りの言ってた空手部の釜かま本もとだろう。下にいた三人のリーダーだ。

『バカな……！』

　釜本は驚いた『表情』をしていた。

　あっさりとここへやって来た俺が、よほど意外だったのだろう。

　ただ一切無駄口は叩たたかない。そのまま裏拳を俺に放はなってくる。

　俺は身を引いてよけたが、これはただの目くらましだ。

　釜本はそのまま階段から退いて、廊下の方までバックステップで下がった。

　それを追った俺に向かって、すかさず三発、気合いの声とともに突きを打ちこんでくる。

　この攻撃をよけるのは、俺にとって造作もないのだが――釜本の足あし捌さばきは完かん璧ぺきで、一発一発のタイムラグが全くなかった。つけいる隙すきが見つからない。

　先ほどの三人に比べ、格段に強かった。

　――だがここまで極めてるなら、逆に！

　俺は力を抜いた左手を、背後へ引くようにして上げる。すると釜本は全くあさっての方向に、回し蹴りを放った。

　釜本自身がその空振りにキョトンとする。実際、周りから見たら意味不明だろう。

　しかし釜本は本当に、俺がそこへ移動すると思ったのだ。

　コイツはコイツで空手を極めていく中で、無自覚なまま相手の姿勢から次の動きを読めるようになってしまっている。原理的には俺が見ている体の『表情』と同じだ。

　――しかしだから、俺の繰りだすフェイントが通用する。

　釜本は間を埋めるため、すぐさま手刀で薙ないでくる。

　だが俺を正面に捉とらえられていないので、手を振りまわしてるのと変わらない。――そう釜本自身が思っている。当たるわけがない。

『何なんだ、コイツ。まさか俺が負けるなんてことは――』

　その可能性を考えはじめた釜本の『表情』は、一瞬意識を自分の上着のポケットに集中した。そこに何か入っている。

『いや今は――！』

　釜本はまた回し蹴りを放ち、それで一気に体勢まで立て直そうとした。

　しかしこれも完全に空を切り、ついでに大きな隙すきができる。

　俺おれは懐ふところへ入りこむと、ついに一発、釜かま本もとの顔面へ拳こぶしを叩たたきこんだ。

　――ただ割と必死の中からの一撃で、思ったほどの威力はない。

　すぐさま釜本から反撃の拳が飛んできたので、ここは一いつ旦たん距離を取る。

　釜本は追撃してこず、構えを解くと、俺が殴った頬ほおをさすった。

「さっぱり分からん……」

『……型がなってないどころか、拳の握りもまともにできてないヤツが、どうしてここまで俺を振りまわせる？』

　俺は急いで自分の左右の拳に目を走らせ、すぐさま釜本と同じ握り方に変える。そして確認するように、何度も握りこんだ。

　しかしそんな素人丸出しの俺の態度にもかかわらず、釜本は両拳を一旦下ろし、低い位置で構え直した。

　通路を塞ふさぐように、ただジッと立っている。微動だにしない。完全に守りに入ったのだ。

　俺がカウンター的にしか動けないことに、もう気づかれた。

「冗談じゃない……！」

　ありすを助けなければならないのだ。こんなところで粘られるのが一番困る。

　無理を承知で、俺は攻撃に出た。

　まず右手を振り下ろして、左腕で肘ひじ打うち。そのあいだにフェイントも混ぜた。

　しかしそれを釜本は――ものすごく基本的な受け技だろう。最小限の動きとともに、腕できっちり止めた。

　蹴けりを放はなてばそれすらも、腰を落としてわざわざ腕で止める。

　そして返しの手で、油断した俺に攻撃を繰り出そうとするが――これも様子見だ。ずっと俺の動きばかり見ていて、深追いしてこない。

『なるほど……！』

　急に釜本はニヤリと笑った。

　そしてそれまでの慎重さを捨てたかのように、一気に俺に詰めよってきた。

　ならばと俺は、拳や足を釜本に当てるのだが、その数十倍キッツイ肘打ちが返ってきて、さらに手首から下を叩きつけられる。

「接近戦インフアイトは全然ダメってわけだ」

　相撲のような間合いで次々と繰り出される肘や膝ひざに、俺は本当に全く対応できなかった。

　相手が見えないし、釜本も俺を見ていない。

　散々ダメージを食らって、痛みにふらついて離れたところを、前蹴りで蹴り飛ばされる。

　何とか体勢を立て直せば、また釜本は間合いを詰めてきて、次々にしかけてくる。

　もちろん俺の駄々っ子のような――それでも全力をこめた攻撃が、相手にも当たり続けているのだ。釜本にもダメージはあるはずだった。

　だがそれ以上に強烈な肩打ちや平手を次々と食らい、顔面を小突き回される。

　だんだん意識が朦もう朧ろうとしてきた。

　――距離に関係なく、相手の動きに集中できない。

　それを見て取った釜かま本もとは、威力のある正面蹴げりや突きを本格的に混ぜてくる。

　先ほどは楽々と避さけられていたのに、今度は半分も見切ることができなかった。

　相当にパワーのある釜本の技を、フラフラの俺おれはどうすることもできず、何発も繰り返し食らってしまう。筋肉に打撃で潰つぶれたような痛みがあって、体が動かない。

『――これでとどめ！』

　そう分かっていたのに、俺はもう足を、どちらにも踏み出せなかった。

　釜本の体が半転したかと思うと、猛烈な蹴りが俺を薙なぐ。体を真ん中で叩たたき折るかのようなものすごい衝撃が来て、蹴りを食らった左腕の肘ひじのあたりが『バキリ』といやな音をたてた。

　あとは視覚や聴覚――いや全ての感覚が、肘からの新たな激痛で埋まってしまう。

　折れたらしい肘を中心に、全身から力が抜けていく。

　膝ひざが落ちそうになって、その一瞬だけ、勝ち誇った釜本の顔が見えた。

　だが。

　――試合だったら、これで終わりか？

　――ケンカだったら、お前の勝ちかよ？

「……どっちでもねえし」

　呟つぶやいた途端、黒く霞かすみはじめていた目の前の風景が白転していく。

　視界の中で赤あか絨じゆう毯たんの床がただの球になり、左右の壁がたった一本の線になった。

　全てが脳にとって本来必要な要素――『可能性の線』の塊かたまりへと勝手に集約されていく。

　……そしてそれは、俺が本能的にずっと恐れていたモノだった。

　歪ゆがんだ俺の頭をそのままで使い続ければ、いつか超えてしまうのではないか？　――そう恐れていた世界が、目の前に現れつつあった。

　なにしろ目の前に釜本がいるのに、それがもはや人間の姿ではないのだ。

　ただの三角形と四角形のフレームに見える。

　人間がどこにもいない世界。

　そこへ辿たどりついてしまうことを、俺はずっと恐れ続けていたのだ。

　――だが、もういい。

　守るものがある。

　たとえ俺が俺の気持ちを裏切っても、これが俺のできる全てなのだから。

「ここ！」

　叫んだ俺に驚いた釜本だったものが、緩やかな曲線のまま、天てん辺ぺんの球体から次々とトゲを発して、真まっ直すぐになっていく。

　だが線と線の間には、最初から防御できない隙すき間まがあった。その奥に、赤い円が浮かんでいる。

　それこそが釜かま本もと自身の身についた恐れ――つまり常つね日ひ頃ごろから意識している肉体的弱点であることを、俺おれは直感で理解していた。

　だからそこから目を逸そらさない。

　力の入らない左半身が重力に引かれて落ちていくのを感じながら、俺は右みぎ拳こぶしをガッチリと握りしめて、最後の力とともに両足で踏んばった。そして思いきり拳を突き出す。

　俺の渾こん身しんの攻撃は、全ての線の隙すき間まを縫って、赤い円のど真ん中を叩たたいた。返ってきた指の感触からすると、たぶん顎あご下したに拳が食いこんだ。

「ブチ抜けろ!!」

　手の骨に乗った重みを全力で押しかえし、さらに残った全身の力を使って振り抜く。



　俺は踏み出した足で自分の体重を支えられず、その場にへたり込んだ。

　攻撃の結果がどうなったのか、全く分からない。

　目の前の風景はまだ白と黒にチカチカと瞬またたいていて――たが時々、色が戻ってくる。

　いや戻れるのだ――そう気づいた俺は、全ての精神力を振り絞って目の前の床を睨にらんだ。

　瞬きは徐々に消え、元の赤あか絨じゆう毯たんの色が戻ってくる。

　再び目が現実の中に像を結び、そこからもう変わらないことを何度も何度も確認して、やっと俺は長い息をついた。

　そしてどうにか体中の痛み――特に折れた左ひだり肘ひじの痛みをこらえて、再び立ちあがった。

　釜本がいた方を見ると、予想したさらに数ｍメートル向こうで、ひっくり返ったまま気絶している。

　俺は足を引きずってそのそばまで行くと、釜本の上着のポケットを探った。戦いの間、釜本が時々気にしていた何かがそこにある。

　硬い感触があり、出てきたのは、『４０１』と書かれたカードキーだった。

「…………なるほど」

　俺はそれを持って廊下の奥まで行った。４０１号室という部屋番号を確認し、その扉の脇わきのカードリーダーに、カードキーをさしこむ。カチャリと鍵かぎが鳴った。

　俺は部屋の扉を開けると、足を引きずりながら中に入る。

「随分手こずったな、釜本――」

　嫌な声、無神経な言葉とともに、貧相な猫背の上級生・京きよう宮みや衝しよう次じが俺を振りむく。

　――で、ビックリ顔だ。

「何でキサマが！」

　うるさく叫ぶ京宮衝次は――椅い子すに縛しばりつけられて、ブラウスをはだけられたありすの裸の腹の上に指を立てていた。

「出ていけ無礼者！」

　何だそれ。

　――まあでも何か今はそんなこと、どうだっていい気分だった。

　俺はすぐ隣の靴箱の上に置いてあった、高そうな飾り燭しよく台だいへ目をやる。

　結構な重さのそれを掴つかむと、京きよう宮みや衝しよう次じの顔面に向かって思いきり投げつけた。

　回転しながら飛んだ燭しよく台だいは、大おお袈げ裟さに身を反そらした京宮衝次を擦こすって窓ガラスをぶち破り、寮の庭へと落ちていく。

　京宮衝次はフカフカの高そうな絨じゆう毯たんの上に尻しり餅もちをつき、一瞬の間を置いて後ずさった。

「ひぃぃ」

　……どんな悲鳴だよ。

　俺おれは笑いながら、そのあとを追いかける。

　這はいつくばって逃げる京宮衝次は、さっきの偉そうな態度が別人のようだった。

　でもコイツはそういう奴やつなのだ。

　威張り散らして、全部他人にやらせて、でも自分じゃ何もできなくて。

　口先だけ格好だけの、ゴミみたいな人間だ。

　だから俺は京宮衝次の首根っこを捕まえると、無事な右腕で無理やり立たせ、手を離すと同時に思いきり殴った。

　――まあ、こんなケガ人のパンチじゃ大して威力もなかっただろう。

　なのに京宮衝次は面白いぐらい盛大にひっくり返った。その上さらにまだ、四つん這ばいで逃げようとする。

　そんなコイツの反応がいちいちムカついて、俺は後ろから尻を蹴けり飛とばす。

「ぶへっ!!」

　すっ飛んで床に突っ伏した京宮衝次は俺を振りかえり、今度は何かベラベラ喋しやべりだした。

　しかし早口だし小声だし、何言ってるのか意味が分からない。

　――だから俺には関係ない。

　肩口を蹴飛ばして馬乗りになると、さらに拳こぶしを振りあげる。

「止やめなさい！　そこまでよ！」

　背後からそう叫ぶ大声に、俺はノロノロと振りむいた。

　俺を止めたのは寮長の白しろ金がねさんだった。

　彼女はズカズカと部屋に入ってくる。

　さらにその後ろには下のホールにいた寮生たちや、ガードマンに羽交い締めにされたままの片かた理りまでもが――そのガードマンを引きずって入ってくる。

「こりゃあ……」

　顔に引ひっ掻かき傷きずのある片理は、室内を見回して呆あきれたように声を漏らす。

　そして寮長の白金さんも、ため息をついて京宮衝次を睨にらんだ。

「これは一体どういうこと？　――京宮君？」

「さ、殺人犯を見つけたから、捕まえたんですよ。それが市民の義務っても――」

　――まあそんなわけで。

　結局俺は馬乗りになったまま、京宮衝次を殴った。

　そして限界に達した骨折の痛みに、そのままそこで気を失った。



    

  
    
      

　第十章　３つの真実



　俺おれが倒れたあと、警察が来たらしい。寮長の白しろ金がねさんが呼んでいたのだ。

　全く迂う闊かつだったと言うしかない。

　あんな刑事がいるっていうのに、俺はそこまで考えてなかった。対策を立ててから行くべきだったのだろう。

　ただ実際は俺が考えたようなマズいことは、とりあえず何も起きなかったらしい。

　俺は気がつくと病院にいて、そこで治療を受けていた。

　で、体中が痛くて起き上がれないこんな状況じゃ、ボーッと横たわってるしかない。

　そしてそんな風にしているうちに、俺はようやく『自分が実は京きよう宮みや衝しよう次じにとって、手出ししにくい立場だった』のだと気がついた。俺の身柄はカルン研の所有物で、そのカルン研は京宮グループでも中枢の部署だからだ。

　ならば俺は、安全なのだろう。

　残る心配は夜や須す礼らいありすのことだった。

　だがそのありすも、ちゃんと自分の無実を証明することに成功したらしい。

　病院内にあったテレビによると、ありすは凶器の隠し場所を明かしたのだそうだ。

　そこから見つかったのはキャンプ用という名目で売られていたハンティングナイフで、刃渡りの長い――まあ趣味的というか、特殊な形状をしたものだったのだそうだ。そして石いさ灰かい貴たか子こがその特殊なナイフを専門店で購入していたことが、その日のうちに確認された。

　さらにもう一つ。凶器と一緒に、死んだ石灰貴子による直筆の遺書が見つかった。

　こうして事件は解決し、腕を骨折したものの入院するほどでもない俺は、退屈な精密検査だけを受けて、夕方には病院をあとにした。

　平穏な日々が戻ったのだ。

　翌日は日曜だったので一日寝た。

　月曜になり、それでも体の痛みと炎症による微熱が引かない俺は、さらにもう一日休もうと思っていた。

　――のだが。朝のうちにありすから電話がかかってきた。

　何か話があるということで、俺は彼女の寮へ行くことになった。

　不自由な体で苦労して着がえ、腕を三さん角かく巾きんで吊つり、ようやくのことで出発する。

　寮の玄関先まで来て、受付の管理人さんに俺が到着したことを知らせてもらった。

　やがて髪を下ろした、質素な私服姿に白衣を着たありすが現れ――そして自分の部屋まで俺を案内してくれた。



　――というか、なぜ白衣？

　そう早々にツッコみたかったのだが、どうにもそういう雰囲気ではない。

　俺は黙って寮の廊下を、ありすのあとについて歩く。

　やがて通されたありすの部屋の中を眺め、俺おれは息をついた。

「いいトコ住んでんだな……」

　内装は木を生かした雰囲気のあるもので、窓にはクラシックなローズ色のカーテンがかかっている。

　天井も高くて、開放感とそこそこの高級感を兼ね備えたいい部屋だった。

　もっともそれを台なしにする感じで、大きなソファが無造作に部屋の脇わきに置かれている。

　その上には枕まくららしきクッションと毛布があり、さらにソファの横のサイドテーブルには、くたびれたシャツとスカートが何枚も重ねて置かれていた。嫌な予感だが、どうもありすはそこで寝起きしているらしい。

　ちなみに現在の俺の位置から見えているのは二部屋で――それぞれ書斎と、もう一方は実験部屋という雰囲気だった。

　片方には重厚な机があって、整せい理り整せい頓とんされた学校の教科書や、委員会活動のファイルなどが置かれている。

　そしてもう一つの部屋の方には、木の机の上に薬品ビンや試験管、英語の論文などが、雑然とした様子で積まれていた。服装の理由もこれなのだろうか？

　よく見るとそんな実験道具の後ろに水道の蛇口と流しがある。本来はここが調理場キツチンなのだろう。

　そうやって俺が部屋の中を見回しているうちに、白衣姿のありすの方は、部屋の真ん中にあった木き椅い子すに座った。

「……」

　コイツの態度は本当に分からない。ずっと何も喋しやべらず無言のままだ。

　俺は情けないため息をつく。

　――もう事件は終わった。だから以前と同じく、明るく生意気な顔を見せてくれるかとちょっとだけ期待していたのだが――そうはならなかった。

　ありすの様子は最後に会ったとき――俺の部屋から去ると言ったあの夜のままだ。

　しかしそれも、仕方のないことなのかもしれない。

　結局、ありすの望んだことは全て、何一つかなわなかったのだから。

　ずっと黙っていてもしょうがないので、俺の方から彼女に聞いた。

「で、今日は何の用なんだ？　どうせ明日から学校で会うし、事件はもう解決したし。ちゃんとお前の無実も――」

「それは、京きよう宮みや衝しよう次じが失脚したからよ」

　答えたありすは俺の方を見ていなかった。床の一点に視線を落としたまま喋る。

「私は分家派長老会を再び丸めこむことに成功した。だから警察を買収して、ウソの凶器と存在しない遺書を、認めさせることができた」

「……どういうことだよ？」

「実際に貴たか子この命を奪ったのは、いま葦あし人との後ろに置いてある、実験用の替え刃式メスデイスポーザブル・スカルペルよ」

　俺おれはギョッとして後ろを振りかえる。

　確かに、薬品ビンが並んだ机の上に、薄いプラケースに入ったナイフのようなものがあった。

「目撃された時だって私が持っていたのはそれなのに、ハンティングナイフで通ってしまうんだから、いいかげんな話よね」

「いやちょっと待てって……」

　――凶器はありすのもので、遺書なんて存在しない？

　この二つがウソなら、俺のこの事件に対する推理は、全てが根本から崩れてしまう。

　いやそれどころの話ではない。

　この事件の犯人像は急速に――いま目の前にいる夜や須す礼らいありすに収束していく。

　そして、まるでそれが事実であると肯定するかのように、ありすは頷うなずいた。

「……片かた理りさんに聞かせてもらったけど、葦あし人との推理は完全に根本から間違ってる。けれども今後、葦人にこの事件の真実を語る人間は現れない。だから最後に私が本当のことを話す」

「いや……本当のことって……」

「まずこれを見てもらえる？」

　椅い子すに座ったありすがやっと俺の方を見て、ポケットから何かを差しだした。俺は彼女の前まで行って、それを受けとる。

　渡されたのは非常に小さく折りたたまれた紙片だった。

　俺はそれを開いて、このクシャクシャになった紙が何なのか見てみる。

　紙自体は何の変哲もない、ただのコピー用紙のようだった。

　そしてそこには文字ばかりが書かれている。内容は今回の狂言殺人の計画書――いや正確には、ありすに宛あてた行動指示書のようだった。

　どうやら石いさ灰かい貴たか子こが作成したものらしく、どうして自分はこんな行動に出たのか？　ありすにどうしてほしくて、その行動の結果何が起きるのか――。京きよう宮みやドリームユニバースの着工を阻止するための計画が、全てそこに書きこまれている。

　ただ俺にとってしっくりこないのは、これがパソコンで作成され、プリンターを使って印刷されたものであるということだった。

「事件の日、貴子はそれを私に渡して、いきなり自殺した。そしてさっきも言った通り、凶器に使ったのは、以前彼女が私の部屋へ遊びに来た時、勝手に持っていったメススカルペルだった」

　俺は黙って聞きながら、どうにも気持ちがザワザワするのを抑えられなかった。

　全ての話が、何だか作り事めいている。

　理由は明白だ。ありすがいま話したことは、信じる根拠が何もない。

　客観的な証拠が一つもないのだ。

　いま俺が手にしているこの狂言殺人の計画書にしたってそうだ。これは石灰貴子の直筆ではない。こんなものありす自身の手で、いくらでも作ることができるだろう。

　そしてもちろん問題は、いま俺が信じられないことではない。

　そうではなく――。

「……なあ。この紙の最後の――文字と数字の組み合わせみたいなのは？」

「それは私が貴たか子こと以前から決めておいた暗号よ。六ろく道どう辻つじ芸術公園のその座標に、全て真実を綴つづった貴子直筆の遺書が埋まっているはずだった」

「……はずだった？」

「もちろん、そんなものはなかったわ」

　俺おれは息が詰まるような思いだった。

　ありすの無実を証明する証拠は、最初から一つもなかったのだ。

　いやむしろ、ことごとく潰つぶされていた。

　しかしありすはそれを知らず、自分から殺人者だと宣言し、噂うわさをばらまいた。

　――そんなことをすればどうなる？

「そして私のために遺書を残さなかった貴子は、代わりに今回の計画を全て最初から、京きよう宮みや衝しよう次じに密告していた」

「何だって!?」

「京宮衝次が警察に圧力をかけたおかげで、貴子の計画は私の思うようには進まず、私の潜伏期間は長引き、状況はこじれていった。でも改めて考えてみれば、京宮衝次の手回しはあまりにも早すぎる――」

　ありすは一度目をつぶると、上目づかいに俺を見た。

「おまけに貴子にとって遺書の隠し場所は、最後の罠わなだった。――その計画書に書かれている通り、貴子の遺書は目標達成直前か、緊急のいざという時に掘り返すことになっていたわ。――だから貴子はその場所を京宮衝次に監視させておいた。そうすれば私が事件を決着させる一歩手前で、私の身柄を押さえられる。……完敗だわ」

「何でそんなこと――」

「貴子は私を憎んでいた」

「……そうだとしても」

　呟つぶやくような声しか出ない俺に、ありすは暗い視線のまま息をつく。

「まずね。……貴子の家の一家心中の現場は、それは凄せい惨さんなものだったそうよ。それを貴子は修学旅行から帰宅して、直接目にしてしまった。彼女が心中事件の第一発見者だったのよ。――なのに貴子は一人で、誰だれか生き残っていないか、助けを求めていないか――勇気を振り絞って探し回って、その結果、全てを見てしまった」

　それはどれほどの恐ろしい光景だったか。

　ありすの声は淡々と続く。

「――だから貴子はとんでもないレベルのトラウマを自分の中に抱えこんだまま、六道辻にやって来た。京宮グループを生理レベルで憎んでいた。何せ彼女がここへ来てまず最初にやったことが、会長の隠し子である私を見つけだして殺すことだったぐらいだもの」

「それは一年前に……ってことか？」

　ありすは頷うなずく。二人の出会いは、そんな捻ねじれたことがきっかけだったのだ。

「でもその時、私は彼女に言ったの。『京きよう宮みやへ復ふく讐しゆうしたいのなら、あと四年待てないか？』って。――私もまた京宮への復讐を目指す者だと理解した貴たか子こは、私を受け入れた。私たちは密ひそかな同志となった」

　――だがそうなると、俺おれにはますます分からない。

「……お前の事情が分かってて、なおかつそこまで京宮グループへの復讐心を持っていた石いさ灰かい貴たか子こが、何で今さら、お前を裏切る？」

「だんだんはっきりしてきたのよ」

「何が？」

「貴子の能力で京宮へ復讐するなんていうのは、ただの夢物語だっていうことが」

　ありすの残酷な断言に、俺は言葉が出なかった。

「貴子は自分が悲惨な復讐劇のヒロインだと思っていた。事実その立場にいる理由と資格があり、自分自身に酔ってもいた。けれど現実はそうじゃなかった。彼女は結局、私ほど特殊ではなかった。努力も集中力も人並みで、高校進学の時にＧ組落ちした」

　それで、あの入学当時の写真だったのだ。

　俺は彼女の感情だけ見抜いて、しかしその深さを完全に見誤っている。

「京宮ドリームユニバースの建設再開で、貴子はさらに追いこまれていった。私は焦るばかりの彼女に、もう復讐からは手を引いて、普通に生きる道を探した方がいい――みたいなことを言ったことがある。その時は本当にそう思っていた」

　――つまり、ありすもまた石灰貴子の性格を見誤っていたのだ。

　俺と同じように。

「――でも貴子は自分が世界で一番、京宮グループを憎んでいると信じていた。いや無惨に死んだ家族のために、そうでなければならなかった。なのに、京宮の一部である私にすら、彼女は何一つかなわなかった」

　そんなことになってしまえばもう、石灰貴子の気持ちは捻ねじれていくしかない。

「貴子は自分がただの観客で、『京宮』である私が『京宮』へ復讐する有様を見ているだけの資格しかないことに気がついた。――でも認められるわけがない。だから彼女は、一番身近にいる『京宮』である私に、その憎しみの全てをぶつけることにした」

　石灰貴子は持てる全ての手段を使って、ありすを『殺しに』来たのだ。

「その結果、あの事件が起きた。私を抹殺するために貴子は死んだ」

　俯うつむいたありすは、青白い顔で呟つぶやく。

「……こんな風に整理できるようになったのも、実は今日になってやっとなのよ。本当に私は――初めて自分のことを話せる貴子の存在に浮かれていて……。だから何にも気づいていなかった」

「それは――」

「本当に私は、どこまで傲ごう慢まんなのかしら。……元々は尊大な父を倒したいと思って、始めたことのはずなのに。――気がつくと結局それは、私自身が父と同質のものになっていくのと変わらない。周りに犠牲を振りまいて、傲慢な京きよう宮みや光みつ貞さだに、傲慢な京きよう宮みや有ある数かが取って代わる。ただそれだけのことになっていくのよ――結局」

「……待てって」

「だから今日、葦あし人とに来てもらったの」

　ありすは急に、静かな目でジッと俺おれを見て言う。

「……明日から私は学校に復帰する。けれど、私とは距離を置いて、話しかけないでほしい。事件のあったこの一週間のことは、きれいさっぱり忘れてもらいたい」

「いや、俺は――」

「議論する気はないわ。――これは私なりに誠意をこめた、一方的な『通達』だから」

　そして俺は――。

「……違う」

　いつの間にかその言葉を口にしていた。

　石いさ灰かい貴たか子こは、ただ単純にありすに嫉しつ妬とし、それを憎しみに変えたわけではない。

　もしそうなら、ありすを直接その手で殺せば良かったのだ。

　だが、そうはならなかった。

　――違うのだ。

　石灰貴子が真に恐れていたのは、自分がたった一人になってしまうことだ。

　家族が死に、友人も自分を置いて行ってしまおうとしている。

　だから自分の全てをかけて、再びありすと並ぼうとした。

　その方法が彼女には、これしかなかったのだ。

　ありすと一緒に滅びたいというのが、彼女の望みだった。

　単純に石灰貴子は、一人になってしまうことを恐れた、ただの弱い人間だったのだ。

　――そしてそれは、ありすも変わらない。

　だから俺は……心の中で酷ひどく葛かつ藤とうしていた。

　俺はこれから、ものすごく愚おろかな一言を口にしようとしている。

　そしてこの一言は、俺自身を『本当の一人』にしてしまうかもしれない。

　恐こわかった。

　しかし颯そう真まの顔が浮かんだ。応援してくれると思った。

　俺のことなんていいから、六ろく道どう辻つじでできた最初の友人を救え――。そう決めた。

　だから視線を上げ、一息に言う。

「――お前、そろそろ本当のこと話せよ」



　ありすは仮面のような無表情で答えた。

「私の言っていることは真実よ」

「いや嘘うそだ。隠していることがある」

　俺おれは頑として言い返した。

　そしてありすは気がつき――思った通り、怒りの『表情』を浮かべた。

「……また私のことを読んだの？」

　嫌悪感と、拒絶感と、憎悪と。

　それら全てが混ざりあった巨大な怒りが、一瞬の内にありすの上で膨ふくらんだ。

　だが。

　その感情の爆発は空気が抜けた風船のように、あっという間にしぼんでいき、消滅する。

　あとには木き椅い子すにちょこんと座った、『うにゅ……』って感じの困り顔のありすだけが残っていた。

「どうして……？　葦あし人とと手を切ることを条件に、カルン研に資料を出させたのよ？　私の考えなんて読めてるわけないわ。練習だってかなりしたし、裾すその長い服着て手足の表情隠してるし――」

　……ああ。それでコイツは白衣なんか着てるのだ。他に用意できなかったんだろう。

　そして俺は横に首を振る。

「こんな程度じゃダメだな。俺の『観察力』は勉強した心理学とか、そういう類たぐいのモノじゃない。『表情』として見えてるって言っただろ。お前が『拒絶のしぐさ』を延々と繰り返してたら、それが不自然なことぐらいすぐ気づく。要は大根芝居なんだよ。――で、理解できたら、話すべきことを全部話せ」

　ありすは全くいつもの気の強い表情に戻って、しかしそのツリ目で俺を睨にらんだ。

「やめておいた方がいいわ」

「何でだよ、アホか？」

「これ以上聞くと、葦人は後戻りできなくなる。そんな覚悟は、葦人にはない。だから何も聞かずに今日は帰って！」

「……ふざけんな、だな」

「頭悪いの？」

「ああ」

　しっかりと頷うなずく俺に、ありすは真剣な表情で俺を睨んだ。

「覚悟してもらうことになるわよ？　この『一言』を聞いたら葦人は引き返せなくなる」

「そんなのはとっくだ。……くどいよお前」

　俺の返答に彼女はジッと俺を見据える。

　その目が決心したものに変わるまでどれくらい待ったか。

　しかしついに、ありすはその口を開いた。

「――京きよう宮みやドリームユニバースなんて遊園地の建設計画は、最初から存在しない」



　俺はそれを聞いて――まず意味が分からなかった。

「ちょっと待ってくれ！」

「本当のことよ。葦あし人とは事件が解決した昨日から、あれだけ垂れ流しだった広告が一切なくなったのに気づいてる？　――全部、虚構なのよ。ネットの情報も六ろく道どう辻つじ町でしか見られないニセ情報。この町はネットワーク的に封鎖されていて、全て京きよう宮みやグループがその内容を管理している。私が葦人の部屋のワークステーションを使ってやっていたことの本命は、そのブロックを突破する作業だったのよ」

「いや、そういうことじゃない！　そんなのはどうでもいいんだ!!」

　声が震える。

「……………………じゃあ石いさ灰かい貴たか子こは、何のために死んだんだ？」

　俺おれは呆ぼう然ぜんとしていた。

　石灰貴子は死ぬ理由が全くない。彼女の死は、完全な無意味だ。

　そしてありすはくやしそうに目を伏せる。

「そういうことよ。貴子は死ぬように仕向けられた。――殺された。……本当は京宮グループによる石灰薬品の乗っ取りは、頓とん挫ざしていたのよ葦人。全財産が貴子に相続されることになったせいで。だから貴子の受け継ぐはずだった財産を巻きあげるために、京宮グループは貴子に様々な罠わなをしかけて、追い詰めていったのよ。京宮グループは貴子に死ぬか、相続資格のない犯罪者になるか、どちらかになってほしかった」

「いやだって……そんなことは……」

　……無む茶ちや苦く茶ちやじゃないか。

「そもそも一年前、貴子に私の正体を知らせ、殺させようとしたのは京宮本家の仕業だった。彼らは私のことも分家派の企たくらみも、とっくに気づいていたのよ。だから貴子を私にぶつけて、共倒れを狙ねらった」

　ありすは目を細める。

「……当時の私は何も気づいてなくて。けれどその企みを運よく回避することができた。私は貴子を味方につけた。そしてこの結果は、京宮本家にとってちょっとマズいことだった。アイツらは貴子をすぐにでも罠にはめたい。それなのにその罠に、私が気づいてしまう可能性がある。だからまず京宮本家は私と貴子を引き離そうと、京きよう宮みや衝しよう次じへ情報をリークした。私たちが普段学校で接触できない状況を作った」

「もうその段階で干渉してたってことか――？」

「そうよ。高校のクラス分けも、貴子の学力レベルでＧ組っていうのは、実際におかしかったのよ。私も違和感はあった――。なのに私は貴子の力を、信じてあげることができなかった。そしてそのころにはもう彼女は、貴子の身近にベッタリ貼はりついて、貴子にあの手この手で挫ざ折せつ感かんを吹きこみ続けた」

「……それは――石灰貴子を自殺に追いこむためにか？」

「ええ。――もっとも貴子が最後に計画した、この入り組んだ狂言殺人は彼女にだって予想の範囲外だったらしい。でもそれも結局は、私を抹殺できるチャンスが再び訪れたということだった。万全を期すため彼女は事前に、貴たか子こが京きよう宮みや衝しよう次じと接触するように誘導した」

「……石いさ灰かい貴たか子こが自力で京宮衝次とつるんだわけじゃない――ソイツが全部、取り持ったってことか？」

「そうよ。しかしさらに偶然が重なって、葦あし人とがこの事件に絡んできた。だから彼女の方も、さらなるもう一手を打った。葦人が私を救えるよう、京宮衝次に葦人を誘導して、葦人に私を助け出させたのよ」

「何でそんなこと――。自分で仕組んだ状況だろ？」

「私一人を排除するのは、京宮本家にとってそれほど急務じゃない。それよりも私が京宮衝次とぶつかって、なおかつ私が勝ってしまった方が、彼女にとってはより都合がいいのよ。分家派内部の力関係を無む茶ちや苦く茶ちやにできるから。――実際いま分家派は、長老会と若衆との対立でバラバラに分解しかかっている」

「でもじゃあ……それが全部、お前の言う『誰だれか』の狙ねらい通りだったって言うのか？」

「そうよ。よく考えて、葦人。全てをコントロールできる立場にいた人間が、一人だけいたはずよ」

　もちろんありすの言う彼女とは、片かた理りのことではない。

　片理は俺おれのそばにいただけの人間で、俺のせいで事件に巻きこまれただけだ。

　さらに学年が違う片理と石灰貴子との接触も、不自然な形でしか実現しない。

　だからありすが言っているのは彼女しかいないのだ。

　なぜなら彼女はずっと石灰貴子の一番近くにいたのだから……。

「三み宅やけ錯さく……」

「そう。三宅ってのは、京宮ケーミヤの前後を入れかえた悪ふざけよ。……彼女の本名は京きよう宮みや錯さく。京きよう宮みや光みつ貞さだの娘で京宮本家の人間で――つまりは、私の姉よ」

　俺は――本当に何にも気づいていない自分に目め眩まいがする。

　ありすもまた、心から後悔するように背を丸め、指を組む。

「……私は自分の才能にどこか有頂天で、目標に夢中で。結局、貴子の周囲の状況に全く気づいてなかった。私がしっかりしていれば、貴子を守ることができた。それなのに」

「でも……これはだって！　なぶり殺しじゃないか……」

　全てを奪い、親しげな友人の顔をして近づいて、自分の目的のためにあらゆる手段を使って、自殺にまで追いこむ。

「何でそんなことが平気でできるんだ……京宮の人間は」

「――これが京宮にとって『重要な実験』だからよ」

「……実験？　人が死んでんだぞ!?」

　だがありすは顔を上げると、動揺する俺をはっきりとした目で見返してくる。

「彼らにそんな理屈は通らないのよ葦人。京宮本家――いや京宮光貞の真の目的は『人類にかけられたプロテクト』を解くこと。そこでは、人が人を殺してはいけない理由は消滅する。だから京宮はこれから立ち現れるその新たな世界で主導権イニシアチブを握るために、六ろく道どう辻つじに『死んでもかまわない人間』を集めた。そして時に殺しあいすらさせて、データ採取を行ってる」

　そんな説明されても、俺おれには意味が分からない。

「何だよその『人類にかけられたプロテクト』って」

　ありすは俺を見たまま、沈黙した。

　顎あごに指を当てて、しばし考えているようだった。

　俺に全てを話すか――話さないか。

　だがやがて足を組み直すと、目め尻じりの高い目で俺を見て、口を開いた。

「まず葦あし人と。人間っていうのは感覚器官に入力があって、それを複雑に処理し、体を使って出力するだけの、ロボットぐらいの存在だ――っていうのを頭に入れてもらえる？」

「ロボット？」

「そう。ただの有機物でできた自動機械。それが本来の姿なのよ。……自己判断もしていなければ、自由意志なんて持ってはいない。だからその行動はまず、『情報源』からの情報入力ありきだという話。――逆にいうと人間は、常に周囲の環境から『情報源』を探し求めている。でもこの『探索』は、ものすごくコストがかかることなのよ。だから今度は『定番の情報源』を定めることになるわ。例えば天候や星の位置、自然災害なんかを、人間は固定された『情報源』に定める。この情報の上流に位置する存在を、人々は上カミと呼ぶようになった」

　一体何の話が始まったのか、俺には正直分からなかった。

　しかしとりあえず今は、続きを促す。

「それで？」

「いろんな情報源が上カミになり、それは信じられた。でも次の段階として、人間はより信じるに足る『上カミの上カミ』を探しはじめる。情報の流れを上流へ向かって辿たどり、情報源の最上流――世界を司つかさどる全ての情報の源泉へ辿りつこうとした。これがいわゆる神とされ、大勢の人々の信仰の対象となった。神であることの資格は二つ」

　ありすは指を二本立てる。

「神はその前提ゆえに、何にも影響を受けず、世界に影響を及ぼす存在でなくてはならない。――つまりその資格として『不滅不変であり』、『無から有を産み出す』存在でなくてはならないという二つの条件がいる」

「ところで俺は、無神論者なんだが」

「早いわ葦人……」

　ありすは文句を言うが、でも俺からすればそんな話、どう受け止めればいい？

「俺はそもそも人間がそんなロボットみたいな存在だとは思わないし、自分自身がそうとも思わない。だから神様なんか必要ないし、何も信仰なんかしていない」

「……どうかしら？」

　ありすは妙に思わせぶりな口調で、俺に言い返す。

「いま葦あし人とが言ったことは全部、本当に簡単な一言でひっくり返せる」

「じゃあ言ってみろよ」

「葦人は――」

　ありすはジッと俺おれを見たまま、中指で自分の目の少し上――こめかみを押さえた。

「ここに神様がいると錯覚している」

「……頭の中に神様？　しかも錯覚？」

「そう。単なる思いこみ。――だからロボットである葦人はこう考える。人の魂は不滅でなければならない。人の意志は踏みにじってはならない。人の命は地球より重く、人は人を殺してはならない。そんな明らかに現実にそぐわない奇妙なことを言いだすのよ。なぜなら『人の内なる神』の絶対性が否定されれば、自分自身の内なる神への信仰が揺らぐから。――つまりこれが『人類にかけられたプロテクト』よ」

　俺は言い返そうとした。

　しかし俺が颯そう真まに何をしているか――そのことが頭をよぎる。

　俺の、あの出口のない行動と心理は、ありすの言う通りなら全部説明がつくのだ。

「心や知性、つまりは頭脳を神格化した『宗教』を、現代の我々は信じている。そういう前提に立てば、私たちが『人間性』と呼ぶ行動様式には全て説明がつく。それが私たちの社会だった。――でも人類がネットワークに繋つながれ、自分たち自身の膨大な記録を採とりはじめた時から、この信仰にはある破は綻たんが起きようとしている」

「……破綻？」

「そう。人間は明らかに不滅不変の魂など持っていない。そして頭脳は無から有を産み出せたことがない。人間の知性は神としての条件を満たしていないことが、具体的に証明されてしまう」

　ありすはジッと俺を見て言う。

「全ての人々がそう遠くはない未来に、『人の内なる神の不在』に気づく。自分たちがやっぱり、単なる有機物でできた自ロ動ボ機ツ械トでしかなかったと、全員が肌をもって実感する日が来る。――それがどういうことか想像してみて葦人。人類史上もっとも大勢の人間が信じていた巨大宗教が、ある日突然、社会から消滅するの。……世界のルールが書き変わる」

　息をついたありすは、木き椅い子すの上で頬ほお杖づえをついた。

「――そして京きよう宮みやグループの狙ねらいは、この大変革の先頭に割りこみ、さも自分たちこそが変革者だったかのように振る舞おうってことなのよ。そのためには『神なき人々の世界』における人間の行動データと対策を蓄たくわえ、情報の上流を占拠する必要がある。――そのデータ集めのための実験場として用意されたのが、この環境的に閉鎖された六ろく道どう辻つじ町なのよ」

「……もしかして俺がカルン研でやらされてる実験も、そういうことの一環なのか？」

　ありすは頷うなずいた。

「そうよ。実験データを取りたい京宮グループは、人間の精神活動を街頭カメラだけで監視できる方法が欲しくて仕方がない。その実現のために、葦人はずっとカルン研に利用されてるのよ。――ただそれは、重要だけど時間のかかるプロジェクトの一つにすぎないわ。それよりもっと厄介で、もしかしたら最悪かもしれない実験がすでに始まってる」

　そう言ってありすは、木き椅い子すから立ちあがった。

　実験部屋の棚まで行き、そこで取ってきた錠剤の包みを俺おれに渡す。

「……何だこれ？」

「京きよう宮みや製せい薬やくが『人の内なる神なき世界』をデモンストレートするために作った、『アブセンス』っていう名前の薬よ。京きよう宮みや衝しよう次じから取りあげたの。これを飲むと人間は内なる神を保てなくなる。その結果、他の『情報源』たる存在――例えば特定の人間や、その周囲の人間関係を、神として認識するようになってしまう」

「あ――」

　つまり空手部の釜かま本もとたちは、これを飲まされていたのだ。

　本人の意志も何も全く関係なく、あんな風にされてしまう薬。

「こんなもの、ばらまかれたら――」

「うん。ただ今のところ京宮も、大した数は準備できてない。原料の植物が希少なせいでね。それに効果を失わせるのも簡単だから、いま解毒剤を作っているわ」

「それで……」

　ありすのこの白衣姿は『解毒剤作りの作業中だったから』でもあるわけだ。

「……ただ、京宮が作り出そうとする世界のイメージがああいうものだっていうのは、分かってもらえたと思う」

　俺は力なく頷うなずいた。

　――つまりは神のごとく振る舞う傲ごう慢まんな人間たちと、自らが神であることを放棄し、支配されることを選ばなければならない人間たちの世界というわけだ。

「だから私は京宮を倒さなければならない。そして葦あし人とには全てを話したわ。――だから危険を承知で私は、葦人に協力者になってもらいたい」

「俺に？　……お前の？」

　ありすは頷いた。

「この薬――『アブセンス』を投与された人間は、危険な存在であると同時に、普通はなかなか見わけがつかない。それに私自身が知らない間に、薬を飲まされてしまう可能性だってある。そういった状況にあるとき、人間を全く別の手段で見わけられる葦人の力は、とても有効なものになる」

「いや、それはもちろん、協力させてもらうが……」

「何か自信のない答えね？」

　ありすは不機嫌に言った。彼女にしてみればここまで話したのは、俺が必ず協力者になるという前提があってのことだろう。

　――そして実際に、ここまで知ってしまえばどのみち俺に拒否権はない。これからも俺の目の前で、京宮に操られた歯止めの利かない人間たちの殺しあいが続けられていくことになるのだ。それを見て見ぬフリして過ごすなど、できるはずがなかった。

　だが一方で――ありすの言う通り、俺おれには自信がない。

「……正直お前は、俺を過大評価しすぎてると思う。――俺は三み宅やけ錯さくのことを見抜けなかったわけだし」

「前提情報がなければ、葦あし人とも油断するし、裏をかかれることもあるということね。勉強になったわ。でもそれは拒否の理由にはならない」

　――確かにありすの言う通りだった。そんなことは些さ末まつなことだ。俺の限界ぐらい、ありすは充分に承知している。

　本当はそうではなく。

「……俺は颯そう真まのことを、まだ何も解決できてないんだ。颯真がもう死んでるって言われても、俺は颯真を殺せない。だから俺は京きよう宮みやのカルン研には逆らえない。――それが全く無意味なことだって分かっていても」

「じゃあそのことに関してはおいおい、ってことになるわね。……私は待ってもかまわないし、葦人がそれまでダブルスタンダードで動いてくれても、私の方で何とかする」

「そんな時間も、余裕もないんだろ？」

　俺はありすに力を貸したい。

　――ただ俺がこんな状態で、本当にありすの足を引っぱらないですむのか？

　悩み続ける俺の、そんな煮えきらない態度に、急にありすはポンと手を打った。

「じゃあ私たちつきあいましょう」

「……………ナンでそうなる？」

　しかし俺の当然の疑問に、ありすは挑発的な目で見返してくる。

「葦人が私のものになる代わりに、私は葦人のものになる。だから葦人は全力を尽くす。これなら対等な取り引きよ？」

　そんな押し売りセールスマンみたいなこと言われても、な……。

「大変ザンネンなお知らせなんだが、俺はお前に恋愛感情なんかカケラも感じていない」

　ありすはムッとした顔で頬ほおを赤らめ、そっぽを向く。

「当然よ。私だって……」

「あのなあ――」

　何か振りまわされている自分が情けなくなってきて、俺はため息をついた。

「……俺の『生まれつき』は、誰だれかを求めてはいけない。求められることもない。そういうルールを作らないと、俺は俺自身を守れな――」

「そうじゃないってことを、私は証明できるわ」

「無理だ。そもそもお前は、俺に自分を提供する――俺と一緒にいるっていうのがどういうことか、ちゃんと分かってるか？　想像できてるか？」

「ええもちろんよ。私にならできる！」

　俺は食い下がるありすの両肩を掴つかみ、正面から睨にらんだ。

　その意図に気づいたありすはしかし、逆に睨にらみ返してくる。

　彼女はいま、打倒・京きよう宮みやという、相変わらずの正義の味方気取りの目をしていた。

　だから画期的な戦力を自分のものにしたいという欲望と、それを敵の手に渡したくないという焦りを、顔の上に浮かべている。

　しかしそんなものは本当に、ただの表層だ。

　コイツはもちろん、俺おれがいま自分の中身を覗のぞきこんでいることに気づいている。

　だから本当は怯おびえている。俺の能力を――いや俺を恐こわがっている。

　当然だろう。俺の前に立つということは、常に自分だけ裸でいるのと同じだ。とんでもない辱はずかしめなのだ。それがこれからずっと続く。そういう提案をコイツはしているのだ。

　やっていけるわけがない。そのことを分からせようと思っていた。

　だが驚いたことに――全てを俺に晒さらして恥じらいながらもありすの女子の部分は陶酔していた。

　――それは俺の理解を超えている。

　コイツはこれだけの才能を自分で持ちながら、実はその隠した本心の奥の奥で、ずっと誰だれかに『縛しばられたい』『強いられたい』と本当は思っているのだ。それは例えば、これまで石いさ灰かい貴たか子ことの関係がそうだったように。

　だから俺がこの取り引きに応じれば、ありすは本当に何でもやる。

　うやむやな意味ではなく、ありす自身を顧みることもなく『全部何でも』だ。

　なぜならありすは、自分が本当にしたいことを自分で始められない、欠けた人間だからだ。それがコイツの正体だ。

　……どうしてそんな風になってしまったのか、今の俺になら分かる。

　本当はありすは、幼少時代に無む茶ちや苦く茶ちやだった家族を回復したい――そういう願望で動いている存在だった。

　これを実現するために、彼女は家族に不在の父、つまり京宮グループ会長・京きよう宮みや光みつ貞さだが必要だった。

　だから京宮光貞を――父を独占するために、ありすは自分が最も優れた子であることを示さなければならなかった。

　だが、捨てられた子であるありすには、正攻法の道は最初から閉ざされていた。

　京宮の一員になりその力を発揮しても、ありすの病的なまでに膨ふくらんだ願望は、結局達成されないのだ。そのことに頭のいいコイツは、かなり早い段階で気づいてしまった。

　だからありすは父の家族――京宮の全てを破壊しなければならなくなった。父を倒すことでしか、自分が父の一番の子であるとアピールする方法がないからだ。

　だがそれは『父を得たい』というコイツの最初の願望と、根本的に矛盾している。ものすごい勢いで走りだしたこいつの夢は、最初から絶対に叶かなわない。

　しかし――そのことに気づいてしまうと現在のありすは存在する理由がない。

　だからありすは京宮を倒す主を――『父を倒すための父』をずっと求めている。

　それが例えば――最初は父に反抗する京きよう宮みや分家派であり、次には石いさ灰かい貴たか子こだったのだ。

　しかしもう二つとも壊れてしまった。

　――だから、俺おれなのだ。

　本当に、それだけだ。

　ありすは真の意味では、俺に友情も愛情も全く感じていない。

　全部がただの理屈の上での『反応リアクシヨン』、全部ただの『演技』だ。

　その果てに俺はいつか必ず、ありすに殺される。

　――これまでありすに関かかわってきたものが、そうならざるをえなかったように。

　だがそこまで理解したおかげで、逆に俺は断る理由がなくなった。

　なぜならありすとの取り引きは、俺に最後のチャンスをくれるかもしれないからだ。

　俺はもうこれから一生、自分の能力のことをひた隠し、ウソをついて生きていくしかないのだと思っていた。それはつまり俺は死ぬまで『この世の誰だれにも』受け入れられないということだった。

　だから俺は、颯そう真まが必要なのだ。

　しかしありすは全てを知った上で、俺を受け入れてくれる気でいる。

　実は感情が破は綻たんしてるコイツは、そういうことができるのだ。

　だったら俺は今度こそ、颯真を解放してやれるかもしれない――。

　それは俺の望みの全てだった。唇を結び、覚悟を決める。

「分かった。お前との取り引きに応じる」

「……葦あし人となら私のために、そう答えてくれると思ってたわ」

　意外なことをありすに言われて、次の瞬間、なぜかムキになって言い返す。

「お前のためじゃねえよ！」

「そうね。――もともと悪い取り引きじゃないし。これが当然の結果なのかしら。何せ私だもの」

　――コイツ、人の気も知らないで……。

　そう思うとだんだん腹が立ってきて、俺は座ったままのありすの頭に、手のひらを当ててグリグリしてやる。

　首をガクガクさせながらありすが聞いた。

「……ねえ前から気になってたんだけど、どうして葦人は私の頭をなでたがるの？」

「はあ？」

「そういうフェチ？　――ああ。変な性癖があるなら最初に言っておいてね。がんばって耐えるけど、私にも心の準備が必要だし」

「アホかお前は。俺がなでたがってるんじゃなくて、お前がなでてほしがってるんだ」

「は？」

　急にありすは俺の手を払いのけると、見上げて睨にらんでくる。

「――っ、ウソよ！」

　でも別に嘘うそじゃないし。

「……本当は自分でも心当たりあるんだろ？」

「ないわよ！　勝手に私のことを読まないで！」

　プリプリ怒っているありすの頭を、再びグリグリとなでる。

「ま、そうは言われても勝手に目に入ってくるものだしな。……悪いが、俺おれのそういうところを受け入れられないなら、長続きしないぞ、俺たちの契約」

　ありすは難しい顔で腕を組んで、「ううっ……うにゅ……」と唸うなる。

　そして自分が頭をなでられている状況を、恥ずかしそうに受け入れた。

　だから俺は延々となで続ける。

　で、しばらくしたら、とうとうキレた。

「長いわっ！　表に出ろ!!」

　――パンチが飛んでくる。

　今日の記録は５分22秒だった。



    

  
    
      

　終章　　君を守るためにできること



　ありすとの契約を取り交わした翌日、何とか体調も元に戻った俺は、普通に登校することにした。

　が、どうにも朝から幸さい先さき悪い。

　教室の扉を開けた途端、いつもまるでウマのあわない吉よし川かわと、バッタリ鉢合わせになってしまった。

　もちろんお互い無言のまま、その場ですれ違えばいいこと――なのだが。

　やはり問題は俺がボッコボコのケガ人だということだ。腕を三さん角かく巾きんで吊つっている俺に、吉川は目をまん丸にする。

「どうしたんだよ、悠ゆう木き！　そのケガ!!」

　その大声に、他の連中まで俺をジロジロ見始める始末だ。

　ひとまずその視線を避さけるようにして、俺は早足で自分の席へと向かった。

　なのに吉川はうれしそうについてくる。小学生か？

「答えろよって」

「……道路で転んだんだ」

「空手部の釜かま本もと先輩と決闘したんだよねー」

　その明るい声の主は、何かにつけて事情通気取りの山やま田だ乃の絵え琉るだった。

「うっそ！　あの人三年だろ？」

　学年の問題じゃないんだよ……吉よし川かわ。

「わざわざ釜かま本もと先輩の寮まで、バトルしに行ったんだよね。二人を止めるために警察まで来たんだから」

　相変わらず聞きかじり少し捻ねじれた話を、山やま田だは自信満々に語る。

　吉川は「へぇ」と感心して俺おれに言った。

「お前、ケンカとかする奴やつなんだな」

「しねえよ。面倒臭い……」

「それで勝ったのか？」

　ウザい。――大変ウザい。

「……どうでもいいだろ」

「当たり前よ！　決闘しに行って負けるわけないじゃん！　カッコイイ！」

　本当に脳天気に山田が言い――そのあとから妙に落ちついた声が割りこんできた。

「おはよう、悠ゆう木き君」

　誰だれだよと思って振りむいたらありすだった。

　今日は目立たない優等生仕様で、髪型はアップに戻している。すごいおとなしげな表情だった。

　――というか今さらだが、コイツ学校ではスゲーぶりっこしてんだなと思い知らされる。

　しかしそんな彼女の登場に、クラスの空気は急に緊張し、ザワついた雰囲気になった。

　一方、ありすは気にした風もなく、手に持った布包みを「これ――」と俺に向けて差しだす。

「……いや、何だこれ？」

「お弁当、作ってきた」

「え」

　昨日の契約、そういうことまでやるのか？

　驚いているうちにとりあえず弁当を受けとってしまった俺は、礼を言う。

「……ありがとう」

　ありすは黙って頷うなずくと、カバンも置かずにそのまま教室を出ていった。

　――いや、どこ行くんだよオマエ。

　俺が訊たずねる間もなく、吉川が勢いこんで聞いてくる。

「何だアレ？　どうしてあの夜や須す礼らいが、お前の弁当作ってくるんだよ！　何で！」

「ああ、うん。……何か、つきあうことになった」

「はァあ!?」

　吉川が『本気でワケ分かんない』という風に顔をしかめる。

　俺もだよ、吉川。

　だが何か言い訳する余裕もない。俺は俺で完全に動揺していた。

　もちろんこんなことは、アイツのただの気まぐれだ。多分『いい女の演技練習』とか『精神修行』とか、そういう理屈で理由が説明できるものなのだ、どうせ。

　それを真に受けてどうする？

　……いや真に受けてるのか、俺おれ？

　しっかりしろ！　と何度も横に首を振る。

　そんな俺の様子を見ていた山やま田だが、Ｌ字にした指を顎あごに当て、「ムフー」と口で言った。

「何だよ……？」

　だが山田は答えず、代わりに不穏な感じで目をキラッキラさせている。

　もうダメだ……。

「これは、他のクラスの人たちと意見交換しないと～」

　言いふらすの間違いだろ。

　山田はクルッと後ろを向いて、駄話の内容でも練っているのかブツブツ言いながら教室から出ていく。それに吉よし川かわがいつものようにヘコヘコしながらついてった。

　その二人と入れかわりに、ありすが机と椅い子すを持って再び教室に入ってくる。

　――ああ、そうか。

　ようやく思いだした。ありすの机は片づけられてしまっていたのだ。

「言えば手伝うのに……」

　そう独り言を漏らしたところで、俺は骨折した自分の腕を思いだし、見おろす。

　これじゃちょっと、どうしようもない。

　そうやってモタモタしているうちに、ありすは自分の席が元あった場所に机を置く。

　俺は何だか情けない気分になった。

　一方でそんな俺の耳に、ヒソヒソとした話し声が聞こえてくる。

「あれだけネコかぶって上げた内申なのに、とんでもない傷がついちゃったねー」

「二年の夏まで委員会活動にも参加できないって、どうやって挽ばん回かいするんだろ？」

　ありすの背後でＡ組連中の、押し殺したようなクスクス笑いが広がっていく。

　それに無視を決めこむありすの姿に、俺はため息をついた。

　――今回の事件の大部分は、完全に隠いん蔽ぺいされていた。

　ただアイツが一いつ旦たん殺人犯として認識されてしまった事実は、どうしようもない。

　つまり夜や須す礼らいありすが学校へ復帰するには、この殺人がありすの狂言であったと、他の生徒たちに納得させる以外に方法はないのだ。

　だから学校はありすに処分を下した。その結果、実は昨日一日、彼女は停学を食らっていたのだ。

　さらに今まで就いていた学級委員長と芸術祭実行委員長の両方から外され、今後一年間、委員会活動の参加資格を停止された。

　もちろんそんなことは、ありす自身にとっては大したダメージではないだろう。

　ただ、それでも。

　冷たい視線に晒さらされるありすの後ろ姿は、小さく見えた。

　――そんな、どうにもやるせない気持ちになってしまう俺おれの手を、気がつけば何者かが、机の陰から慎重に持ち上げようとしている。

　まあこういうアホなことをするのは片かた理りに決まっているのだが……。

　片理は俺に気づかれないよう、慎重に、慎重に、俺の親指を朱肉に着地させる。

　そしてフゥと一息。

　さらにもう一仕事！　と、クレーンのように吊つり下げた俺の親指を、片理の持った紙に押さ――。

「せるかあ！」

　俺は真っ赤になった親指で、片理の顔を連打した。

「ぎゃあああ」

　片理は無惨な悲鳴を上げる。

「オマエは！　一年の教室に何しに来てるんだよ！」

「それはこっちのセリフだ葦あし人と！」

「何でも逆ギレで流そうとすんな！」

　顔中に赤い点々をつけた片理が、シュンとする。

「相談に乗ってほしいんだヨ～、葦人」

「……順番が逆だろ！」

　だがこのツッコミは、ヘタを打った。

　俺が『ひとまず相談には乗る』と勝手な解釈をした片理は――突然乱入してきた上級生にざわめく教室の様子も気にせず――まるで当然のように俺の前の席に座った。

「実はさ」

「実はさじゃねえよ……ったく」

「まあ聞け。葦人にとっても重要な話だ」

「……何だよ？」

「うむ。実は私は今、部活連合に生徒会室を乗っ取られそうなんだ。『私一人では会として存続する意味がない！』とか、奴やつらは勝手なことを言っている。そんなわけで夏休みまでに何とか、生徒会役員をあと三人集めなければならない」

「弱よえぇ！」

　普通、逆だろ！

「あとオレ全然関係ねえ!!」

　弱りきった顔の片理は、唇を尖とがらせて言う。

「このままだと私は部屋なしだ。野生の生徒会長になってしまう……」

「かっこいいなソレ」

「誰だれが野生だ！　ふざけんな！」

　自分で言いだしたんだろうが……。

　一方の片かた理りは急にはにかんで、チラッチラ俺おれの方を見る。

「確か～、悠ゆう木き君は～、私に～、大きな借りがあったような～」

　コイツ最悪だ……。

「お願い！」

　ペロッと舌を出してウィンクし、無駄な愛想を振りまく片理は――もう決まったことのように朱肉と生徒会役員名簿を俺の前にズイ！　と置いた。

　まあ確かに、コイツにはものすごい借りがあるのは確かなのだ。

　感謝はしてる。

　そして俺はこれでも、恩には報いる男の中の男だ。

　そういう設定で生きていきたいと思う。

　……ただ片理は、間違いなく連帯保証人にだけはなっていけないタイプの人間だった。

　俺の人生が終わってしまう。

　だからどうやって断れば、コイツは諦あきらめるのか。

　悩む俺に片理は小声で言った。

「……私の前で泣きベソかいたこと、このクラスの全員にバラすぞ？」

「何でだよ！」

「いや面白そうだしさあ！」

　ケッサクという顔で、片理がオバサンみたいに手のひらを振る。

　そこからの俺の行動は速かった。

　震える手で名簿に自分の名前を書き、その横にガタガタ震える指で拇ぼ印いんを押す。

「こ、これで……いいのか？」

　片理は両手を上げた。

「ワーイ」

「い……言っておくが、名義を…貸すだけだからな？　どう考えてもお……俺は、生徒会ってガラじゃないんだし……」

「ワーイ」

「会話しろよ！」

　しかし片理は俺にはもう用ナシ、という顔で席を立った。

「あッと二人！」

　その後ろ姿を、俺は全身全霊をかけて呪のろう。

　――とりあえずあと二人集まらなければ、全て御破算なのだ。このまま人集めに失敗して、生徒会なんて潰つぶれてしまえばいい。

　そしてひとまずようやく、うるさい片理は教室から出ていく。――かと思ったら、俺の目の前にいるありすの席へ直行した。

　ズッコケる。

　しかし片理の説明を一通り聞いていたありすは、横に首を振った。

「私は当分、委員会活動停止なんですよ」

　そうだった。俺おれはホッと息をつく。

　世の中うまくできてるモンだ。

　だが片かた理りは、不思議そうに首をひねった。

「いいよ？」

「いや、いいよって言われても……」

　――あのありすが当惑していた。

　しかし片理は笑顔で人差し指を立てると、自信満々で答える。

「だって『生徒会・執行部・役員』だぞ？　ほら『委員』って文字はどこにも入ってないじゃん。大丈夫大丈夫」

　教室がザワザワとざわついた。

「……トンチだ」

「……トンチじゃねえか」

　しかしありすは、もう断ることを決めた顔で片理に言った。

「私は今回、みなさんにいろいろな迷惑をかけてしまいました。リーダーに必要な責任感と、品格に欠けていたんです。だからもう一度、きちんと一からやり直したいと思っています。――先輩、ありがたいんですけれど、今回のお誘いはお断りさせてください」

「でも葦あし人とも入るよ？」

「じゃあ私も入ります。葦人とつきあっているので」

　声なき悲鳴をあげる俺の目の前で、ありすはサインを終え、拇ぼ印いんを押してしまった。

　――あまりに急展開すぎて、ツッコミの一つも思い浮かばない。

　ただ……そんなありすを見る。

　彼女にあるのは俺に対する信頼であり、だから腹をくくることに決めた女子の姿だった。

　そして今のありすがそういう気持ちなのだったら、俺ももうジタバタせず、これも運命と受け止めて、一生懸命やってみるしかないんじゃないのか？

　――それに片理の生徒会の目的は、いずれありす自身の目的と交差する。

　互いの想いはどうあれ、これは『正しいこと』なのだ。決してありすにとっても、無意味なばかりの生徒会入りにはならないはずだった。

　のだが――。

　サインした名簿を見返し、生徒会入りする自分を再確認したありすがボソリと言った。

「どうせやるなら、私たちの手で歴代一の生徒会にしましょう……」

「およ？」

　キョトンとする片理に、ありすは取りつかれたように喋しやべり続ける。

「具体的な方法はあります。現在ある他の委員会をどんどん併合してしまえば、その権力は一般高校の生徒会をはるかに超える……」

「う、うん。燃えてるね、ありすちゃん。でもそこまでは――」

　片かた理りはありすの言動に不穏なものを感じて、ビビり始めていた。

　だがありすの方は止まらない。

「いいえ……。これこそが六ろく道どう辻つじにおいては、正しい生徒会の姿ですよ。それぐらいの絶大な権力が必要だわ……」

「もしもし、ありすちゃん？」

「正しい生徒会を――私とあなたでこの学校を、ありうべき姿に戻すんですよ会長」

「おおぅ……」

　片理は最後の一言で簡単に陥おちる。ありすは頼もしげにフッと笑った。

「全委員会統合への素案、放課後までに準備しておきます……」

　そう一方的に言って薄く目を閉じ、黙もつ考こうに入る。

　……何だコイツら。

　俺おれはため息をついた。

　ようやく戻った平穏な日々は、どうやら長続きしそうにもない。



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　はじめまして！　もしくはお久しぶりです。伊い都と工こう平へいです。

　今回のこのお話は『世界一ネタバレの早い謎なぞ解き小説』としてギネスに申請しようよ！（しないよ）というダメな野心を胸に秘めつつ、実際は『委員長と同居！』というほぼそれだけに注力一生懸命した作品です。

　すごい怒ってすぐ殴る委員長・ありすさんとの、楽しくも何だか気まずい日々を堪たん能のうしていただけたらうれしいです。



　ところで物語を書く、というのは突き詰めると、活字というデジタルなものを使って、人間を人工的に再現する作業だったりします。なので自分は作品ごとに『人間行動モデル』を作り、プロット起こしに活用しています。

　今回使用したものは情報追跡型のモデル――つまり人間を大雑把に『情報を入手し、判断し、出力するもの』という簡単な存在に置きかえて、執筆作業を行いました。

　ちなみにこのモデルで注意しなければならないのが、人間の情報収集コストの限度です。

　もちろん人間が生きていくために情報集めは大事なのですが、情報入手にかけたコストが多すぎると、判断のコストも爆発的に膨ふくらんで、出力に必要なコストがもう残っていない――という当然の結果に陥ってしまいます（いわゆるニート化ですね）。

　そこで人間は、情報収集の積極的なコスト圧縮を行うわけですが――本編ではそれによって社会に発生した『神』と『殺人』についての謎を、メインの殺人事件を軸に、ちょっと踏みこんで書いてみました。そちらも楽しんでいただければと思います。

　――でもまあ実際は、ものすごいファザコン隠れドＭとものすごいマザコン隠れドＳの頂上決戦！　そしてときどき生徒会長!!　みたいな内容にしかなっていないような気もしますが……。



　さて。今回はイラストをろんど氏にお願いすることになりまして――こうグイグイ延びていく線を追っていくうちにポン！　と飛び出してくる生き生きとしたキャラクターたちを、たくさん描いていただきました。あとおしりも。おしり師匠！

　また編集は今回から新たに、岡おか田だ氏に担当していただいております。

　両氏ともありがとうございました。

　そしてこの本を手に取り、最後までおつきあいいただいたみなさまにも感謝を。



　それでは今回はこの辺で。また次の本でお会いしましょう！



伊都工平



    

  
    
      　著者

　伊都工平（いと・こうへい）

　　兵庫県出身。著書に『第61魔法分隊１～５』『天槍の下のバシレイス１，２』（共に電撃文庫）、『モノケロスの魔杖は穿つ１～４』『さくらら！』『Ｘの魔王１～３』（いずれもＭＦ文庫Ｊ）など。



　イラスト

　ろんど

　　最近、押入れからハイパーヨーヨーを見つけました。



　　ＨＰ「タラコスパ」http://taraspa.sakura.ne.jp
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